





























































犬とハサミは使いよう Dog Ears 2
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　春はる海み和かず人ひとは読書バカである。




　一度死んで、ミニチュアダックスフンドの肉体に生まれ変わっても、本を読み続ける生き様は変わらない。

　極彩色の本に囲まれながら、左前足で本を押さえ、右前足でページをめくる。全神経を集中させて、文字の宴うたげに飛び込んでいく。

　端はたから見れば滑こつ稽けいな姿でも、本人にとっては最高に極楽な時間。

　それは、本と犬との、楽しい楽しい大宴会。

　ペラペラペラペラペラペラペラペラと。

　真剣な面おも持もちで、一ページずつ、一文字ずつ、読み進める。




「……春よね」

　ペラペラペラペラペラペラペラペラ。

「春と言えば、出会いと別れの季節よね」

　ペラペラペラペラペラペラペラペラ。

「セイッ!!」

『あじゃぱ!?』

「あら、どうしたの怯犬？　そんな奇怪な叫び声をあげたりして」

『黒くて分厚い本が、急に銀色の薄い凶悪ハサミに取って代わったら誰でもこんな叫び声をあげるんじゃないんですかね!?』

「そうね。確かにそんな怪奇現象が起きたら悲鳴をあげてしまうかもしれないわね」

『何で他ひ人と事ごとなの!?　やったのお前だよね!?』




　良い顔と良い声で、俺の抗こう議ぎを斬きって捨てる黒ずくめの女の名前は夏なつ野の霧きり姫ひめ。またの名を大人気作家、秋あき山やま忍しのぶ。俺が、ミニチュアダックスフンドとして蘇よみがえったきっかけとなった人物であり、かれこれ半年以上、生活を共にしている同居人でもある。

　おかしい。俺はいつも通り平穏に読書を満まん喫きつしていた筈はずだ。読み終わった本を一冊ずつ順番に積んで、天てん井じようへと至る塔とうを創造する読書法、通称『再世読書』を大人しく遂すい行こうしていた筈なのに、どうしてハサミによる強制終了が成されたのか。まだ俺のリーディングフェイズは終了していない筈ではなかったのか。




「春よね」

『……はぁ？』

「今年は春先から色々あったわよね」

『お前、なに年寄り臭いこと言ってるの。まだ四月も始まったばかりじゃん。春の陽気にやられて、頭がお天気になったの？』

「………………もう一発、行っとく？」

『あった！　確かに色々あったね！　いやー、色々あった。うん、あったなぁ。あったから、そのハサミで俺の首筋の大切な脈とかをコリコリするのを止やめて！』

「春は出会いと、別れ、の季節よね。永遠の」

『永遠じゃないよ!?　あと、何でそんなに「別れ」部分を強調するの？　俺の肉体の、どことどこを永遠に別れさせるつもりなの!?』




　確かに今年の春は色々あった。どこぞのアイドル作家と原稿争そう奪だつレースをしたり、孤島の洋館で冒険をしたりもした。他にも細かい騒そう動どうは数え切れない程あって、その度に俺は痛い目に遭あったのだ。春は卒業・入学などイベント盛りだくさんな季節ではあるけれど。少し俺の周りだけ濃こすぎやしませんかね。

　そうそう、入学と言えば今年の春に起きた大きな事件が一つ。俺の妹である春海円まど香かが、無事東ひがし川かわ高校への入学を果たしたのだ。これで、最愛の妹である円香にもいつでも会うことが出来るようになった。めでたい！　合格おめでとう円香！

　とまあ、こうして周りに人が増えてきたせいか。最近は夏野のマンションにも人が出入りすることが多く、リビングで静かに読書することも満足に出来なくなってきている。

　しかし、今日は珍めずらしく誰もいない。俺と夏野の二人だけ。だから、今日こそがゆっくりとした読書の機会であると期待していたのに、何でこの黒い人は邪じや魔まをするのか。




「な、何よ。ふ、二人っきりだからこそじゃないの。ご主人様の思い出話ぐらい付き合いなさいよね。犬なんだから」

『思い出話？　何だよ珍しい。死亡フラグでも立てるつもりなのか？』

「あら、私だってたまには思い出に浸ひたることだってあるのよ。そうね、たとえば過去に読んだ本をもう一度読み返して、未来に書く本への糧かてにしたり」

『珍しいな、本当に。何かおかしな本でも読んだんじゃないのか？』

「たとえば、昔アナタが言った暴言を書き出して、未来に発はつ揮きする怒りの糧にしたり」

『……ん？』

「たとえば、過去アナタに執行したお仕し置おきをもう一度やり直して、未来のお仕置きの糧にしたり。過去が未来に復ふく讐しゆうする、これこそが歴史の流れってものよね」

『しまった、これ俺の死亡フラグだ！』

「さあ来なさい駄犬、ご主人様はお相手をご所しよ望もうよ。大丈夫、今日は、ふ、二人っきりだから！　だ、誰にも邪魔はさせないから！　いじけた自分にバイバイしましょう！」

『微み塵じんも大丈夫じゃねえええええ！！！』




　出会いと別れ。過去と未来。

　どんな出会いを経験しても。どんな別れを通過しても。

　きっと夏野は、本を書き続けて。だから俺は、本を読み続ける。

　本のように、積み重ねていくこの日常と非日常が。出会いと別れが。人との触れ合いが。その全すべてが、実りある経験となり、未来に繋つながるのだから。

　本と共にあり続けるこの生き方が、変わることはない。




　春海和人は今日も本を読む。
















　　　四月　三日






　季節は春、新たなる門出の時期。

　桜の花が咲さき誇ほこり、鳥がさえずり、暖かな日差しが人々を笑顔にする。

　そんなハルウララな中、俺こと春はる海み和かず人ひとは、今日も室内で読書タイムである。

　かつては人間、今は犬という、ちょっとドラマティックな人生を送っている俺ではあるが。しかし読書を最優先にするという生き方だけは全く変わっていない。

　ついこの間も、ご町内を駆けまわったり、塔とうに登ったり、船に揺られたり、孤島に乗り込んだり、罠わなに引っ掛かったり、狂暴なメイドに殺されかけたりしたけれど、そんなのは真っ当な生き方ではない。そういうのは、変な連中に任せておけば良いのだ。

　読書に熱中し、本の魅み力りよくに触れる、それこそが有ゆう意い義ぎな人生というもの。朝から晩までひたすらに本を読み続ける。一日の過ごし方において、これ以上の贅ぜい沢たくはない。自他ともに認める読書バカの俺にとってはまさに至し福ふくの一ひと時とき、プレシャスタイムでグローリーデイズなんだけど。

　しかし、集中が出来ない。

　今読んでいる『鋼鉄の男』も、丁ちよう度ど盛り上がって来ているところなのに。

「えーと、これはこっちでいいのかな？」

　そんな安読を揺るがす騒そう音おん。

「それとも、こっち？　あーもう、広くて良く分からないよ」

　バタバタと、走り回る音が、俺を集中から遠ざける。

　普段なら、多少の騒音など物ともしない俺の読者力だが、今はそうは言っていられない。何故なら、その音を立てている人物こそが問題。この俺が、読書を差し置いてでも気にしてしまう、そんな相手。

「あ、和かず兄にい、そこどいて、危ないから」

『…………うん』

「ありがとー。よーし、一気に片づけちゃうよー！」

　そう言ってリビングをせわしなく出入りしているのは春海円まど香か。

　それは本来ならばこんな所にいる筈はずもない、我が愛いとしの妹だった。




　我が妹、春海円香。

　可愛かわいい妹だ。本当に可愛い。

　その可愛さについて語るならば、言葉を尽くしても足らず、紙し幅ふくを尽くしてもなお足りない。わざわざ可愛さについて喧けん伝でんするまでもなく、可愛いのだ。可愛くて、もうどうにかなりそうなくらい可愛い。円香可愛い。超可愛い。

　と、いけない。思わず衝しよう動どう的てきに円香の可愛さについて語りだしてしまうところだった。どこかのシスコンに影響されたのかも知れない。これぐらいにしておこう。あんなどうしようもないシスコンガラスと一緒にはされたくないのだ。

　我が最愛の妹の春海円香が、どうしてここにいるのか。それはこの春より、円香が都内の高校、俺も通っていた東ひがし川かわ高校に入学することになったからである。

　同じく東川高校に通い、一人暮らしをして、結果死んでしまった兄がいて。今度は妹の円香までも通わせることに、きっと父上も母上も猛反対したことだろう。それでも円香の、東川高校に通いたいという本気の想い、そして必死の説得が通じたのか。こうして円香は親おや許もとを離れて一人、東京へとやって来たのだった。

　両親の住む岡山からここ東京まで、距きよ離りにして数百キロも離れているので、必然的に一人暮らしを余よ儀ぎなくされる。とは言っても、アパートに一人放り込むなんてことは父上も母上も当然許さず、数回における話し合いの末、どうやら東川高校の敷しき地ち内ないに存在する学がく生せい寮りように入ることとなったらしい。その入寮日は、明日。明朝、すぐに入寮できるようにと、今日はここ夏なつ野ののマンションに一泊することになったのだ。




「さーて、まだまだ頑がん張ばるよー」

『……程々にしろよな』

「私は掃そう除じに愛された女！　まだまだ行くよ！」

『聞いてねえな……聞こえてないのか』

　荷物を抱えて、廊ろう下かを行ったり来たり、リビングに出たり入ったり、エプロンの裾すそをパタパタ翻ひるがえしながら熱心に働いている姿も可愛いです。

「ねーねー夏野さん、これは何ど処こに置けばいいの？」

「ん？　ああ、そのトーテムポールは物置に、ハエ取り草の鉢はち植うえは玄げん関かんに置いておいて。後、そっちの頭ず蓋がい骨こつ絞じめは拷ごう問もん部屋の方にね」

「はーい」

「そこの段ボール、重いから気を付けなさいね。下へ手たに落としたりすると、床が抜けるかも知れないから」

「了解だよー」

　そして、そんな円香に指示を飛ばしているのが、この部屋の主にして俺の飼い主である、夏野霧きり姫ひめであった。

　お馴な染じみの、上から下まで黒一色の服装。ウェーブのかかった長い黒くろ髪かみ、赤みがかった大きな瞳ひとみ。本の中から出て来たような整った顔立ちを持つ女。

「ああ、それはあっちの部屋に持って行ってちょうだい」

　そして、人に指示を出す姿が似に合あう女だ。

　もっと言えば凶器を振り回したり、犬を斬きりつけたり、反社会的な行動がとても良く似合う女ではあるのだが。まあ、そこら辺は止やめておこう。命が惜しい。

「夏野さん、こっちにある、人体っぽいものが入った袋はどうすればいいのかな？」

「それは効率的な破壊の練習で使った人体模型よ、もう用済みだから、捨てちゃって。なるべく人目に付かないところに、こっそりと」

『……いやまあ、いちいちツッコミはしないけれども』

　時折聞こえる夏野と円香の会話が超危険。そして運ぶ物品が、色々とスレスレだった。

　つーかこのマンションに拷問部屋があることを初めて知ったんだけど、それは一般家庭にあっちゃいけないものですよね。中世の城じよう郭かくとかに設置するものであって、現代においてはただの違法行為ですよね？

「ちなみに、拷問部屋ってのは、鈴すず菜な専用の客間のことだから」

『ああ、それなら納なつ得とく…………納得かなぁ？』

　ギリギリ納得したような気がしないでもないので、納得したことにした。あのドＭならばどんな道具でも拷問に使ってしまいそうだし、また夏野は何処にいても拷問っぽい行為に勤いそしむので、世界全すべてが拷問部屋と言えなくもない。

　つーか、そもそも根本的な疑問として。

『どうして円香に掃除なんかやらせているんだ？』

「仕方がないじゃない、何かで気を紛まぎらわせたいって言うんだもの、あの子」

『いや、だからってさぁ。あいつはお前の召使いじゃないんだぞ』

「明日から新生活がスタート。平気そうに見えてもやっぱり緊きん張ちようしているんでしょう。ましてや、初めて親許から離れる。その辺りも分かってあげなさい、お兄ちゃん」

『……う』

「それとも、晩御飯を作って貰もらった方が良かったかしら？　あの子が『泊めて貰って何もお返ししないなんて出来ません。是ぜ非ひ晩御飯は私が！　カレーを！』って言うのを何とか押おし止とどめて、掃除をしてくれるようにお願いしたんだから」

『……ぐっじょぶ』

「でしょう？」

　認めるのは悔くやしいが、しかし良くやったと言う他ない。

　円香と料理との相あい性しようはすこぶる悪い。料理というか、カレー。円香は料理を作ろうとすると、何でもカレーになってしまうのだ。しかも赤かったり青かったりオレンジだったり、およそ常人が作り出すことの出来ない色彩と味と刺し激げきを持つカレーにだ。

　そして大抵の場合、カレーの被害を味わうのは俺となる。『円香』と『料理』という二つの単語を聞いた途と端たん、喉のどの奥に名状しがたい味わい＝吐き気が現出したことからも分かるように、もはやトラウマの巣そう窟くつと化している。

「でも、こうして掃除を手伝ってくれるのはありがたいわね」

　円香の働き具合を見ながら、満足そうに頷うなずく夏野。

『そうだぞ、感謝しろよな』

「何もやらずに本だけ読んでいる読書バカ犬兄貴は黙っていなさい。いつもは私一人でやっているから、結構大変なのよ。業者に頼もうかとも思ったんだけど、一度頼んだっきり連絡が取れなくなっちゃって」

『それは、遠回しに断られているんじゃないのか？』

　俺ならこんなビックリドッキリルームを掃除したくない。

　高額納税者である夏野のマンションは、一人で掃除するには広過ぎる。犬の小さな身体からだからすると、向こうが見渡せないほどに広い。普段夏野が使っているのはこのリビングと、後はキッチンと寝室くらいなので、沢山の部屋が常に空いていることになる。だからこそ、こうして円香が泊まることも出来たのだけれど。

「最初、うっかり拷問部屋を案内しちゃったのよね」

『……見たことないけど、そして見たくもないんだけど、多分それは他人に見せちゃいけないものなんだよな？』

「まあ、ちょっと、掃除しにくい部屋なのは確かよ。血とか」

『殺人現場かよ!!』

　そりゃ清せい掃そう業者も嫌がるってなもんさ！

　つーか、そういうの円香にも見せて欲しくないんだけど。

　この夏野さん、そしてその周りに集つどう方々は、どいつもこいつも頭がおかしいので困る。変態筋肉男とか、変態水みず漏もれ爺じじいとか、お馴染みの変態ドＭとか。まさに変態の見本市といった有様だ。そんな危険な連中が、円香に悪あく影えい響きようを及ぼさないよう、この俺が盾となってあらゆる苦く難なんから守ってみせようじゃないか！　俺に任せろ！

「はい、それじゃあ頑張って守ってよね、この苦難という名のハサミから今すぐに」

『そんな物理的な苦難を振るうのは止めて!!』

　円香を守る前に俺がどうにかなるぞ！　誰か俺を守ってよ！




「でも、あの子に頼ってばかりはいられないわよね。そうだ、ここは一つメイドでも雇やとうってのはどうかしら？」

『メイド!?』

　その単語を聞いた途端に、震え始める俺の身体。

「あら、何をそんなに怯おびえているの？　メイドに何か嫌な思い出でもあるのかしら？」

『そりゃあるよ。殺されかけたんだから』

　メイドと言えば家事全般を扱あつかう使用人、基本的には従順で穏やかな職業であると思うのだが、しかし一週間前に俺があの島で出会ったメイドは普通ではなかった。

　まず、武器を持っていた。

　この時点で既にそれはメイドじゃなくて過か激げき派はだと思う。

　そして、俺を殺そうとして来た。

　もう完全に殺し屋か殺人鬼か、そんな感じだ。

　少なくとも、普通のメイドじゃない。だってメイドはそんなことしない。

　本人は殺意に関しては否定していたが、しかしあれは確実に命を獲とりに来ている表情だったと、襲おそわれた被害者である俺は真しん摯しに訴うつたえたい。何しろ、眼めが怖かった。あれは初めて夏野さんに吊つるされた時と同種の恐怖でした。

「そう言えば、あの連中。引っ越しをするみたいよ」

『引っ越し？』

「ええ。何でもあの島から出てくるらしいわ」

『そうなのか？　まあ、あんな軍ぐん事じ要よう塞さいみたいな島にいるよりかは、普通の家に引っ越すべきだと思うよ。罠ばっかりだったものあの屋や敷しき。二度と行きたくないぞ』

「そう？　私はあの島、結構面おも白しろかったけれど」

『それは、思う存ぞん分ぶんハサミを振るえたからとか、そんな理由からですか？』

「うん」

　あっさりと頷きやがった。

「あの、姫ひめ萩はぎ紅葉もみじの部屋の扉。『どんなドリルでも貫けない金属』で出来た扉、だったかしら？　あれもまだ試し斬りしてないしね」

『もう嫌、この飼い主……』

　堂々とそういうことを言い張らないでくれないだろうか。

「あら、自分の危機に鼻水垂れ流し怯え喚わめいて泣きながら、私の助けを必死に呼んでいた駄犬とは思えない態度ね」

　そこまではしてなかった……と思うよ？

「まあ次に行く時は、同行者についてはもう少し考えたいものね」

『同行者？』

「ええ、あの島はそれなりに楽しかったけど。同行者がちょっとね。あの白いのがいなかったら、もっと楽しかったわ」

　夏野の言う『白いの』。それが指す人物は一人しかいない。アイドル業と作家業の二足のわらじを十全以上に履はきこなし、更にその上から芸人の仮面をかぶった超超超ナルシスト娘、秋あき月づきマキシのことだ。

『そういや、あいつも島を存分に満まん喫きつしていたよなぁ』

　マキシは、ことあるごとにポーズを決めては黒服達には撮さつ影えいを求め、数多あまたある罠には最高のリアクションを返していた。最初は確かに、その行動を微笑ほほえましく見つめていたものだが。

「あの白いの、目め障ざわりだったわよね。端的に言えばウザったかった」

『わあ率直な意見』

　夏野さんってば、正直者！

「あの屋敷から出た後も、私に文句ばかり言って。『まだ決着は付いてないわ。ここで三人で勝負よ！　そう三みつ巴どもえの執筆戦！　ああ、消化不良な場をキチンと収めようとしているあたしってば超輝いてる！　名めい采さい配はい！』だって」

　相変わらずモノマネがうまいですね。

「だから、つい私がイラッと来て、つい落とし穴の方に、ついそっと身体を押し出したとしても、それは何の問題もなかったわよね」

『うん、押し出したって言うか、蹴け落おとしてたけどね』

　マキシはと言えば、島を離れるまで夏野と紅葉に交こう互ごに食らいついてきた。何がそんなに気に入らないのか『勝負よ！　決着よ！』と息巻いて。結果として、夏野がキレた。落とし穴に向かって、マキシを蹴落としたのだ。

「穴に落ちても、まだ『勝負！　勝負よ！』ってうるさいんだもの。だから穴から救出されて安心した瞬間を狙ねらって、ついもう一回落としたとしても、私に罪は無いわよね」

『もう落としたってはっきり明言したよねお前は』

　つい、じゃねえよ。

「まあ、あの白いののことはどうでもいいわ。口が疲れる」

『そんな理由あるかよ』

　おいたわしやマキシさん。でも芸人としてはかなり立りつ派ぱでしたよ。

「でも何処に引っ越すのかしらね、あの連中は」

『あ、それは聞いてないんだ』

「ええ。まあ、あんな大きな屋敷に住んでいたくらいだもの。お金も持っているでしょうし、どんな高級住宅地だって行けるでしょうけど」

『いや、そういう生臭い話はちょっと』

「でも、私のマンションより豪ごう華かな所に住んだりしたら、少しイラつくわね。何だか、格付けで負けるような気がするわ」

『そういうものですか』

　引きこもりの作家、姫萩紅葉。

　全てから遠ざかり、一人でいて、それでも外の世界に出ることを選んだ彼女。

　そんな彼女は、これから色々なものに出会っていく権利がある。折せつ角かく、この広い世界に足を踏み出したのだから。これからもっと、色々なことを知って、そして作家として生き続けることを、同じ空の下で俺は祈いのっている。

「引っ越して来たら、菓か子し折おり片手に訪問と行きましょう、それがいいわ」

『もう片方の手にはハサミを持ってか？　それはもう完全に強ごう盗とうだよね!?』

　出来れば、夏野の手の届かないほど遠くへ引っ越すことを祈るばかりだった。妖怪ハサミ女の襲しゆう来らいとか、新居に対して縁えん起ぎでもないにも程がある。穏やかな新生活を、俺達の知らないところで送って欲しい。近くに来ないで欲しい。絶対に近くには来ないで欲しい。何なら、海外でもいいのではないか。直接会いたくはないので。

　とにかく、近くに越して来ることだけはするなよ！　絶対だぞ！




「終わったよ、夏野さん！」

　全ての荷物を運び終えたらしい円香が、リビングへと戻って来た。さすが円香、良くやったぞ円香、お兄ちゃんから花丸をあげよう。

「ねえ夏野さん。この箱だけ不自然に離れて置かれていたんだけど、何かな？」

　と、その手には何やら段ボール箱が抱えられている。

『何だ、それ？』

「ああ、それは島から持ってきた物よ。ちょっと興きよう味みがあったからね」

「島？」

『お前、何を勝手に……』

　それは世間一般で言うところの窃せつ盗とうという奴ではないだろうか。

「ええ、この前行ってきた島で見つけたの。大丈夫、持ち主からは許可を取って合法的に貰ってきた物よ。もう必要ないからって、快こころよく譲ゆずってくれたわ。快くね」

『その手にハサミさえ握られていなければ、素す直なおに頷ける話なんだけどな』

　凶器を手にしている時点で、ほんのり脅きよう迫はく罪ざいになるんですよ。

「興味があるなら。円香、出してみていいわよ」

「はーい！　えっと、何だろこれ？」

　円香は、箱から中身を取り出し、ちゃぶ台の上へと置いた。何世代か前のデスクトップパソコンを武骨に改良し、無数のボタンを張り付けたような形状の機械が俺達の前に現れる。胴体部分には『選定人語カ・デインギル』の文字。それがこの機械の名称なのだろうか。

『な、これはまさか……』

　見たことがある。あの監かん獄ごく島とうの最さい奥おう、姫萩紅葉の部屋に、それは確かに置かれていた。暗い部屋で一度見ただけだが、強きよう烈れつな印象がある物だったから良く覚えている。

『あの、姫萩紅葉が使っていた機械か……』

　そう、人の音声を編集し任意の順番で再生することにより、文章を生成することの出来る機械。ややノイズ交じりではあるものの、出来上がった音声は十分に聞き取れるレベルのものであり、普通に人が話しているのと変わらない。

『何で……こんな物を』

　正直、この機械に良い思い出はない。これは島へと訪れた俺達を、ひたすらにかき回してくれた機械なのだ。こいつの作り出した音声に、色々と苦労をさせられたものだ。必要のないことに怯えたり、失われたかも知れないものを心配したりもした。

　しかもこの機械、俺が恐れるあのメイドの声を音声の元にしている。あのメイド本人が喋しやべっているように聞こえるので、かなりトラウマが刺激される。だから、こんな物は今すぐに封印してしまいたいのだけど。

「ねえ夏野さん。これ、どうやって動かすの？」

　円香は興味を持ってしまったようだ。さすがは我が妹、好奇心旺おう盛せいでその上可愛い。

「そうね、折角だから動作テストをしてみようかしら」

　夏野が手を伸ばし、胴体横の起き動どうスイッチを入れる。次いで、いくつかのボタンをポチポチと押していく。すると僅わずかな動作音の後、サイドに設置されたスピーカーから流れ出す声。二度と聞きたくはないと思っていたメイドの声で。

「あの・犬・なら・死んだよ」

『そうそう、こうやって言葉を組み合わせて文章を作れる機械なんだ……って、待って！　サンプル音声がおかしい!!　どうしてそんな言葉を喋らすの!?』

「あの・犬・は・星に・なった・わ」

『だから止めて！　そのメイドの声だけで十分恐ろしいのに！　つーか言葉のバリエーション豊かだなオイ！　一体どういう場面で使う言葉なのか分かんねえよ！』

　俺の必死な抗こう議ぎを完全に無視して、夏野は円香へと問いかける。

「どうかしら？」

「うわー、凄すごい！　これどうなってるの？　誰の声なの？」

「音声を編集して、文章にする機械よ。この機械の持ち主に仕つかえていたメイドの声ね」

「凄い！　面白いね！」

　円香の反応に気をよくしたのか、夏野はボタンを連打。その操そう作さに従って、次々と危険な音声が垂れ流される。

「犬・は・バカ・だ・から・死ぬ」

『もう止めてくれないか!!』

「犬・死ね」

『やめろォ!!』

　もう俺を罵ば倒とうするだけの機械になっちゃっているし！　最新のテクノロジーに泥を塗ぬるような行為だよこれは！　こんなにポテンシャルを活かせていない機械もそうそう無いだろうね！

「ねえ、夏野さん。私にもやらせて！」

　と、円香は目を輝かせて夏野に迫る。

「いいわよ。ほら、こうやるのよ」

「うんうん」

『……俺の心が壊れそうなのはどうにかならないんでしょうか』

　しかし二人とも完全に俺を無視して『選定人語』で遊び始めた。円香が分からない操作方法を、夏野が優しく教えている。二人で文章を考え、『選定人語』に喋らせ、二人で笑いあっている。そんな二人の姿はとても絵になっていて、実の兄として嫉しつ妬としてしまいそうになる。

『……うん、もう、いいや』

　きゃあきゃあ騒いでいる二人は放っておいて、俺は本を読むことにしよう。二人が楽しそうにしているならそれでいい。だってそれなら、俺の読書の邪魔をする者は誰もいないんだから。じゃあ読書しようじゃないか。読むぞ、『鋼鉄の男』。

　そうして、黒い毛布の敷しき詰つめられた寝床へと取って返そうとして。

「バカ・犬」

『……無視だ』

「犬・と・ハサミ・は・番つがいよ」

『…………違うだろ。いや無視だ』

「犬・は・犬・なので・宇宙規模で・奇跡的で・バカな・犬・で・ゲス」

『………………もう意味分かんない』

　結局、流れ続けるのは俺への悪口。俺がこの『選定人語』だったら、今頃枕まくらを涙で濡ぬらしていると思う。もしくは過去の俺を抹まつ殺さつしようとするだろう。

　そんな『選定人語』の哀あい愁しゆうを気にすることなく、二人は、新しいおもちゃを手に入れた子供のように、色々な音声を試して遊んでいる。その度にメイドの声がして、俺の寿命が縮ちぢむ。

「犬・は・許さない」

『はいはい』

「だから処刑する」

『はいはい……って、今の肉声だったよね!?』

　瞬間、言葉通りに叩き込まれたハサミの攻撃を、動物的な勘かんで察知して避よける。そうして、何とか逃げ延びた俺の胴体を。

「私からは逃げられないわよ？」

　更に、先回りしていた夏野の足が踏んだ。そうですね、この連鎖からは逃れられませんね。

『待て、どうして俺の処刑に話が繋つながったんだ!?』

「それは……ほら、流れで」

『流れで処刑っておかしいよね!?』

　何、ここは暴力だけが物を言う世界なの？

「煩うるさいわね。ほら、駄犬も何か言わせたい言葉があるなら言ってみなさい」

『だから、どうして俺の身体を踏みながら言うの？　そして今の俺から、お前に対する文句以外の言葉が出るとでも思ってんの？』

「無いなら、辞じ世せいの句とかはどうかしら？　いざという時のことを考えて用意しておいた方がいいと思うのよね」

『最期の台詞せりふくらいは自分で言いたいけどな！　いや最期にする気はねぇよ！』

　夏野が『うわーセルフ乗りツッコミとか引くわー』みたいな顔をしているのが気に食わない。誰が言わせた。

「うん、この機械面白い！」

『選定人語』から手を離し、満足の笑顔を浮かべる円香。

「ねえ、夏野さん。これって、そのメイドさんの声しか喋らせられないのかな？」

「えっと、どうかしら、説明書が無いから何とも言えないけど、外部入力の差込口があるみたいだし。他の音声に切り替えることも出来るかもしれないわね」

　夏野は手を口に当て考える。

「でも、流りゆう暢ちように喋らせる為には膨ぼう大だいな量の音声データが必要よ。そう簡単には別の音声には出来ないんじゃないかしら」

「大丈夫だよ！　良いものがあるから！」

　いや、まずは俺を助けてくれないか妹。

　さっきから夏野に踏みつけられているのに、スルーですか妹よ。

「すぐに持って来るね！」

『妹に気持ちが通じていない……！』

　円香は俺の訴えを無視して、自分の使っている客間の方へと走って行ってしまった。兄の心、妹知らず。夏野さんの生温かい視線がイラつく。

　まあ犬なので、言葉は通じないのだけど。何と言うか今の円香に対しては、俺が人間だったとしても通じなさそうだった。それぐらいの勢いがあった。円香さん、ちょっと破は天てん荒こうに育ち過ぎなのではないでしょうか。それはこの黒い女の影響なのでしょうか。この人は息をするように悪影響を及ぼしますよね、暴力という名の。

「私には、ちゃんと通じているから安心すると良いわ」

『つまり今の言葉も通じているんですね、分かります』

　だからハサミの刃がリアルタイムで俺に近づいて来ているんですね。一番通じて欲しくない人に言葉が通じているので、俺の人生はこうしてピンチの連続なのである。

「言いたいことがあるなら、ちゃんと言わないと駄だ目めよ？」

『言っても言わなくても、結果は同じなんだよなぁ』

　円香が戻って来るまでの間、とりあえず酷ひどい目に遭あった。本当なら『とりあえず』で済ませちゃいけないレベルのあれこれだった。




「ほら、これだよ！」

　喜び勇いさんでリビングに戻ってきた円香。やたらハイテンションな円香の手に握られていたのは、オレンジ色の一本のＵＳＢメモリ。

「ＵＳＢメモリ？　円香、それがどうかしたの？」

　夏野の疑問に、円香は自じ慢まんげにそれを掲げてみせる。

「これはね、エターナル和兄プロジェクト、その一いつ環かんなんだよ！」

『…………はぁ？』

　何言ってるの。言葉の意味がちょっと分からないんですけど。

「円香……どういうことかしら？」

「このＵＳＢメモリにはね、和兄の声が入っているんだよ!!　私と一緒に暮らしていた時の和兄の日々の会話、言動、口くち癖ぐせ、本の感想、ボヤキ、ツッコミ、その全てを可能な限り録音した音声データだよ!!」

『何　や　っ　て　い　る　の　!?』

　思わず二度見した。

　何それ？　何なの？　いつの間にそんな事をしていたの!?　本当に何を仕出かしているんだこの妹。俺の許可は確実に取っていないんだよね？　つーか、明らかに俺を主体としたネーミングの癖に、どうして肝かん心じんの俺がプロジェクトについて知らないの？　初耳だよ!?　肝心のご本人様に話を付けておかなくていいのか？

　しかし、俺の視線など気にならないかのように、円香はＵＳＢメモリを掲げて見せる。

「ここに和兄の吐息が詰まっている!!」

「……ねえ円香。そのＵＳＢメモリ、横に『ＮＯ．３』って刻きざまれているんだけど。ということは、他にもあるということかしら？」

　おい止めろよ。あるわけないだろ。何をバカなことを聞いてるんだよ。そんな狂気の沙さ汰たみたいな物が何個もあってたまるかよ。

「勿もち論ろんあるよ！」

『あ　る　の　か　よ　!!』

　ちょっ、何であるの!?　怖いよ!?

「この音声データは三番目。和兄がこの世界に生きた証あかしを後世に伝える、それが妹の役目だから！　他にも色々と、バックアップしてあるよ」

「ほう、具体的には？」

　どうやら夏野もかなり気になったようで、円香に質問をぶつける。

「髪とか爪とか部屋とか本とか」

『……うわぁ』

「全部、和兄との思い出の品なんだよ!!」

『……うわぁ』

　普通、思い出の品って、写真とか手紙とか日記とか、そういったものを取っておくのではないのか。それなのに、この可愛い妹はどうしてそう極端な方向に全速前進して行くのかな？　しかもわざわざ引っ越しの時に持じ参さんして来ているとか、本気で円香の気持ちが分からない。ヤバいものだという自覚があるのか？　職務質問されたらアウトとなる事案ではないのか？

　えっと、ちょっと今、我ながら大事なことに気が付いたんだけど。

　ウチの妹、おかしくねぇ？

　円香さんってば、メモリの毒にでもやられたのかな？

　夏野が『今更何を言っているのかしら駄犬、それは円香にさらわれた時に気が付いていなさいよ、包ほう丁ちよう振り回しているのも十分におかしいし、カレーなんて誰がどう考えてもおかしいじゃない』というような顔をしているのが気に食わない。確かにその通りだという気持ちが俺の中にあるので、否定出来ないのが悔しい。

『あの、円香さん、ちょっとお話が……』

　これはちょっと本気で妹と対話の席を設もうける必要があるかも知れない。いつも甘い和兄ですが、お兄ちゃんとして、ちゃんと言う事は言っておかないと。

「さあ、これからが本番だよ！」

　しかし円香は、こちらの様子を気にすることなく、ＵＳＢメモリを、音声編集機械『選定人語』に差し込む。

「和兄ボイス、インストール!!」

　そして、勢い良くボタンを叩いた。

「これで、和兄の魂たましいが今、この機械に吹き込まれたんだよ！」

『いや俺の魂はここにあるよね』

「それじゃあ目覚めてよ和兄！　私の呼びかけに従って」

『まずはお前が目を覚ませ!!　そして俺の呼びかけに従え！』

　しばらく何かを読み込むような音を発していたが。本体上部のランプが緑色に点灯したかと思うと、スピーカーにノイズが走り、次いで新たな音声を発する。

「読み・込み・が・完了・しました」

　夏野のマンションのリビングに流れる声。

　それは他でもない、俺の、春海和人の声だった。




　妙に他た人にん行ぎよう儀ぎな感覚を覚える、その声。

　どこかで聞いたことがあるような、しかし初めて聞くような、違い和わ感かんだらけの声。しかし、次し第だいに自分の中で慣れて行く感覚がある。

　それは、過去幾いく度どとなく聞いたことのある声だ。

『本当に、俺の声、だ……よな？』

　断言は出来ない。聞けば聞くほど分からなくなる。それでも本能的に理解したそれは、俺の声。もはや俺の口から発せられることのなくなった、春海和人の肉声。永遠に喋ることのなくなった俺の代わりに、『選定人語』が俺の声を発している。

「アナタの・恋人・春海・和人・です」

『そして俺が絶対に言わない台詞を喋ったぁー!!』

　うん、やっぱりこれは俺の声ではないな！　代わりにはなれない！　こんな頭のおかしいイケメンみたいなこと、生前だろうが死後だろうが言うことはないもん！　歯の浮くようなセリフを言うくらいなら俺は舌を嚙かむ！

「やった、和兄の声だよ、成功だよ!!　春海和人復活ッッ！　春海和人復活ッッ！」

　しかし円香は大喜びだった。おい、兄の意に反しているんだぞ。

　ピースサインしながら喜ぶ円香と。

　何やら納得したように頷いている夏野。

『って、お前は何を一人で納得しているんだ？』

「あの機械から流れている声。あれは確かにアナタの声で、間違いないのよね？」

『え？　ああ、そうだと思うけど』

　むしろ、そうであることが問題だ。他人の声であった方がどれだけ良いか。

「成程。面白いわ」

『何が？』

「あの機械が発する声と、私の脳のう裏りに響いているアナタの声、同じなのよ」

『……はぁ？』

「今聞こえているアナタの声と、機械から出ている声は同じ、そう感じるわ」

『そんな……マジかよ』

「ええ。阿呆で間抜けな様子が満みち溢あふれている声ね、この駄ボイス」

『どんな罵倒の仕方だよ』

　まさか声までバカにされるとは思わなかった。

　しかし、どういうことだろうか。俺の肉体は既に滅ほろびている。なのに何故、夏野に聞こえる声が人間の時の俺の声と同じなのか。今夏野に通じている声と、かつての俺の肉声は、無関係である筈なのに。

「普段から訳の分からないことばかり喋っていたのね。生きている時からこの有様だったとは、全くもって駄人間だこと」

『いや、俺の名めい誉よに懸かけて言うけど、さっきの台詞は俺が言ったんじゃないからな。あくまでも円香が機械に喋らせているだけだからな。俺じゃないからな』

　音声編集機械『選定人語』を用いて発せられる春海和人の声。

　声の主である本人からすれば、正直気持ち悪くて。出来るなら、もう止めてほしい。あのメイドは、どんな気分だったのだろうか。

　しかし、喜んで機械を操作している円香に、水を差すような真ま似ねは出来ない。円香も、新生活を前にして不安を抱えているに違いないのだ。そんな不安を少しでも解消出来るというのなら、俺は邪魔をせず、静かに見守ろう。

　だから。

「愛して・いるよ・円香」

「やだなぁ和兄！　そんな事言われても」

「好き・だよ・円香」

「もう！　困るよ、いきなり。でもでも、嬉うれしいけどね！」

『邪魔したくなって来た!!』

　おかしいな。

　あれ、円香さん、普通に笑顔ですよね。

　不安とか、久しぶりに聞く俺の声にちょっとしんみりしちゃっているとか、そんな素そ振ぶりは見せない。『こうして和兄が語りかけてくれるのは嬉しい、でも所しよ詮せんは機械の声でしかないんだ、本物の和兄じゃない、だから虚むなしくなっちゃう』みたいなことにはならないんですね。

　それはそれでたくましい生き方なので、兄としては嬉しいのですが。どうも納得がいかないんだよな……。

「和兄、大好き！」

「俺・も・愛して・る」

　あの、これ、いつまで続くんですかね？

　俺の正気が持たないんですけど。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【鋼鉄の男】……　原はら見み掘ほる門もんの著作。未来から来たサイボーグの主人公『アーノルド』が、宇宙からの侵略者を倒す為、火星で戦闘を繰くり広ひろげるアクション小説。両手にレールガンを抱えながら、幼稚園で侵略者相手に奮ふん闘とうするシーンは見み物もの。終しゆう盤ばん、男性型サイボーグにもかかわらず人間の子供を妊にん娠しんするという無茶な展開が論ろん議ぎを呼んだが、何となく勢いで受け入れられたという。

【選定人語】……　カ・ディンギル。株式会社インチョキ堂が、社運を賭かけて制作した音声編集機械。取り込んだ音声を自由に編集し、あたかもその人が喋っているかのように文章を作り出すことが出来る。武骨な見た目とは裏うら腹はらに、かなり高度な技術が仕込まれている。あまりに精せい巧こうな音声を作り出せる為、詐さ欺ぎなどに使用される事件が発生。以降、製造・販売は自じ粛しゆくされることになった。






「和兄、ずーっと、一緒に居ようね！」

「俺・は・同意・する」

「ねぇねぇ和兄、円香超可愛いって、言ってみてよ！　駄目かな？」

「円香・超・可愛い」

「わーい!!」

『実の兄ですが。妹の自作自演が深刻です』

　もう大分時間が経たったのに、円香による春海和人トークショーはまだ続いている。つーか自由意思を奪うばわれた廃人みたいな受け答えをしているぞ、機械俺。大丈夫なのか、生身俺。これ以上聞いていると俺のアイデンティティが崩ほう壊かいしかねません。

「円香・は・俺の・太陽・だよ」

「和兄こそ、私にとっての太陽だよ！　依然変わりなく!!」

「円香・は・俺の・もの・だよ」

「もう、分かっているくせに！　仕方がないなぁ和兄は、そんな所が素す敵てきだけど！」

「円香・を・愛して・いるよ」

「もう、何回言うのかな……何回言われてもいいけどね!!」

「は・は・は・は・は」

「あはははは」

『うわぁ……もう嫌だぁ……』

　いやいやいやいや、何コレ。さっきから脳を揺らして来るこの甘ったるい声は、本当に俺の声なの？　認めたくないですよ。そもそもこれが音声データである以上、そこには元となった人間・俺の肉声が存在する筈なのだけど。

『録音とか、した記憶が全くないんだよな……』

　いつの間に円香は、こんなにも多彩な文章が作成出来るほどの俺の音声を録音していたのだろうか。それは俺の了解なしには不可能ですよね。生前の俺が知らない間にナニカサレタ可能性がにわかに浮上して来ましたよ、実の妹に。その辺、凄く気になるので、機械は止めてこっちを向いて欲しいのだけど。

　しかし、機械の俺は円香と楽しそうに話している。

　そこに、本当に兄がいるかのように。

『……円香』

　その様子を見ていると、嫉妬のような気持ちが湧き上がってくる。

　……というようなことは一切なく、単に頭が変になりそうなだけだった。いや俺の声で何を勝手にこんなことをしているんですか円香さん、早く止めて下さいよ。俺の声に対して、段々と殺意のようなものが芽生えて来るんですよ。俺の声なのに、もう一生聞きたくないと思っているんですよ。これは遠回しな自殺教きよう唆さですか？

『ああ、もう！』

　とにかく、どうにかしてくれ。このままだと、俺が自分の耳を自分で破壊しかねない。そんなエクストリーム自じ傷しようはごめんだ。

　そんな俺の訴えが届いたのか。

「……全く」

　夏野が起動スイッチを押し、『選定人語』を強制終了させたのだ。




「どうして止めるの夏野さん？　これからが良いところなのに！」

　突とつ如じよ会話が遮さえぎられたことで、むっとした表情を見せる円香。

「その辺にしておきなさい、明日が入寮日なんでしょう。これから始まる高校生活、今日はゆっくり体を休めることに専せん念ねんした方が良いわよ」

「むー。大丈夫ですよ。体力なら自信あるんだから」

「そうかしらね？」

「そうですよー」

　二人とも穏やかな口調で、柔らかい笑みを浮かべていて。端はたから見ると、仲良く歓かん談だんでもしているような和なごやかな様子であったが。

『……怖え』

　二人の目が一切笑っていなかった。穏やかな口調の筈なのに、お互いを見る目が、凍いてつく程に冷めている。

　え、何コレ。どういう状況なの。何でこんなことに？

「……年長者の言うこと、聞いた方が良いと思うけれど」

「別に……そんなに心配しなくて良いって言っているだけ、だよ」

「興こう奮ふんして疲れちゃったらどうするつもり？　ほら、晩御飯にするわよ。それを片付けなさい」

「大丈夫だよー、和兄の声を聴いていれば元気になるし、平気だもん。晩御飯だって、後で自分の分だけ作って食べるから。夏野さんはお先にどうぞ！」

「駄目よ。ご飯は一緒に食べるの。それはもう終わりにして、食卓に着きなさい」

「……えっと、大丈夫だって、言っているよね？　ご飯もいらないって」

　二人の口調に険けん悪あくな雰ふん囲い気きが混じり出す。

『いや、二人とも。何、喧けん嘩かしてるの？　いや喧嘩は駄目だよ。ほら、本でも読んで仲良くしよう』

「随ずい分ぶんな口ぶりね。泊めて貰っている分ぶん際ざいで」

「だったら住すみ谷や荘そうに行くから、良いよ。あっちの鍵かぎだって、持っているもん」

　しかし、完全に無視された。

　ちょっと待て。どうしてこうなるんだ。さっきは仲良し姉妹みたいに見えたのに、今は互いの後ろに、龍と虎のヴィジョンが浮かんで見えますよ。

　俺の不安をよそに、二人の間に流れる空気は悪化する。

「だから、そういうことを言ってるんじゃないでしょう」

「じゃあ、どういうことなの？　私がこの『選定人語』をどうしようが、私の勝手だもん。だって、これは私の物なんだから」

「……いつから、アナタの物になったのかしら？　それは私の物よ？」

「え、それっておかしくないかな。これに入っているのは、私の持ってきた和兄の音声。和兄の魂なんだから。もう、この『選定人語』は私の物だよね」

　売り言葉に買い言葉。

　言葉の応おう酬しゆうは、いつしか言い合いへと変わり、口論に達する。

　両者の間で、火花が散る。

『いや本当に……おかしいなこの人たち！』

　口を挟めないほどに険悪。

　逃げ出したいほどの災さい厄やく。

　でも止めないと、きっと更に酷い事態がやって来る。

　何だよ、さっきまでみたいに仲良くすればいいじゃないか。どうして争うんだよ。

「その機械の中の音声データがアナタの物だったとしても、『選定人語』自体は私の物よ。ああでも、その中にデータが入っているのなら、そのデータも私の物になるのかしらね」

「え？　ちょっと何言ってるか分かんない」

「分かりなさい、それが大人になるってことよ。そのＵＳＢメモリも、私の物に接続された以上、明快に私の物よね。ＯＫ？」

「夏野さん？　自分がおかしいこと言っているって、分かっているのかな？」

　二人の口調は穏やかなまま。

　しかし、既に夏野と円香の表情には穏やかさは一切見られない。その目に灯ともる、明らかな敵意の色。二人の間の空間がグニャリと歪ゆがんでいるかのような感覚。下手に割って入れば、俺ごと空間湾わん曲きよくしかねない。

「……いいわ。それを使うこと自体は否定しない。でもね円香、愛しているとかいないとか、そういう言葉は肝心な時まで取っておくものよ。アナタにはまだそういうのは早いわ」

「……だったら夏野さん、どうしようと言うの？」

　円香の強い視線を、夏野は真まっ向こうから受け止める。

「そうね、アナタにはまだ早い。だから、私の名前を使ってみるのはどうかしら？」

　実に良いことを思いついたと言うように、声を上げる夏野。

「そうね、そうしましょう。それがいい。その和兄とやらの告白、私が受け止め……」

「そ、そんなの駄目だよ!!」

　夏野の言葉を、今度は円香が打ち切る。

「何を言ってるの夏野さん!?　駄目だよ、駄目に決まってる！　この和兄は、私だけの物なんだから！　って言うか、そもそも『夏野』なんていう音声データは入っていないんだから無理だよ。そんな名前、登録されてないもん！　だから無理。夏野さんのことを呼ぶなんて絶対に不可能！」

　勝ち誇ったような円香の言葉。

「だったら円香、私を呼ぶ言葉さえ登録されていれば、その機械を私の物にしても問題ない、という事でいいのかしら？」

「……え？」

　突然告げられた夏野の言葉に、円香は僅かに動揺を見せる。

「どういうこと、夏野さん？」

「もし、名前が登録されていたら、私の名前を呼ばせてもいいのよね？」

「なっ!?」

「どうなのかしら、円香？」

「い、いいよ！　だって、登録されてる筈ないもん！　夏野さんの名前なんて！」

　確かに、円香の言う通りだ。

　俺が生きている時に録音されたデータだというならば、俺はまだ夏野霧姫という人物に関しては何も知らず、当然ながらそういった音声が入っている筈もない。そして俺が死んでしまっている以上、新しく音声を録り直す訳にも行かない。言葉の組み合わせでそれっぽい音声を作り出すことくらいは可能だろうが、しかし違和感はどうしても拭ぬぐえないだろう。

　この勝負。いや意地の張り合いは、円香の側に分ぶがあるように思える。

『いや……』

　だが、しかし。

　これが本当に、俺の発した声だというならば。

　この機械が、真に俺の言葉を受け継いでいるのならば。

　一つ、可能性が残されている。

　生前の、未だ夏野霧姫という人物を認識すらしていない俺が、しかし夏野に関して口にしていたという、その矛む盾じゆんした可能性の結果が。

　夏野は、きっとそれに気付いている。だからこの状況下で、ニヤリと笑うのだ。

「そうね、確かに『夏野霧姫』という単語は登録されてないでしょうね」

「だったら！」

　挑むような視線を円香に向け、夏野は『選定人語』の起動スイッチを入れる。

「だけど、私を呼ぶ名前はそれだけでは無いわよね」

「……え？」

　呆けたように返事をする円香。

　対照的に、自信ありげな顔で笑う夏野。

「なっ、まさか」

「そのまさか、よ。確かにその機械の中。『夏野霧姫』という名前は入ってないでしょう。でもね、もう一つの名前はどうかしらね、私を表す名前は！」

　叫び、夏野がボタンを押す。

　瞬間、流れた文章。

「俺は・秋あき山やま忍しのぶ・が・好き・だ」

　それは、確かに勝者と敗者を分ける言葉であった。




「そ、そんな……」

「私の勝ち、ね」

　うなだれる円香と、勝ち誇るように笑う夏野。

　少し考えれば分かることだった。

　秋山忍。夏野霧姫のもう一つの名前、作家としての名前。

　生前の俺は、確かに夏野と出会っていない。

　だがしかし、秋山忍という、夏野霧姫のペンネームに関しては話が別だ。

　人生すらも左右するほどのビッグネーム。俺が生涯を懸けて追い求めたその作家の名前ならば、きっと俺は口にしている。一番好きな作家として円香にも勧すすめていたくらいだ。うわ言のように、何度でも、飽あきることなく、秋山忍について語っていた。だから機械の中に、秋山忍と発言した俺の音声データが残っていたとしても、全く不ふ思し議ぎではない。

「そ、そんな、余計な音声は全部消した筈なのに、どうして残っているの？　和兄、どういうことかな？」

　って消したのかよ。俺のデータはエターナルじゃなかったのかよ。どう考えても円香の私情が入っちゃっているじゃねえか。

「……こ、こんなの絶対おかしいよ。和兄は、そんな事しないもん。エターナル和兄プロジェクトは振り向かない、ここで終わったりなんかしない」

『いやだから、勝手にお前は何を』

　そのプロジェクト、適当なロボットが未来からやって来て破壊してくれたりはしないんだろうか。俺＝春海和人本人だと断定はしていない筈の円香が、それでもこっちを睨にらみつけているのは偶然だと良いな！

「ほら、円香。こうして秋山忍という音声が残っていること、それがつまりは天てん啓けいよ。告白の例文、見事に作ってあげるから、その機械を寄越しなさい。本気の告白って奴を見せてあげる」

　そんな円香に追い打ちをかけるように、夏野は言う。俺の心配を真っ向から無視するような、良い笑顔で。いやあの、あんまり妹を煽あおらないでくれますかね？

「ど、どんな言葉がいいかしらね、楽しみだわ。一世一代の告白、大人の睦むつ言ごとというものを……ど、どうしよう、ドキドキしてきた。ちゃんと録音しておかなきゃ。念のため、お母さんにも電話しておいた方がいいのかしら？」

　そう、訳の分からないことを呟つぶやいた夏野は、全体的にクネクネしながら『選定人語』へと手を伸ばそうとして。

「駄目だよ、駄目！　絶対に駄目!!」

　円香が、その手を摑つかんで阻止した。

「そんな事は駄目なんだよ、絶対に許せないよ」

　それが、円香の抵抗だった。決して曲がることのない意志を湛たたえたその瞳。春海円香の見せる、最大の意い地じ。

「告白なんかさせない。私の目の届くところで、そんなことは、絶対に」

　夏野を下から睨みつける円香。それを真上から見つめ返す夏野。『選定人語』を挟んで、互いに一歩も退ひくことはない。

「ならば、どうすると言うのかしら」

「だから、こうするしかないんだよ」

　円香の指が、ゆっくりと、背後に置かれた白いラケットケースへと伸び。

　夏野の指が、ゆっくりと、太ももの紅あかいホルスターへと伸びる。

　それは、いつかの公園で見た光景の再現で。

『いや……お前ら、何をしようとしているの？』

　聞かなくても大体分かるけれど。でも、出来れば止めてくれないかな……という俺の期待は、当然ながら裏うら切ぎられる。だって二人とも、目がマジだ。

「無駄は止しなさい、妹」

「妹なんて言われる義理はないって、そう言ったよね？　忘れちゃったのかな？」

「義理はなくても、義理の姉だって言わせてあげる。何度でも、その心が折れるまで追い詰めて、姉と呼ぶまでは決して逃がさない」

「そんなこと、出来るって思っているのかな？」

「出来ないと、思っているのかしら？」

「私を、あの頃の私と同じと思ってもらったら、困るんだよ。これから高校生になるんだ、昔のままの私じゃないんだよ」

「そう？　私からすれば、どれも同じ駄妹にしか見えないけれど。義姉より優れた妹など、存在しない」

「私を、妹と、呼ぶな」




　それは口論と呼ぶには、穏やか過ぎる口調で。しかし互いが、それぞれの武ぶ装そうを手にしているのが致ち命めい的てきだった。

　そのまま両者は、静かに間合いを取り。

　そして、睨み合う。

「……今こ宵よいのハサ次郎は、血に飢えている」

「……さあ、鮪喰マグロイーター・零式タイプゼロ、仕込みの時間だよ」

　何やら訳の分からないことを言いつつ。

　何やら訳の分からないまま、武器を構えた二人が対たい峙じした。




『……どうしてこうなった』

　ただの機械一つが、どうしてこんな修しゆ羅ら場ばを生み出してしまったのか。これは来たるべき機械の反乱を予期した展開なのか。もう真面目まじめに考えるのがバカらしくなって来たけれど、何がいけなかったんだろうか。

　夏野霧姫。

　春海円香。

　片や同居人。片や妹。二人の女性がそれぞれの得え物ものを構えて向かい合う。片や何でも斬れるハサミに。片や機械の駆動音がする包丁。本当にどっちもおかしい。

　目の前で繰り広げられようとしているのは、あの日の闘いの再現。

　どちらかが倒れるまで続きそうな、終わりのない戦争で。

　両者とも、目に見えた戦闘態勢。

　夏野はいつものハサ次郎を構え、何でも斬ってやるというような顔をしているし。

　円香もまた、そのでっかい包丁を掲かかげ、何でも捌さばいてやるというような顔をしていた。

　どう見ても、俺の言葉一つで止まるような感じはしない。

　夏野の持つハサミ。『ハサ次郎』。全てを斬り開くその斬れ味は健けん在ざい。さっき、俺が身をもって体験したばかり。体験したくはなかったが。

　円香の視線も凄く怖い。妹が浮かべちゃいけない類たぐいの顔をしてる。

　あれは小学生の時、夏休みの宿題を終えたばかりの円香に対して『良し宿題終わったな、それじゃ読書感想文を書こう。手始めに五冊、全部秋山忍の本だ！』と言った時に見せた表情だった。凄く怖い。

　そんな円香の持つ包丁、『鮪喰・零式』。唸うなりを上げるそれは完全にチェーンソー。明らかに度を越えた兵器なのだが、一度夏野のハサミの前に敗れている。だからこのまま行けば、円香の方が不利のように思えるが。

「一度私に負けたのを忘れたの？　もう一度あの時の再現をするつもり？」

　夏野はハサ次郎を開閉させながら、挑ちよう発はつの言葉を円香に投げかける。鮪喰の装そう甲こうもハサミの斬れ味の前には無力。だからこその余裕。

　対して、円香は一切怯ひるむことなく、夏野と相あい対たいする。

「うん、確かにあの時は私が負けた。だけどね……」

　瞬間、円香は夏野にも負けない微笑みを浮かべ、足元に転がっていたもう一つの白いラケットケース、『鮪喰・零式』を引き抜いたのと同じサイズのそれを蹴り上げる。

「今の私が、あの時の私と、同じと思ってもらっちゃ困るよ！」

　眼の高さまで跳ねた白いラケットケース、円香はその中身を乱暴に引き抜く。

　引き抜かれたそれは、円香の小さな体たい軀くには不ふ釣つり合あいな。

　しかし、いつか見たのと同じ。

　巨大な包丁だった。

「一本追加、重ねて二刀の鮪喰!!　右手の『鮪喰・零式』と、生まれ変わった左手の『鮪喰・無限アンリミテツド』。これが私の新しい力!!　こうなった私はもう止まらない、ゼロと無限の狭はざ間まを迷って落ちろ!!」




『二刀流……だと……!?』

　二倍驚おどろいた。

　二倍ヤバい。

　そして、そんな凶器を軽々と持ってしまう円香が百倍おかしい。

　円香が元々持っていた『鮪喰』。そして夏野の部屋で手にした『鮪喰』。そう、確かに『鮪喰』は二本存在していた。ついさっきまで円香が手にしていたのは、夏野の部屋で手に入れた『鮪喰・零式』。そして、今新たに手にした二本目は。

『あれは、夏野に破壊された筈の「鮪喰」。まさか、修復が完了していたのか。しかも「鮪喰・無限」だと……』

　右手の『鮪喰・零式』、左手の『鮪喰・無限』、二本の『鮪喰』を円香が構える。

　しかし二本をこうして構えちゃうと、もはやどこも包丁には見えません。二刀流って、ただの武器だろ。今更だけどさ。

「へぇ二刀流ね、面白いじゃない。確かに、あの時とは違うみたい、ね」

「ええ、夏野さん。今度こそ負けないんだから！」















　得物を構え。互いを見据える二人。

　室内を満たす、一いつ触しよく即そく発はつの緊張感。

　戦いは今にも始まろうとしている。

『まずい……』

　とにかく、双方の武力が大変なことになっている。このまま二人がぶつかれば、何もかもただでは済まない。この部屋も壊れてしまうだろうし、とばっちりで俺も壊れてしまうかも知れない。そして何より、部屋の中の本棚が危ない。そんな破は滅めつの未来を前にして、俺は為なす術すべもなく。

『くそっ、どうすれば……ん？』

　雰囲気に押されて後ずさりした俺の脚に当たるもの。それは、今や二人の戦鬼に圧おされてすっかり忘れ去られている、音声編集機械『選定人語』だった。

『この機械……こいつさえなければ』

　そうだ、この珍ちん妙みような機械さえなければ、こうして二人がいがみ合うことはなく、俺の心臓が痛むこともなく、誰もが笑顔でいられた筈なのだ。ぶっ壊してやろうか。これ以上被害を生み出さない為にも、原因は根本から排除するべきなんじゃないか。

『……いや、待てよ？』

　犬と機械は使いよう。

『コレを使えば、争いが止められるんじゃ……』

　そうだ。たとえ今の俺が犬であっても、この『選定人語』さえ使えば、言葉を生み出せる。現在進行形で一触即発の二人に制止の呼び声を掛けることが出来る。夏野だけではない、円香にも俺の言葉を伝える事が出来るのだ。何しろ、生前の俺の声がたっぷりと詰め込まれた機械なのだ。俺には全く覚えがないが、しかし俺の魂を受け継いだ存在である……かも知れない。俺の声ならば、きっと今の円香にも届くだろう。

　そうと決まれば即行動。

　急いで『選定人語』に飛びつく。

『えーと、俺に喋らせる文章は……』

　考える。闘いを止める為の言葉を。この緊張した場において、おかしな言葉を発する必要はない。俺はどこぞのアイドル作家ではないのだ。ここで血迷った事を言って、更なる痛みを生むべきではない。俺は、あくまでも常識的な態度を崩くずさない。

　だから、今この『選定人語』を使用して喋らせるのは。

「円香・も・秋山忍・も・落ち着け」

　これだ。これでいい。

　両者に角かどを立てずに穏おん便びんに済ませる文章。これしかない！

　よし文章は決まった。後は喋らせるだけだ、と意気込んで。

『……あれ、コレはどこをどうすれば良いんだ？』

　何てこった。使用方法が分からない。

　何しろこんな機械を使用するのなんて初めてだ。目の前の複雑なボタン配置に目眩めまいがする。しかし、迷っている暇ひまはない。夏野や円香が操あやつっていたのは、横目で見ていた。その記憶を頼りに、動かしていくしかない。

『よし、やるぞ……って、何だこれ？』

　そうして、前足を伸ばして、最初のボタンを押そうとして、ふと、視界の隅に映るものに気が付く。それは『選定人語』の胴体横に差し込まれたオレンジ色の物体。円香が嬉き々きとして掲げて見せた、俺の声の全てが詰まっているというＵＳＢメモリだった。

『そうか、ここに差しっぱなしになってたのか。これも、今のうちに処分しておいた方がいいかな』

　円香の言っていた『エターナル和兄プロジェクト』が一体どんなものかは分からない。しかし、それが碌ろくでもない物であることだけは確かだ。だったら、これもすぐ処分した方が良い。絶対に、絶対にそれがいい。

　このＵＳＢメモリの中の音声データにも妙に固こ執しつしていた二人の事だ。争いが終わったら、これもすぐに回収されてしまうに違いない。そうなったら俺には為す術がない。だから、回収するタイミングは制止の言葉を喋らせる前。つまり、今しかない！

　そう考え、『選定人語』からＵＳＢメモリを引き抜こうと、前足を伸ばす。

『ん？　何か、書かれてる？』

　……円香の文字？

　俺の前足が触れるか触れないかの直前、ＵＳＢメモリに刻まれた文字、円香のものと思われる丸っこい文字が目に入る。瞬間、嫌な予感。しかし、目を離すことは出来ない。もう見てしまったから。その事実を受け止め。その内容を脳が理解する。




　──私以外が触ると爆発するよ！




『………………え？』

　可愛らしい文字からは想像もつかない、あまりに禍まが々まがしい内容に、意識が飛んだ。

　そして脳内で展開する高速対応シミュレーション。

　いや爆発とかおかしいでしょう。こんなＵＳＢメモリ一つが爆発するとかもう意味分かりません。そんな危険なものを普通に扱っていた円香自身が一番恐ろしいですよ。でも爆発ってマジなんですか。そうなったら俺はどうなるんですか。いやきっと大変なことになるよね。今すぐ離れよう。俺の声なんか喋らせてる場合じゃねぇ！

　一瞬の間に、目まぐるしく意識が働いて。

　結果、このＵＳＢメモリには触れてはならないと、そう結論付けて。

　しかしその時には、俺の伸ばした前足は既にＵＳＢメモリを摑んでしまっていた。

　瞬間、カチリ、と何か致命的なスイッチが入った音が鳴る。

　それは小さくもはっきりと俺の耳に届いて。

　そして。

『爆発オチかよ!?』

　ＵＳＢメモリは、『選定人語』ごと爆発四散して吹っ飛んだのだった。

　勿論、俺の身体も盛大に巻き込んで。


　　　　　　　　



　結論から言えば、その爆発は極々小規模なもので、俺の身体には大した被害を及ぼすことはなかった。精々、リビングの端まで高速で吹き飛ばされる程度の被害だ。全然大したことは無い。衝撃でちょっとだけ中身が出そうになったけれど、いつものハサミとかに比べたら大したことではない。

「ちょっと、私はまだ全然喋らせてないわよ！　何勝手に壊してるの!?」

「ああ、私のエターナル和兄プロジェクトが!?」

　暗転しかけた視界の中、夏野と円香が焦あせりの表情と共に、爆発した『選定人語』に駆け寄って行く姿が見えた。

　俺の心配はないんですか。

　俺よりも、俺の声の方が大事なんですか。

　俺はただ、無駄な争いを止めたかっただけなのに……！






《以下の単語が用語集に登録されました》

【エターナル和兄プロジェクト】……　春海円香が提てい唱しようした、兄・春海和人の存在を永遠に留とどめておく為の計画。もし兄が生きていたならば本気で止めるような内容であるらしいが、詳細は不明。

【鮪喰・無限】……　マグロイーター・アンリミテッド。新稲葉公園での夏野との戦いにおいて破壊された鮪喰を、保証書に書かれたサポートセンターへ着払いで送ったところ、数か月後に修理されて返ってきた。ボディの軽量化に伴ともない、鮪喰・零式との二刀流が可能となった。


















　　　一月　二六日






　季節は冬。

『……ふう』

　本を閉じ、漏もれたのは満足の溜ため息いき。炭酸飲料を一気飲みした後のような、この爽そう快かい感かんこそが読書の醍だい醐ご味みの一つである。

『うん、面おも白しろかった！』

　今、読み終えたばかりの本を、満足げに見下ろす。白い表紙に、青く刻こく印いんされているのは『ＭＥＫＡ部』の文字。銀河の彼方かなたから来た機械の漁師軍団と、地球に住まう海かい藻そう生物達によって繰くり広ひろげられるジャンケン対決。落ちこぼれ主人公のワカメが、修行の末にチョキをマスターする件くだりは実に熱い展開だった。最初からこのような作品に巡り合えるとは、今日の読書は幸さい先さきが良い。

『さて、夕飯までに、あと何冊読めるかなっと』

　時計を見れば、時刻はまだ午後二時前。珍めずらしく朝から邪じや魔まも入らず、読書ペースは順調だ。このペースで行けば、今日はかなり充実した読書日となるだろう。

　それじゃあ次はどれを読もうかと、寝床の脇に積まれた本の塔とうに目を向けようとして。普段とは少し違う、夏なつ野のの姿が目に入った。

『……珍しいな、新聞なんて読んでいやがる。原稿も書かずに』

　視線の先、机に向かっている夏野霧きり姫ひめ。あるいは、秋あき山やま忍しのぶという名の作家。

　俺が、犬の肉体になってもなお読書を求める読書バカであるのなら。

　夏野は、日々の全すべてを小説の執筆に費ついやさんとする執筆バカだった。

　いつもならこの時間は、原稿用紙に向かって執筆に勤いそしんでいる夏野だが、今は原稿用紙ではなく、新聞紙と向き合っている。

『何か興きよう味みを惹ひかれるような記事でもあったのか？』

　それともまさか、俺が未チェックの連れん載さい小説でもあるのか。興味が湧わいたので、本の塔に伸びかけた前足を引っ込め、夏野の表情が見える位置に移動して。

『……うわぁ』

　尋じん常じようではない夏野の様子に気が付いた。

　見てはいけないものを、見てしまった。

　珍しくかけた黒くろ縁ぶちメガネの奥、赤みを帯びた大きな瞳ひとみが、紙面を焼き尽くさんばかりに眇すがめられている。口の端は、苦虫を嚙かみ潰つぶしたかのように歪ゆがんでいる。新聞紙を持つ手も、血管が浮き出るほどに握り締められていて、もう新聞破けちゃいそう。ウェーブのかかった長い黒くろ髪かみが、風も無いのに波打っている。

　つまり、要するに、現在の夏野霧姫は不ふ機き嫌げんなのだった。

『……うん、近付くの、止やめておこうかな！』

　不機嫌な夏野さんに近寄るのは、飢えた肉食獣に近付くのと同じであるからして。今この人に関わる全ての行為を、すぐに止めよう。

　大方、以前購入した怪あやしい豊胸グッズが詐さ欺ぎ商品だった、とかいう記事でも見つけたのだろう。あんな物買っても意味は無いのに。それは穴の空いたバケツに水を注そそぐような愚ぐ行こう。世の中には、努力だけではどうにもならないことだってあるんだよ。

　まあ、そんなことを口にすれば、俺の命は無い。だからここは、静せい観かんの一手。

『よし、そうと決まれば読書だ、読書』

　夏野が不機嫌な時には近寄らない方が吉。声をかけないで静かに本を読み続けるのが大吉です。ちなみに、何であれ口を出すのが大凶で、悪口を言うのが特凶となっております。凶以下は俺の命がマッハでピンチになるという寸法である。そいつは難なん儀ぎなおみくじですね。誰が引くか。

　とにかく、本さえ読んでいれば俺は幸せなのだから、そうすればいいのだ。

『よーし、さようなら三次元。こんにちは二次元！』

　さあ、本を読もうじゃないか！　表紙をめくれば、そこはもう本の世界。パラダイスが俺を待っている！　それでは皆さんお待ちかね、レッツリーディング！




　本を読むのって楽しいな、触れるだけでも楽しいよ。

　本は人間の生み出した文化の極きわみだよ。

　本さえあれば俺は幸せ。

　本、最高！

　本さえあれば他には何もいらない、ずっと本だけ読んでいたい！

　だから今こそが、一番素す晴ばらしい時間、人生の頂点なんだ！　ウフフアハハ。




　以上が、俺の期待した未来予想図で。

　現実は。




「……まさか、聞こえていないと思っていた訳では、ないわよね？」

『ご、ごめんなさい。ごめんなさい！』

「誰が、怪しい豊胸グッズを買った、おバカさんですって？」

『ゆ、許して下さい！　俺が悪かったです！』

　これだよ。

「許して下さい、ね。その言葉を使うのは何度目かしら？　いい加か減げん学ぶということをしないのかしら、このバカ犬は」

『もうしません！　もうしませんから！　だからハサミの先でお腹なかを突き続けるのを止めて下さいませんか！　死ねるので！』

　天てん井じようからロープで吊つるされた状態で行われる夏野さんのお仕置き。何だか最近、吊るされることが多過ぎて、上下が逆転した光景もすっかり見慣れてしまっている。俺は宇宙にでも行くつもりなのだろうか。その前に天国に着くのが先だと思うけど、果たして天国なんてあるのかな？　今ここが地じ獄ごくだけども。

　そして目の前で笑うこの人が、地獄に住まう鬼です。

「全く、口だけは熱心に動くのよね。今の私には、舌した切きり雀すずめに登場するお婆ばあさんの気持ちが良く分かるんだけど、どう思う？」

『止めて!?』

　残ざん酷こく童話の再現だけはいけない！

　このままでは、生涯消えない烙らく印いんを押されてしまう。どうにかして話題を逸そらさなくては、俺には五秒後の未来さえも危うい。何かないのか。ハンサムの春はる海み和かず人ひとは突とつ如じよ反はん撃げきのアイデアがひらめいたりしないのか。

　どうにかしてこのピンチから逃れる術すべを探そうと、首を必死に動かして周りを見れば、机の上に放置されている新聞紙が目に入った。

　……あれしかない。

　夏野が不機嫌になっているのも、あの新聞紙に書かれていた何かが原因なのだろう。ならばそこから話を膨ふくらませて、夏野の怒りを分散させて活かつ路ろを見み出いだすしかない。

　そうと決まれば、視点を新聞紙に向けてＬＯＣＫ　ＯＮ！

　すぐに記事をＣＨＥＣＫ！

　そして……ＲＥＡＤ！

『フゥーハッハッハッハ！　この勝負もらったばひゃ!!』

「あらやだ、急に動くからハサミが変なところに入りそうになっちゃったじゃない。気を付けなさいよね。遊びじゃないのよ？」

『確かに遊びじゃないよね！　リアル生命の危機だもんね！』

　お前のせいだけど！

「そんなにこの新聞が見たかったの？　活字なら何でもいいのかしら、この書畜犬は」

　しかし一応、話題を逸らすという目的は果たされたらしい。夏野は机の上の新聞紙に手を伸ばし、俺の前に広げる。その一面に躍おどっているのは、アイドル『秋あき月づきマキシ』の行ったチャリティコンサートの記事だった。

　秋月マキシ。

　それはアイドルの名前であり、また現在文ぶん壇だんで活かつ躍やくしている作家の名前である。アイドルと作家を両立させる、稀け有うな才能と経歴の持ち主、それが秋月マキシなのだ。

　秋月マキシの人気は主に、中高生などの若年層を中心としたものである。全年齢層を万まん遍べんなく魅み了りようする秋山忍とは微妙に読者層が違うものの、作家としての人気は秋山忍に勝るとも劣おとらない。そのせいか、世せ間けんでは何かと比較されることの多い二人だった。

『何だ、秋月マキシの記事を読んでいたのか』

「はあ？　何で私が、こんな駄アイドルのことを気にしなければいけないのよ」

『え、違うの？』

　夏野は、何を言っているのか、というような顔をして反論する。

「当たり前でしょう。あんな露ろ出しゆつ狂きようの事なんか全然気にしてないわよ、気にする価値もないものね」

『……そうなの？　どう見ても新聞の内容に対しておむずかりモードでしたけど』

「ええ、そうよ。ただちょっと不ふ愉ゆ快かいだし邪魔だし目め障ざわりだから、いつか会う機会があった時の為に、脳内で相手をぶっ潰すプランをＡからＧまで練ねっていただけで」

『意識しまくりだな!?』

　しかも、完全に殺やる気だ!!

「そうね、何より大事なのは先手を打つこと、相手に反撃の隙すきを与えないことね。その為にはまずは三さん半はん規き管かんを潰すのが手っ取り早いわね。相手がこちらに気付く前に背後から羽は交がい絞じめにして、そのまま思いっきり振り回してやるの。相手がバターになるくらい回転して、平へい衡こう感かん覚かくを失ってフラフラになったところを、こう、ブスリと」

『何を刺した!?　今!!』

　もう完全に手慣れた忍者の仕し業わざなんですけど、お前は作家だよね!?　必殺仕事人とかじゃないよね？　絶対に二人を会わせちゃいけない！

「全く、うるさい犬ね。駄アイドルのことはどうでもいいでしょう。私が読んでいたのは、ほら、こっちの記事よ」

『……ん？』

　改めて夏野が見せてきた記事。地方版の紙面の端に、小さく書かれたその記事を、逆さ吊りになったままで読む。果たして、その内容は。




　──浅あさ野の台だいで集団昏こん倒とう事件発生!?




　という、ショッキングな見出しから始まっていた。

『集団昏倒事件だって!?』

　とんでもない大事件だ。こんな新聞の隅っこに載のせるような事件じゃないだろ。

『しかも浅野台って、すぐ近くじゃないか』

　浅野台と言えば、この新しん稲いな葉ばから電車で数駅の、俺が通っていた東ひがし川かわ高校もある街だ。そんな馴な染じみの場所で、集団昏倒なんて物ぶつ騒そうな事件が起きていたというのか。

　逆さのまま、記事の続きを読む。




　──集団昏倒事件が発生したのは、一月一六日のこと。Ｋ区浅野台のＴ工場跡あと地ちにて、複数の男女が床に倒れているのが発見された。




『……この日って、この前、浅野台に行った日付じゃなかったっけ？』

　夏野につきまとうストーカーを撃げき退たいする為、浅野台を訪れたのはついこの間のことだ。

　結局あのストーカー事件は、俺の元クラスメイトにして友人の大おお澤さわ映は見みが引き起こしたもので。俺と映見との再会と、そして夏野と映見との対決を経て、事件は一応の幕を閉じたのだった。

　あれは確かに、一月一六日の出来事。

『……つーか、このＴ工場跡地って、俺達が途と中ちゆうに通ったあの工場跡地だぞ』

「あら、そうなの。つまり私達は、事件が起こった現場付近を通っていたということね。犯人と鉢はち合あわせしていた可能性もあった、と。物騒な話ね」




　──偶然近くを通りかかった老ろう紳しん士しが事態を発見し、通報。被害者はすぐに近くの浅野台病院に搬はん送そうされた。被害者達は全身に鋭えい利りな刃物で斬きられたような斬り傷や擦すり傷きずが多数あったが、命に別状は無かったという。




『……その老紳士が、第一発見者ってことだな』

「老紳士とやら、どうしてそんなところを通りかかったのかしらね。工場跡地に用がある人間なんて、そうはいないでしょうに」

『まあ、確かに。待ち伏せでもしていない限りは、こんな辺へん鄙ぴな所には来ないな』

「それに、鋭利な刃物。恐らくはそれが凶器ね。擦り傷の方は、地面に倒れ込んだ時に出来たのかも知れない。つまり被害者は刃物で襲おそわれて、それで気を失うかなんかして、地面に倒れる結果になったのね」

『成なる程ほど、まるで実際に目の前で見て来たかのような意見だな』

「もっと褒ほめて良いわよ」

『いや別に、褒めている訳ではないんだけども……』




　──なお被害者達に共通して、赤や黒、そして銀色という色彩を視認した場合に極度の恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいる、という症状が確認されており、原因の解明が待たれる。現在もなお、周辺の住民には注意が呼びかけられている。




　そこで記事は終わっていた。

「ねえ、この事件、どう思う？」

『どう、ってのは？』

「それはもちろん、事件の犯人についてよ。私は、第一発見者の老紳士が怪しいと思うわ。黒、赤、銀色は犯人が身に着けていたものの色。きっと黒い服を着て、赤い洗面器を頭に載せたフルメタル老紳士が、工場内でフルーツバスケットをやっていた若者達に刃物で斬りかかったのよ。動機は恐らく『最近の若い者にムシャクシャしてやった』ってところね。これで間違いない。証明終了。Ｑ．Ｅ．Ｄ．」

　身振り手振りを交え、早口でまくしたてられた夏野の推すい理り。

　言っている内容もとにかくおかしいが、それ以上におかしいのは。




『え……いや、この事件の犯人って、夏野さんですよね？』




　その前提を、どうして無視するのかということだった。お前だろ犯人。

　夏野は俺の指し摘てきに対して、一瞬だけ表情を隠したが。しかしすぐに顔を上げ、ニヤリと口元を歪めて、卑ひ屈くつそうに笑う。

「……どうして、分かった？」

『むしろ分からない理由がないんだな、これが！』

　そんな、思いも寄らないタイミングで犯行を指摘された犯人みたいな演技をしなくてもいいんだよ。工場の名前が出た瞬間に、俺には真相が見えていたよ。

「バレてしまったら仕方がない」

『バレるも何も、ないんだよ』

「まさか、私の存在に辿たどり着つく奴がいるだなんて……！」

『いや、だから』

　辿り着かない方がどうかしている。俺は確かに見たのだ、複数の男女が折り重なって倒れている前で、魔王のように佇たたずむ夏野霧姫の姿を。

『だからさ、もう、諦あきらめたら？　逃げるのは無理だよこれはもう』

「何を言っているの？　ここでアナタを消してしまえば、それでもうこの事件は迷宮入りと、そういうことになるわね。のこのこと犯人の前に出て来るだなんて、まったくマヌケな犬だわ」

『いかん、こいつ証しよう拠こ隠いん滅めつするつもりだ！』

　だが俺の立てた策に漏もれはない！　平成の呉ご学がく人じんとは俺のことだ!!

『ふん、俺を甘く見るなよ！　この事件の真相は、円まど香か宛ての絵え葉は書がきに暗号文として仕込んであるのさ！　俺にもしものことがあったら、円香がすぐに通報するぞ！』

「あ、絵葉書ってこれのこと？」

『何で持ってるの!?』

　俺の計画が一瞬で瓦が解かいしました。それはもう見事に。

「いや、そもそも私に葉書を出すように頼んだんでしょう、犬じゃポストに届かないから。それで？　次はどんな手を打つつもりかしら？」

『もうないです。許してください』

　俺に軍師の才能は無かったらしい。

　もう服従の意を示して、ただ謝あやまることしか出来なかった。




『何だよ、随ずい分ぶんと熱心に読んでいるもんだから、一体どんな面白い記事なのかと期待したのにさ』

　浅野台で発生した集団昏倒事件。それは、東川高校に向かう道中、襲い掛かってきた暴ぼう徒とたちを、夏野がギッタンギッタンにした大だい騒そう動どうのことだ。心当たりがあるに決まっていますよね、犯人だもの。

「あら、随分な物言いね。私は暴ぼう漢かんが襲ってきたからやむなく手を出しただけで、やましいことなんて何にもないわ。正当防衛よ」

『どう考えてもやり過ぎでしたが』

　確かに、起こったことはその通りなのだけど。しかし夏野さんサイドの戦力が膨ぼう大だい過ぎて、いきなり巨大ロボで戦闘員に攻こう撃げきするかのような戦力差が生まれてしまったので、単なる虐ぎやく殺さつに近かった。

　そして、この新聞記事にある『老紳士』とは、恐らく大澤愁しゆう山ざんのことであろう。

　あの後、意識と正気を取り戻した大澤愁山が、警けい察さつか救急に通報したのだ。それがどんな経けい緯いを辿って集団昏倒事件になったのかは分からないが、警けい備び会社にも顔が利きくみたいだし、後あと始し末まつとして色々手配したのだろうか。事件の異様さに対して、やけに扱いの小さい記事であることも、大澤愁山の力が働いた結果なのかも知れない。

「まあ、元を辿れば可愛かわいい娘に至る事件だし、真相を隠しておきたかった、ってのもあるのかもね。あれで娘のことに関しては、マジメに考えているみたいだから」

『ボケ老人だけどな』

「ボケ老人だけどね」

　あの廃工場で『娘を頼む』と言った、大澤愁山の真剣な顔。

　そこに偽いつわりは無く、彼なりに全力を尽くした結果なのだろう。

　だから事件を無理やりに暴あばき立たてようとか、そういうつもりはこちらにもないのだった。結果的に真犯人の夏野に都つ合ごうの良い展開になっているけれど、この人はいったいどんな星の下に生まれているのだろうか。

「あら、私だって、後悔はしているのよ？」

『……へぇ、珍しいな』

「ええ。ちょっと、私にしてはらしくないミスをしちゃったからね」

　夏野が自分の行動を悔くやむとは珍しい。自信の塊かたまりみたいなこの人が、そんな後悔をするような失敗をしてしまったというのか。

「ええ。こんなことになるのなら、いっそ全てをリセットしてゼロにしてしまえば良かったわね。そうすれば映見に繋つながる糸も切れるし」

『危険思想!!』

　危険をぐつぐつ煮詰めたような思想をお持ちでいらっしゃる！

「大体、事件のあった場所を残してしまったのが良くないわね。あの廃工場ごとこの世から消し去ってしまえば、事件が表に出ることはなかったのだし。事件の舞ぶ台たいを消してしまえば、いかな名探偵といえども真相には辿り着けない、これこそが完全犯罪」

『……いや、犯罪ですからね？』

「そして後は、あのボケ爺じじいと、犬を消してしまえば、私の犯罪は完成される」

『逃げてボケ爺！　そして俺も！』

　冗じよう談だんとは分かっているのだが、しかし目が怖いんですよね。




「でも……どうしようかしら」

　夏野は片手を顎あごに当てて、何やら思し案あん顔がおをする。

「新聞に載ったりしたら、お姉ちゃんにはバレちゃうわね。また呼び出されるかも」

『お前、そんなにお姉ちゃんに怒られるのが嫌なの？』

「当たり前じゃない」

『……へえ』

　夏野といえども、家族には頭が上がらないという事だろうか。新聞を見ながら渋しぶい顔をしていたのも、お姉ちゃんに自分の所しよ業ぎようが伝わるのが嫌だったからなのか。

「だって、お姉ちゃんってば何かあるとすぐに『ハサ次郎を持ち歩くのを止めなさい』だなんて無茶を言ってくるんだもの」

『いや、それは無茶とかそういうことではなく、一般市民の一般的な一般要求だと思うんですけど、どうでしょうか？』

「それに『何で作家がハサミを持ち歩く必要があるの？』なんて変なことを言うのよ。酷いと思わない？」

『正論！　まごうこと無き正論だね！』

　凄すごいな夏野姉。この暴論妹を相手に正論とは。

「あら、正論がいつだって正解とは限らないのよ、ある者にとっての正しい答えが、他の誰かにとっても正しいとは限らない。正論とはあくまでも一つの文ぶん化か圏けんにおける共通認識なのであって、異文化交流の上ではむしろ妨さまたげとなる場合もあるの。だから正論ばかりを盲もう信しんするのは良くないわ」

『じゃあ法律違反って言いい換かえるよ！　お前法律違反だよ!!』

「でも、あんまりやり過ぎると、ハサ次郎を取り上げられちゃいそうなのよね。さすがにそれは困るわ」

『個人的には、今すぐに取り上げて頂きたいところだけど』

　しかし夏野といえど、お姉ちゃんに対しては弱いところがあるのが意外だった。てっきり家族の中でも傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振る舞っているとばかり思っていた。まあ、家族がハサミを振り回していたりしたら、それはもう全力で止めるのが普通だと思うけど。

「……包ほう丁ちよう」

『え？　何を言っているのかな夏野さん、俺の家族は真っ当な人間ばかりだから、包丁を振り回していたりしないよ』

　一体、誰のことを言っているのかな！

　心当たりがまるでないよ！




『でもさ、そんなに手放したくないってことは、そのハサミはそれだけ大事な物って事なんだよな？』

　夏野霧姫の持つ愛鋏。銘めいは『ハサ次郎』。

　ショットガンの銃身を切断したり、チェーンソーめいた化物包丁に真まっ向こうから立ち向かったり、挙あげ句くの果てには迫り来る弾丸を斬って捨てたりと、とにかく色々とおかしい正体不明のハサミである。きっと、材質はオリハルコンか、ヒヒイロカネ、ガンダニウム合金辺りに違いない。いずれにせよこの世の物とは思えない。世が世ならば伝説の武器として祭られるレベルだと思う。

「そうね。この子とは結構、長い付き合いになるもの」

　夏野は太もものホルスターに入った銀色のハサミを、愛いとおしそうに撫なでる。

『長い付き合いって、いつ頃から使っているんだ？』

「あら、気になる？」

『まあ……少しだけ』

　何しろ俺に毎日襲い掛かってくる凶器なのだ、少しは詳しくなっておいた方が良い。でないと俺の身が持たない。

「……じゃあ、ちょっとそこで待っていなさい。すぐに持って来てあげるから」

『え、何を？』

「私と、ハサ次郎の、長く険けわしい戦いの歴史よ」

　そう言い残し、夏野はリビングを出て行った。

　出来たら、ロープを外してから行って欲しかったけれど。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【ＭＥＫＡ部】……　若わか山やま芽実めぐみの著作。ある日地球を襲った宇宙機械漁師の大軍に対して戦いを挑いどんだ、地球防衛海かい鮮せん軍ぐんの物語。知力体力時の運を総動員してのジャンケン対決に挑む海鮮軍の姿は、バカバカしくも見逃せないものとなった。宇宙戦艦五万隻せきを用いた超巨大チョキが、敵のグーを貫つらぬく手に汗握る展開は男性読者の男の子心を存分に刺し激げきした。

【お仕置き・その12】……　対象の尻尾を摑つかみ、逆さ吊り状態で地面にぶつかるかぶつからないかギリギリの高さの上下運動を繰り返す。通称ひくいひくい。床スレスレのところまで下ろすのが基本テクニックだが、いっそぶつけてみるのもありかも知れない。






「はい、持って来たわよ」

　数分後、リビングに戻って来た夏野が手にしていたのは、何枚かの写真だった。

「どうしたの？　そんなマヌケな顔をしちゃって」

『いや……随分普通の物が出て来たな、と思って。写真かぁ』

　ロープを外してもらい、畳たたみの上に移動。目の前に広げられた写真を見る。

「一体、何が出て来ると思ったのよ」

『いや、戦いの歴史とか言われたから、もっと物騒なものが出て来るんだとばかり。敵将の首とか、耳で作った首飾りとか、天てん鱗りんとか、大宝玉とかそんな感じの物が』

　出て来たらもう、それは即通報ものの惨さん事じではありますが。

『他にも、敵を斬った回数を記した閻えん魔ま帳ちようとか、敵将の血でとられた魚ぎよ拓たくならぬ人じん拓たくとか、そんな感じのものが出て来ると身構えていたんだけど』

「何を言っているのよ。斬った回数なんて、わざわざ記録している訳ないじゃない」

『うん、まあ、そうだよね』

　いくら夏野でも、そこまでのことはしませんよね、俺反省。

「記録なんかしなくても、ちゃんと覚えているもの。このハサ次郎が、今まで何をどれだけ斬ってきたのかをね」

『そこまで以上のことだった!?』

「もちろん、全部ではないけど。大丈夫、アナタを切きり刻きざんだ回数だけは、きちんと覚えているから安心しなさい」

『安心する要素がまるでないな!!』

　それはつまり、俺の食らった被害の歴史ですから、決して楽しい数値ではありませんし。大体、覚えている理由も良く分からない。

「それはほら、互いに傷つけ合って人は成長していくものなのよ」

『いや、傷つけ合ってないだろ。俺が一方的に傷ついているんだから』

「ちなみに、今までの回数を聞きたい？」

『聞きたくない、聞きたくないよ！　きっととんでもない数になっているんだ、詳しく知りたくない!!』

「もう少しで、丁ちよう度ど斬りの……切りのいい数字になりそうだから、そうなったら特別に記念品を上げるわよ」

『いらない。あと、今の言い間違いは本当シャレにならない』

「そう言わずに、一万回記念を受け取りなさい。鉄だって斬れる小型ハサ次郎ストラップなんだけど」

『い　ち　ま　ん　か　い　!?』

　さらっと言いやがったなこの人!?

　何それ、そんな事になっているの!?

　記念品の内容もさることながら、回数にびっくりドッキリだ!!

　一日一〇回ペースとかじゃきかないよね!?　そんなに斬られて、良く俺は無事だったよね!?　普通の犬だったら今頃生きてはいないんじゃないかな!!　いや、ラオシャンロンやラヴィエンテだって、一万回斬られたら討とう伐ばつされるんじゃないですか？

「ん、ああ、違うわね」

　何かに気付いたような顔をして。

「ごめんなさい、回数が間違っていたようだわ」

『……そうだよね、いくらなんでも多過ぎたよね。おかしいと思ったんだ、夏野さんでもそこまではしないもんね、俺反省』

「〇を一つ間違っていたわ」

『うん、千回でも十分に多いと思うけど、それならばまあ、寛かん大だいな心で納なつ得とくしてやらんこともないか…………間違えていたって、〇が一つ多かったんだよね？　決して、決して、一つ少なかったんじゃないよね？』

「……まあ、記念品を楽しみにしておきなさい」

『答えてよ!!』

　本当に良く生きているよな俺。




　これ以上聞いてしまうと、精神的にログアウトしてしまいそうなので、話を進めることにする。広げられた写真を前足で示しながら、夏野に聞く。

『で、これは何の写真なんだ？』

「この前部屋の掃そう除じをしていたら、昔の写真が出て来たのよ」

『昔の写真？』

「ええ、私の子供の頃の写真。これを見れば、私がいつ頃からハサ次郎を持っていたかが分かるでしょう？」

『まあ、それはそうだけど……子供の頃から持っていたの？』

「それはもう」

　そんな子供は嫌だ。子供ならば子供らしく、お絵かき帳とか、絵本とか、自由帳とか、三国志とか、Ｏ・ヘンリー短編集とかを持っているべきだと思う。

「何よ、私の昔の写真なんか見たくないって言うの？」

『……別に、そういう訳じゃないけど』

　妙に真剣な様子で食らいついて来る夏野さん。別に見たくない訳ではないですが、何でそんなに迫ってくるんですか？

「ほ、ほら、それじゃあこっちに来なさい」

　夏野は、正座した自分の膝ひざをポンポンと叩く。

『まあ……いいけどさ』

　昔の自分の写真なんて、そんなに他人に見せたいものだろうか。




　夏野の膝の上に載せられて、写真の束たばと向かい合う。

「まずはこれ、ロリコン犬垂すい涎ぜんの一枚。ほら、興こう奮ふんしていいわよ」

『いやいやいやいや』

「あら、私のヌード写真を見ておきながら何の反応もしないなんて、アナタ本当についているの？　それとも去きよ勢せい済みなのかしら？」

『お前は何を言っているんだ』

　夏野が見せて来たのは、ピンクのベビーベッドに寝かしつけられた赤ん坊の写真。確かにヌードと言えばヌードだけど、これに反応したらもう色々な意味でアウトだよ。

　まあ、気になることはあるけれど。

　どうしても気になってしまうんだけれど。

『これさあ』

「何かしら」

『何で、赤ん坊の写真なのにハサミを持っているの？』

　そう、ベビー夏野さんの手には、しっかりとハサミが握られていたのだ。

　そんなものを赤ん坊に持たせてはいけないという常識は無いのか。

「ほら、欧米では子供が生まれた時に銀のハサミとか、そんな話があるじゃない」

『あれはスプーンだからな』

　ハサミを赤ん坊に持たせるとか、もう完全に危険人物を生み出すプロジェクトの一部ですよね。どんな初期教育してるんだよ。




「次は、私が幼稚園に入る前の写真ね」

　夏野は細い指先で写真の束を、一枚一枚大切そうにめくってみせる。

　やけに緊きん張ちようした面おも持もちで大きな一戸建ての前に立っている、まだ幼い夏野の写真。肩けん甲こう骨こつ辺りまで伸びた黒髪、赤みがかった大きな瞳に宿る力強い光と、不ふ思し議ぎと目を離せなくなるほどの迫力がある。今の夏野をそのまま縮ちぢめたような、そんな子供だった。

　そして、その手には。

『ハサミなんですね、やっぱり』

　本来ならば絵本なんかを持っているのが普通だろうに。しかし夏野が手にしているのはやはりハサミ。俺の身体からだにもお馴染みの、ハサ次郎だった。

　今よりも巨大に見えるのは、持ち主である夏野がまだ小さいからだろう。幼い女の子が手にするにはあまりにも武ぶ骨こつで禍まが々まがしい凶器なのだが、よくこんなものを持ちながらの撮さつ影えいが許可されたものだと思う。

　自らの過去を懐なつかしんでいるのだろうか、夏野は普段聞いたことのないような優しい声音で、写真にまつわるエピソードを静かに話し始めた。

　まあ、あんまり、興味は無いんですけど。

　だって、出て来る写真、どれもハサミが登場するんですもの。

「これは、幼稚園入園の時ね」

『ハサミ確認』

「こっちは、確か、近くの山へ遠足に行った時かしら」

『ハサミ確認』

「社会科見学か何かで警察署に行った時ね、これは」

『ハサミ確認』

　もうテロリストだろこいつ。

　幼く小さい夏野というレアなものを見られるのは、それなりに興味深いものなのに。ハサミから滲にじみ出でる恐怖感が、どうしても俺を捉とらえて放さないのだった。二次元存在の癖くせに、威い圧あつ感かんだけはばっちりなんだよ。

　つーか、ハサミを手にしていない写真がない。

　入園の写真から始まって、海水浴らしき写真にも、川遊びらしき写真にも、そして卒園式に至るまで、どの写真を見てもハサミが俺を見ているのだ。いつか次元の壁かべを越えて、このハサミが俺を刺しにくるような、そんなバカげた予感すらある。

『もう確認したくないよぉ……』

　だんだんと体が震え、弱気になって、ついでに眠くなって来た。脳がハサミの恐怖から逃れる為に睡眠を選択したのか、それとも足元から感じる夏野の体温が俺を眠りの世界にいざなおうとしているのか。まぶたがだんだん下がっていく。

　他者の手によってめくられる写真。

　頭上から聞こえる優しげな声。

　不意に、母上に絵本を読んで貰もらった時のような懐かしい感覚が蘇よみがえる。

　それはまるで、自分が幼児になったような感覚。

　温かな感情に全身を包まれるかのような感覚。

　意識はゆっくりと薄れて行き。

　母の温もりを思い出し。

　そのまま、溶けて行くような感覚を味わいながら。

「ほら、これなんか良く撮とれているわよね……って、聞いているの？」

『もげらっ!?』

　突然、枕まくらにしていた膝ががくんと下がって、俺の意識を引き戻した。

　目を開けて、真っ先に飛び込んでくるのはお怒り顔。

「私の貴き重ちような過去回想シーンを無視するとは、良い度ど胸きようじゃないの」

『シーンじゃないだろ……いや、ちゃんと、聞いておりましたとも』

「噓うそじゃないでしょうね」

『噓じゃないって、うん』

　俺の煮え切らない答えに、夏野は不ふ審しんそうな表情のまま。

「クイズ・マジカル夏野パワー・第一問。私が動物園で一番好きだった動物はなんでしょうか？」

　そんな風に、俺の噓をぶっ壊しに来た。

『……え、えーと』

　まずい。このまま下へ手たに沈黙を続ければ俺の危険が危ない。さりとて、正直に言ったところでどうにもならない。ならばここは、少ないヒントから正解を導みちびき出だす、その僅わずかな可能性に賭かけるしかないな。俺の破は滅めつ思考！　夏野の好きな動物は！

『………………………………カニ？』

「不正解」

『デスヨネー』

　もうどうしようもないね、この場合は。いよいよ夏野さんの顔が臨りん界かい点てんを突とつ破ぱしているので、もうごまかしきれない。正直に話そう。

『ごめんなさい、寝ていました』

「あら、随分正直に白状するじゃない」

『だ、だってさ、夏野さんの膝枕があまりにも気持ちよくて』

「……ひ、膝枕？」

　夏野は、目を見開いて妙な反応を見せる。

「そ、そう、そんなに私の膝枕は気持ちよかった、の？」

『それに、お前の声が妙に心地ここちよくて、思わず眠りに落ちそうになっちゃって』

「そ、それなら、まあ、許してあげるわ」

　ごまかすような声を上げて、次の写真を手に取る夏野。

「ほ、ほら、次の写真よ。早くこっちに来なさい！」

　ポンポンと、自らの膝を叩く夏野。その声は何か焦あせっているかのよう。その顔が妙に赤いのも気になる。

「つ、次はこの写真ね。良く撮れているわよね、さすが私」

　そう言って、夏野がめくった写真。それは。

『……小学校の入学式の写真か』

「あら正解。よく分かったわね、さすがは子供好き犬」

『誤解を招くような言い方しないで欲しいな!!　分かるも何も、後ろにそう書いてあるじゃないかよ』

　写真の奥に写っているのは、レンガ造りの校門。

　横の柱に立てかけられている看板には『杜もり王おう小学校　入学式』の文字。そしてその隣となり、写真の中央に写るのは四人の人物である。

　人を射抜くかのように強い目つきをした、スーツ姿の男性。

　気恥ずかしそうにはにかんでいる、セーラー服の小柄な少女。

　腕を組み、こちらを睨にらみ付つけている赤いランドセルの女の子。

　その女の子の肩に手をかけ、穏やかな笑顔を浮かべた女性。

　桜の舞い散る青空の下、それぞれの感情を浮かべた四人が並んでいる。それは、新たなる門かど出でと、そう名付けたくなる一枚の写真だった。

『……うーん』

　写真の中央に写った女の子は。背負った赤いランドセルが気に入らないのか、それとも、他に何か気に入らないことでもあったのか、やたらと不機嫌そうな表情を浮かべている。

　つーか、ガキのくせになんて目つきの悪さだよ。

「言うまでもないけれど、その目つきの悪いガキが私だからね」

『いやあ、利り発はつそうなお子さんですね！　目鼻立ちが爆発的に整っているし！　こんなに小さいのにもう才気が満みち溢あふれているもの！　これは将来、大物になるに違いないな、きっとそうだ!!』

「…………ふん、調子の良い犬だこと」

　夏野の手にした写真に、再度目を落とす。

『でも、小学校の入学式ってことは、この並んでいる人達って』

「ええ、私のお父さんとお母さん、それにお姉ちゃんよ」

『成程。これが、夏野家か』

　写真の中の、家族。

　一見して、一般的な家庭の構図に見えるのだが、しかし中央の女の子が夏野さんなのでもう怖いです。まあ、この写真に写っている全員が、言ってみれば夏野さんですが。つまり全員がやばい可能性もある。

「あら、うちの家族が気になるの？」

『……気になると言うか。ふーん、こうして見るとお前って父親似なんだな』

「そうね、よく言われるわ」

　写真の右端に写る長ちよう髪はつでスーツの男性、つまり夏野の父親。

　その赤みを帯びた瞳と、豊かな黒髪は、確かに夏野霧姫に良く似ている。服を着ていても分かる程の、鍛きたえ上あげられた肉体、そして見る者を射い殺ころすような視線の強さ。確かに、この父親にしてこの娘あり、といった印象を持つ。

『しかし、お前の父親って言うくらいだから、もっと凄いのを想像していたんだけど。思ったより、普通だなあ』

「あら、どんなのを想像していたの？」

『そうだな、例えば巨大なガレオン船を一発でぶった切るぐらいの大きなハサミを背負っているとかさ……』

「六〇点ね」

『何!?　今の点数何なの!?』

　まさか、さっきの想像に対する評価じゃないよね？　六〇点って、まさか六割はあってるって事なの？

「詳しく聞きたい？」

『…………ノーサンキューです』

　もう、この家族について踏み込まない方が良い気がしてきたよ。

　しかし、夏野は俺の逡しゆん巡じゆんに構うことなく、再度写真をこちらに向けてくる。

「それで、私の肩に手をかけているのがお母さんよ」

『……うん、普通に良い人そうだね』

　夏野が示したのは、穏やかな笑顔を浮かべた女性。その優しげな表情は、普段の夏野とは似ても似つかないが。しかし、ふとした瞬間に見せる夏野の表情に似ているような気がする、かも。




　しかし、確実に似ていない部分がある。

　それは、親子の繋がりすら否定するほどに。

「確かこの時は、お母さんにハサ次郎を取り上げられていたのよね。入学式だから、刃物の類たぐいは持つのを止めなさいって、だから私はこんなに不機嫌そうなんだわ」

『ああ』

「まあ、私だって良識はあるんだから、文句を言ったりはしないけれど」

『はあ』

「親の言う事をちゃんと聞く、素す直なおな子だったのよね」

『へえ』

「……それで、バカ犬」

『ほおォォォ!?』

　ぼんやりとしていた俺の視界が、突然上方へと引き上げられる。尻尾を摑まれて、そのまま逆さまに持ち上げられたのだ。

『な、何ですか、大人しく写真を見ていただけなのに、どうしてこんな仕打ちを!?』

「あらあらあら、何やら写真の中に、気になるところがあるみたいねえ。私の言葉に上の空になるぐらい、何がそんなに気になるのかしら。何か言いたいことでもあるの？　ハッキリ言ってくれないと分からないんだけど」

『いや、それは……』

　その理由を、決して言う訳にはいかない。何故なら理由を言った瞬間、俺が今受けている仕打ちを兆倍したほどのピンチが俺を襲うと決定しているからだ。

　しかし俺の視線は、意思に逆らって動いてしまう。

　家族を写した写真、その中の、夏野の母親へと。

　写真の中の夏野母は、非常に豊かで匂い立つような肉体をしている……などと、思わず官能小説風に変へん換かんしてしまう俺の脳ではあるのだけれど。

　つまるところ夏野母は〝持つ〟側の人間だった。

　ある。

　あるのだ。

　あの変態編集者程とは言わないが、一般女性の平均を大きく超えた、母性の象しよう徴ちようとなるべき物をお持ちなのだった。

『……なんて、残酷な』

　諸行無常を感じながら、俺の視線が写真から夏野の身体へと移る。視線の先にあったのは黒い絶ぜつ壁ぺき。どう考えてもこの母親からは生まれる筈はずのない、平坦なもの。遺い伝でん子しのいたずら、裏うら切ぎりの血脈。母親の豊満さは、娘に受うけ継つがれることはなかったらしい。

『夏野さんって……父親似だったんですね』

　そんな風にして、見てはいけない物を見てしまった罰ばつとして。

　気付いてはいけないことに気付いた罰として。

　夏野から放たれたのは、絶対零度の言葉。

「はい、辞じ世せいの句。一〇秒以内」

『いや、ちょっと、俺は今、ただ生命の残酷さについて考えていただけで、そんな』

「一〇。時間切れね」

『カウントダウンしてないよね!?』

　もう単なる死刑宣告じゃないですか！

　だったらもうひと思いにやってくれよ！　希望とか要いらないよ！

「言いたいことがあるのかしら。まあ、あっても聞かないけど」

『ま、待てよ、まだお姉ちゃんについて話を聞いていないよ！　お姉ちゃんの話がお前から聞きたいな、他人の家族の話に凄く興味のあるお年頃だからさ、だからこの手を離して!!』

「お姉ちゃんはお姉ちゃんであること以外にアイデンティティを持たないんだから、別に言うべきことはないわ」

『扱いが酷い！』

　姉にどんな恨うらみがあると言うんだ。何かあるだろ。

『いや、あの「夢ゆめ見みシリーズ」のモデルですし、現役の警けい部ぶ補ほなんだろ？　面白エピソードの一つや二つあるんでしょう!?　だからほら、その話をしようよ、こんな駄犬なんか放っておいてさぁ!!』

　俺の言葉に、夏野は遠い目をして。

「……お姉ちゃんは、お母さん似なのよね」

『うわぁ地じ雷らい踏んだ』

「そうね、ええ、だから父親似であるところの私は、やっぱり男らしく、力で解決をしないとねぇ。具体的には私に失礼な視線を向けている駄犬を、今すぐ男らしくぶちのめすことから始めようかしら、ねぇ!!」

『た、助けて国家権力!!』

　しかし警察に、お姉ちゃんに、俺の言葉が届くことはなかった。


　　　　　　　　



　あの後、何が起きたかについては、俺のトラウマ的な諸事情によって省はぶかせて頂きますが、結果的には夏野のハサミカウントが三〇回ほどプラスされ、俺の大事な物がいくつかマイナスされました。毛とか、尊そん厳げんとか。

「ふう、これで全部ね」

　グッタリと床に倒れ伏す俺の横で、夏野は何事も無かったかのように写真の束をまとめている。機嫌が回復しているように見えるのは、存分にハサミを振るったからだろうか。その分、俺の体力が消費されているんだけど。

「……それで、感想は？」

『感想？』

　夏野は写真をまとめながら、俺に質問を投げかけてくる。

「私の写真を見て、何か言う事は無かったの？」

『それは、お前への文句以外に、何かあると思うのか？　本当に？』

「た、例えば、こう、興奮したとか、ないの？」

『……はぁ？』

　何言ってんの、こいつ。

『興奮したのはハサミを元気よく振るっていたお前だし、俺はもう不思議と動く気も起きないほど冷静だよ』

　結局、あの写真の束を見て得た事実は、夏野が幼少期以前、赤ん坊の頃から既にハサミを手にしていた、という身も凍りつくような事実であった。生まれてすぐにハサミを手にし、そして今まで。それだけの長い期間、人生のほぼ全てをハサミと共に過ごして来たのか。うん、色々と言いたいことはあるけれど、言わぬが花というものだろう。

　しかし、そうなると一つの疑問が浮かぶ。

　そこまで、ハサミと共に生きて来たと、そう言うのなら。

『お前、そのハサミを手放したりしたら、一体どうなるんだ？』

「さあ、手放したことなんてないから、分からないわね」

『ないの……？』

　いや、その時点で夏野さん少し変よ。ハサミとは文房具である。いつも持っている方が変なんだよ。ホルスターに収めて持ち歩いていることこそがおかしいのだ。ハサミはペン立てにでも入れておくべきものだ。

　そして、言うまでもないが、ハサミは武器ではない。

　何でわざわざ言わなきゃならんのか分からないけれど、ハサミは武器ではないのだ。

　襲ってきた人間を排除する為に使ってはならないし、それで相手を昏倒状態とトラウマの複合症状に追い込んでもいけないし、そして飼い犬にお仕置きをする為に振るったりしてもいけないものなのだ。

　そんな常識を、どうも夏野は知らないらしい。だから常にハサミを持ち歩いて、武器として使用するだなんて非常識な真ま似ねをしているのだ。

　だったら。

　ここらで一つ、普通の人間に立ち返ってみたらどうだろうか。

　常識という奴を、思い出してみたらどうだろうか。

　今回の集団昏倒事件では、上う手まいことバレなかったから良かったようなものの、しかしこのままではいつかお姉ちゃんの手によってお縄なわとなる時が来る。いくらなんでも、身内同士でそんな悲しいことはさせられない。何より、夏野が捕まったら秋山忍の作品が読めなくなってしまうじゃないか。

　だから、不ふ肖しようこの駄犬から、一つ提案をしてみることにする。




『じゃあさ、一度そのハサミ、持ち歩くのを止めたらどうだ？』




　俺の何気ない言葉に、夏野は目を剝むいて。

「あらあら、急に何を言い出すのかしら、このエロ犬は」

『え、何その反応』

　今のどこにエロい要素があったの？

「私にとってハサ次郎とは、体の延長、そして鎧よろいも同じ存在なの。それを手放せだなんて、それは私に真っ裸でいろと言うのと同じことよ。なんていやらしい犬なのかしら」

『えええ……』

　お前はそんな大事な鎧で俺を斬り続けているって言うのか。

　じゃあ仕方がないよね、ハサミ持ち歩こうね、という気持ちに俺はなる……とでも思ったか？　そんな事はないんだよ。

　ここで退ひく訳にはいかない。

　必死で、夏野の説得にかかる。

『いや、別にずっと手放せとか、そういうことを言っているんじゃないんだ。だってお前、この先問題を起こしたりしたら、お姉ちゃんにハサミを取り上げられるって言っていたじゃないか。今回の事件を起こしている時点で、かなりやばいのに』

「それは……そうかもしれない、けど」

『そうなったらお前、それこそずっとハサミから離れることになるんだぞ、そんな事になったらマズイだろうが』

「まあ、そうね」

『だからさ、試しに一回ハサ次郎を封印してみようぜ！』

「……はぁ？　何でそうなるのよ」

『だって、お姉ちゃんがハサ次郎を取り上げようとしているのは、お前が無む闇やみにハサミを振り回すからだろう。なら一度ハサミを封印して、お前が自分のハサミを制せい御ぎよ出来るってことをお姉ちゃんにアピールすればいいんだ。それで上手く行けば、ずっとハサ次郎と一緒に居られるじゃん！』

　夏野は、一瞬だけ思案するような様子を見せ。

「……確かに、長期的に見れば、その方が良いかも知れないわね」

『そうだろ？　だからここは一つ、未来を見据えてみようじゃないか』

「何か引っかかるけど、分かったわ」

　俺の必死の説得に、夏野は不ふ承しよう不ぶ承しようといった感じで頷うなずいた。

『じゃあ、封印しようぜ！　封印！』

　善は急げ。善じゃなくても急げ。

「何をそんなにやる気になっているのよ」

『いやいや、思い立ったが吉日って言うだろ。こういうのは、すぐに実行に移した方がいいんだよ』

　俺の剣けん幕まくに、夏野はやや引いていたが。しかし一度自分で言ったことを曲げる気はないようで、ホルスターから外した銀色のハサミを、用意した金属製の箱へと入れる。箱と言うか、重そうな様子で引きずられてきたそれは、もうちょっとした金庫なのだけど。

『えっと、何それ。床がミシミシ言っているんですが』

「大事なハサ次郎を保管するのだから、それなりのものを使わないとね。何でも、空爆にも耐えられるほど頑がん丈じようなものらしいわ。どんな衝撃が襲って来ようとも、どんな危険に晒さらされようとも、中身を必ず守る小型金庫。その名も『ポータブルパンドラ』よ」

『希望が入っている気がしないな……』

　むしろとびっきりの絶望が収められることになるが。

　箱を閉め、付ふ属ぞくしていた太い鎖くさりで何重にも金庫を囲む。そしてこれまた頑丈な南なん京きん錠じようを三つ付けると、ハサ次郎は完全に封印された。

　夏野は神しん妙みような顔をして、箱に向けて手を合わせている。

「さようなら、ハサ次郎」

『いや、今こん生じようの別れって訳じゃないんだし、そんなマジにならなくても』

「戻って来たら、好きなだけ犬を斬ってもいいからね」

『よくないからね！』






《以下の単語が用語集に登録されました》

【今まで斬った回数】……　今まで斬った回数を覚えているので、たとえ突然吸血鬼に聞かれても問題ない。

【夏野一家の写真】……　夏野霧姫の小学校入学時の写真。夏野霧姫を中心に、若き日の夏野巧こう雪せつ、夏野姫ひめ乃の、夏野夢見の四人が並んで写っている。夏野が持ち出した写真の中でハサミが写っていない奇跡の一枚。






　夏野は、ハサ次郎を封印した金庫を重そうに、自らの寝室へと運んで行った。

　その後ろ姿を見て、内心に浮かぶのは笑み。

『……計画通り！』

　ハサ次郎の封印。

　それこそが、俺の真なる目的であったのだ。

　お姉ちゃんにハサ次郎を没ぼつ収しゆうされないように、というのは、ただの方便。ハサ次郎の行く末など、俺にとっては関係がない。重要なのは、ハサ次郎がこうして厳げん重じゆうに封印されるという、その事実のみ。

『駄だ目めだ……まだ笑うな』

　最初から、ハサ次郎の封印を解かせるつもりはない。

　一度封印してしまえばこっちのもの。後は何とか難なん癖くせをつけて、この封印を継続させるだけで良い。お姉ちゃんに取り上げられるかも知れない、という正当な理由があるのだから、夏野も強ごう引いんにハサミを持ち出したりはしないだろう。

　それはつまり、俺の安全が保障され続けるということだ。

　俺が得たいものは、あくまでも平穏な読書の日々。

　誰にも邪魔されず、本が読めればそれでいい。

　なのに、それをいつも邪魔するのは夏野のハサミ。俺が夏野から受ける被害の全ては、あのハサミに依よっている。つまり、こうしてハサミ自体を封印してしまえば、俺の読書が邪魔されることはなくなるのだ！

「…………うーん」

　開いた手を見つめ、疑問符を浮かべながら夏野がリビングへと戻ってきた。

「やっぱり、どうにも手持ち無ぶ沙さ汰たよね」

　夏野は、手放したばかりのハサミの感覚を確認するかのように、何度も右手を握ったり開いたりしている。

「何かが足りないって言うか。何だかピリッと来ないと言うか」

『そりゃ、赤ん坊の頃からずっと持っていたものだからな』

　手に馴染むほどハサミを持っていたという、その事実が驚きよう愕がくなのだけれど。

「何だか、身体の重心が狂って、真っ直ぐ歩けないような気すらするわね」

『猫かお前は』

　夏野は落ち着かない様子で、自らの左太ももをさすっている。しかし夏野の求めるハサミは、冷たい金庫の中に封印されたままで。

『本来人間ってのは、ハサミを常時手にしていたりはしないんだよ。これまでのお前がおかしかったんだ。これを機に、今までの自分を反省しろよ。いつまでも暴力装置じゃいられないだろ』

「……へえ」

　俺の言葉に、夏野の顔が剣けん呑のんなものへと変わる。

「誰が、暴力装置ですって!?」

　一いつ閃せん。

　夏野の右手が俺へと振るわれ。

　しかし、空くうを切った。

『……へ？』

　俺の身体は、なんともない。

　夏野に暴言を吐いたのに、無事だった。

「チッ」

　夏野は、右手を振るった体勢のまま、つまらなそうに舌打ちを一つ。

　いつもなら夏野の手に握られている筈のハサミが、今はない。俺を傷つけるハサミはもう、硬く暗い箱の底に沈んでしまったのだ。

　だからハサミの一閃が、俺に襲い掛かることは、ない。

「ふん、命拾いしたわね、犬」

　夏野は口を尖とがらせ、俺の方を恨みがましい目で見ている。

「せっかく犬を斬ろうと思ったのに、何だか、やる気が無くなっちゃったわ」

『そのやる気は永遠に消しとけ、な？』

「まあ、今のは聞かなかったことにしてあげるわ。私は執筆するから、邪魔するんじゃないわよ」

『ああ、邪魔なんかするかよ！　俺だって本を読むんだからさ！』

「……何がそんなに嬉うれしいのかしら。全く、調子狂うわね」

　なおも文句を口にしながら、夏野は執筆活動へと戻って行く。

　その姿を見送る俺の顔に、満面の笑みが浮かんでいたとして、誰がそれを責められるだろうか。夏野を怒らせ、しかし無事だったのだ。

　つまりこれは、俺の摑んだ勝利だ。

　これはもう、原付での日本縦断に匹ひつ敵てきする偉い業ぎようと言っても過か言ごんではない。

　夏野のハサミは封印され、そして俺の下には平穏が舞い降りた。これで、ようやく完全なる平穏、パーフェクトリーディングが訪れる。

　もう、読書を理り不ふ尽じんに中断されることはない。しおりの代わりにハサミが降ってきたりすることもない。読書時間が俺のお仕置きに使われることもない。あらゆる本を、後書きまで何事もなく読み進めることの出来る、それがつまり理想郷だ。

　自由。

　読書の自由が、ここに取り戻された。

『素晴らしい……ハッピーバースデイ!!』

　今日は記念日にしよう。俺が、俺の手の中に読書を取り戻した日、自由で理想的な読書が生まれた日なのだ。日本国は今日を祝日に指定すべき。

　未来は明るい。

　邪魔するものは何もない。

　目の前の本の塔に前足を伸ばす。手にした本は『君に会いたい、もしくはカピバラに会いたい』。いいね！

　それでは、読書を、始めよう。

　そうして始まろうとした俺のパーフェクトリーディングは。

「呼ばれて飛び出て、柊ひいらぎ鈴すず菜なですよぉ!!」

　狂気の叫び声と共に乱入した変態によって、一瞬の内に終わりを告げられたのだった。




　一難去ってまた一難。

　俺の思い描いていたユニバーサル読書ランドが、音を立てて崩くずれ去さって行く。

『帰れよ』

「秋山先生！　原稿を頂きに参りましたぁ！」

『帰れよぉ!!』

　折せつ角かく、恐怖のハサミが封印されて、静かなる読書を楽しもうとしていたのに、どうしてこいつが来るんだよ。

　来訪者の名前は柊鈴菜。秋山忍の担当編集者である。

　編集者としての業務を全まつとうしに来たのだろうが、基本的には夏野に酷い目に遭あわせてもらいに来たに違いなかった。むしろ、酷い目に遭うついでに仕事をしに来ているといった感じだろう。

　寝床から白い眼を向ける俺には目もくれず、変態こと柊鈴菜はふらふらとリビングに入り、へらへらと笑いながら、机に向かっている夏野へ近寄って行く。

「先生！　来ましたよぉ！」

「……そういや、今日来るんだったわね」

　夏野は手にしていた万年筆を置いて、鈴菜を見る。

「原稿を受け取りに来ました！」

「そんなに叫ばなくったって聞こえるわよ。うるさいわね」

「あ、原稿の前に一発痛いのをお願いします！　その後で原稿でノープロブレム！　むしろそっちの方がベター！」

『あいつは一体何を言っているんだ』

　自分の職業をレポート用紙に五〇〇回ほど書き取れよ。ちゃんと仕事しろよ。

「いつものやつで良いんです、今すぐにバシッとやって頂けたら、この先の仕事もきっと捗はかどりますよ！」

「だから、うるさいって言っているじゃない。少し黙りなさいよ、こっちは調子が出ないんだから」

「調子が出ない？　それはいけません先生。そんな時は、私めを一発ザクッとゴリッとやって気分転てん換かんしましょう、ね！　さあ、準備は万ばん端たんです！　いつでもカモン！」

「だから、うるさいって、言ってるでしょ!!」

　いつもの通りの変態っぷりを披ひ露ろうする変態に向かって。溜たまっていた夏野の不機嫌が、一気に噴ふん出しゆつした。

　一閃。

　夏野の右腕が、尋じん常じようではない速度で振るわれる。

　岩を砕き山を崩すその一撃は、鈴菜が望んでいた通りのもので。

　しかし、肝かん心じんのハサミは今、そこにはない。

　本来ならば鈴菜を両断していた筈の攻撃は、空を切った。

　来たる苦痛に目を輝かせ、笑顔を浮かべていた鈴菜は。

「あ、れ？」

　期待していた苦痛が来ないことに気付き、困こん惑わくの表情を浮かべる。

「……ふん」

　攻撃が不発した夏野はと言えば、手の中にハサミがないのが気にかかるのか。舌打ちをしながらブンブンと右手を振り回している。

「あの、先生？」

「何よ、だから調子が出ない……って、何よその顔は？」

　夏野の手にハサミが無い状態を見て、鈴菜は急に真顔になる。それは、これまで見たことのないほどの無表情な。平坦とでも呼ぶべき、感情のない顔だった。

「いつものハサミは、どうしたんですか？」

「封印したのよ」

「どうしてですか？」

「アナタには関係ないでしょう」

「どうしてですか？」

「いや、だから」

「どうしてですか？」

　問いかける鈴菜の顔は、一切変わることがない。ただ真顔のままで、同じ質問を繰くり返かえしている。その異様さには、さすがの夏野も引き気ぎ味みで。俺も思わず、近寄って助け舟を出してしまう。

『……あの、鈴菜さん？』

「どうしてですか？」

『いや、夏野にものっぴきならない事情があってさ。今日はちょっとハサミはお休みしてるんだよ』

「どうしてですか？」

　しかし鈴菜は変わらぬ顔のままで、夏野を一心に見つめて問い続ける。

「ど　う　し　て　で　す　か　？」

　なにこの人怖い。




　鈴菜に向けて、ハサミを封印した理由を説明する夏野。それは、普段の『こまけぇこたぁ良いんだよ』な夏野さんからは考えられないほどの丁てい寧ねいな説明だった。

　それを聞いて、鈴菜はようやく頷く。

「成程、そういう事ですか。分かりました」

「今日はハサミは封印したから、普通に仕事をしましょう。ほら、原稿は完成しているから、ちゃんと」

「……はい、先生。拝見させて頂きます」

　鈴菜は無表情のままで、夏野から手渡された原稿用紙を一枚一枚確認する。夏野も、無言で鈴菜の確認作業を見つめる。この部屋には似つかわしくない、厳おごそかともいえるような静せい謐ひつな雰ふん囲い気きがリビングを支配した。

　やがて、鈴菜は顔を上げ。

「はい、確かに。それでは、こちらは頂ちよう戴だいさせて頂きますね。お疲れ様でした。また次もよろしくお願いします。それと、これが資料用に所しよ望もうされていた本です。こちらに置いておきます。他に、何か御用はありますでしょうか？」

「!?」

『!?』

　鈴菜は、鞄かばんの中から数冊の本を取り出しちゃぶ台の上に置き。代わりに、夏野から受け取った原稿用紙を鞄にしまう。

　おかしい。

　鈴菜がまともだ。

　まともに仕事をし、まともな言葉をしゃべっている。見れば、いつものぐるぐる濁にごった瞳も今はまともで、いっそ澄んだ瞳と呼べるほど。憑つきものが落ちたかのようなスッキリとした表情を浮かべている。そんな顔、これまで見たことないんですけど。一般的な社会人としては多分、普通な表情なんでしょうけど、それを〝あの〟柊鈴菜が浮かべている姿は完全にホラーです。まとも過ぎて、おかしいんです。

「す、鈴菜、あのね」

「はい？　何か御用が？」

「いや……ない、けど」

「そうですか。おかしな先生ですね、ウフフフフ」

「!?」

『!?』

　何だその笑い方。お前の笑い方はもっと『アヒャヒャヒャヒャ』とか『アハハハハハハ』とかの狂気度盛りだくさんでＳＡＮ値ギリギリ仕様だったろうが。

「秋山先生、お仕事上がられたんですから少しは休まれて下さいね。休むのも仕事の内ですよ、せっかくだから旅行にでも行かれてはいかがですか？」

「え、ええ……」

「どこか興味のある場所があったらおっしゃって下さいね。諸々の手配は私の方でさせて頂きますから」

「そ、そうね、考えておくわ」

「では、失礼致しますね」

　鈴菜はニコリとした笑みを一つ浮かべると、背筋をピンと伸ばし、きびきびとした動作でリビングを出て行った。

　まさに敏びん腕わん編集者、といった鈴菜の様子が、しかし俺には名状しがたい魔物のように見える。いつもなら『殴なぐって貰うまで帰りません！』とか叫んだ挙句にベランダから突き落とされるのに。




　そうして鈴菜が去って、リビングに残されたのは俺と夏野と本と沈黙。

「……何か、恐ろしい物を見た気がするわね」

『奇き遇ぐうだな、俺もだ』

　鈴菜が真っ当な人間になった、それは喜ぶべき事なのに。

　むしろ連日連夜大宴会を開いても良いくらいに祝うべき事なのに。

「いつも、真面目まじめに仕事しなさいって言い聞かせてるけど、いざそれを実行されるとこんな事態に陥るのね。世の中には不思議な事があるものだわ」

『いや、仕事を真面目にやる、良いことじゃないか。真面目に仕事をする分には何も問題ない。これで良いじゃないか。確かにおかしいけどさ』

「……そうね、そういうことよね」

『……そうだ、そういうことだよ』

　夏野は何度も首を傾かしげながらも、机へと戻り。俺も、本の待つ寝床に戻る。

　まさか、ハサミを封印しただけで、これほど劇的な変化をもたらすとは想像もしなかった。先程の鈴菜の姿が、どうしても頭を離れない。まともになり過ぎて怖い。あの真っ白な存在にも何か名前を付けた方が良いのだろうか。以前の酔った夏野の例から考えるに『きれいな鈴菜』になるのか？　何で俺の周りこんなのばっかりなんだろう。通常時で汚い人が多過ぎるんだよね。

『……それにしても』

　鈴菜が真人間に戻るのならば何も文句はない筈なのに、妙に落ち着かないのは何故だろう。いつもとは違う鈴菜に、どこか座りの悪さを感じてしまうのは、俺がこの非常識空間に毒されてしまっているからだろうか。

『いいや、そんな事はない！　断じてない！』

　何を言っているんだ春海和人。違うだろ。鈴菜がまともになることは良いことだ。夏野のハサミを封印したことで鈴菜がまともになったと言うのなら一石二鳥、願ったり叶かなったりではないか。

　やっぱり、ハサミを封印した俺の考えは正しかったのだ。




「……あら？」

　と、ちゃぶ台に置かれた本を手に取った夏野が、疑問の声を上げた。

「一、二、三、やっぱり足りないわね」

『足りないって、何が？』

「資料用として鈴菜に頼んでおいた本が一冊足りないの。珍しい、忘れ物なんて滅めつ多たにしないのに。全く、気が緩ゆるんでいるわね」

　まさか、わざと忘れて酷い目に遭わされようと考えていたのではないだろうか。普段の鈴菜ならば、それくらいやりかねないが。

「まあ、急ぎ必要な訳じゃないから、別に良いんだけど」

『駄目だ！　絶対に駄目だ！』

　自分の作業に戻ろうとした夏野を、慌あわてて引ひき留とめる。

『何言ってんだお前。そんな、「一冊足りない」のを放置するなんて、死ぬ気か!?』

「……はぁ？」

『お前、ふと読みたくなった時、手元に本が無い絶望を知らない訳じゃないだろう。たかが一冊、されど一冊。本は全冊きちんと揃そろえておかないと、精神衛生上良くない。肉体的にも良くない。お前、そんな事したら頭がおかしくなって死ぬぞ！　よし、今すぐ買いに行こう！　本ほん田だ書店へＧＯ！』

「……色々理由を付けているけど、要は本を買いに行きたいだけじゃないの」

　そうとも言う。

「ま、良いわ。どうにも調子が出ないしね。さっきの鈴菜の言葉じゃないけど、確かに気分転換は必要だわ」

　珍しいことに、夏野も俺の外出に付き合ってくれるらしかった。俺の言うことを素直に聞いてくれるのも、これまた随分とレアな態度である。

『これは雨が降るな！』

「天気予報、今日は晴れだったけどね」

『まあ細かいことは気にすんな、元気に行こう。本屋に行こう！』

　一人と一匹、並んで部屋を出る。やはりハサミが無いのが落ち着かないのか、夏野は妙にソワソワしている。そんな夏野を導くように、意気揚よう々ようとマンションの廊ろう下かを歩く俺。うん、たまにはこういうのも悪くありませんね。

　そのままエレベーターで地上階に降り、勢いよくマンションの外に飛び出して。

　外は大雪だった。




『……………………はぁ？』

　見渡す限りの、銀世界。

　トンネルを越えるまでもない、外に出たら二秒で銀世界。

『え、何で？　さっきまで雪なんて降ってなかったですよね？』

　周りを見れば、家々も道路も、全て白く染まっている。どれほど凄すさまじい勢いで降り積もったのだろうか。これはもう完全に異常気象じゃないか。

『何があったんだよ。天気予報は晴れだったんじゃないのか？』

「今日一日、快晴だって言っていたわよ」

『じゃあ、何で……』

　そう嘆たん息そくして。

　ふと、脳のう裏りに芽め生ばえた仮説。

　これって、もしかして、夏野のハサミのせいじゃないのか。

　夏野がハサミを手放したから、こんな事になってしまったんじゃないのか。

　先ほどの鈴菜の一件だけではない。まさか天ですら、ハサミを持たない夏野に違和感を覚え、暴走したとでも言うのか。

『……いや、まさか、そんな』

　しかし思わず、横に立つ夏野を見てしまう。

「どうして私を見るのかしら白犬。何か言いたいことがあるの？」

『いや、言いたいことなんて全く無いですけど』

「じゃあ、早く行くわよ。こんなところでジッとしていたら寒くてしょうがないわ」

『お、おう……』

　別に、この人が降らせたと思っている訳じゃないけれど。

　でも、無関係でもないですよね。多分、きっと。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【君に会いたい、もしくはカピバラに会いたい】……　秋月マキシの著作。生死不明の恋人を捜す旅に出た女子高生が、途中で立ち寄った経営不振にあえぐ動物園の再生を手伝うこととなる物語。動物との触れ合いを通じて様々な経験をしていく女子高生と、常に彼女の周りを離れないカピバラ。いつしか、女子高生とカピバラは手を取り合い、資金集めの為に株式市場へと身を投じて行く。近々映画化予定。

【一冊足りない】……　春海和人曰いわく、臓ぞう器きが一個足りないのと同じくらいに大問題。






「そうなんです。何だか急に降ってきたんですよね」

　夏野のハサミと異常気象の関係について、僅かな疑念を抱きながら本田書店へと辿り着く。そこで俺達を迎えたのは、本田桜さくらの笑顔だった。

「はい、夏野さん。お探しなのはこちら『え、天ぷらそばにオリーブオイルですか？』ですね」

「ええ、それよ。ありがとう」

「いえいえ、こちらこそいつもありがとうございます」

　ピンクのエプロン。桜色のフレームの眼鏡めがね。伸ばした髪をポニーテールにまとめた本田桜は、夏野の所望した本をすぐに本棚の中から探しだし、テキパキとレジを打つ。正直、オッチャンではこうはいかない。

「弥生やよいも、この急な大雪で興奮しているみたいで。『パパと雪合戦する！』って言って、飛び出して行っちゃったんです。外にいませんでしたか？」

「ええ、いたわよ。楽しそうに雪玉を投げていたわ」

「そうですか。もう、お父さんったらお店番もしないで……」

「ここに来る途中でも、街中の人が雪だるまやかまくらを作ったりしていたけど。普通、雪が降ったら家の中に引きこもるものじゃないの？」

　夏野の問いに、桜は微笑を浮かべながら答える。

「そうですね。ここら辺はあまり雪が降る土地ではないですから。久しぶりの雪に皆はしゃいじゃってるんじゃないでしょうか。はい、どうぞ夏野さん。お買い上げありがとうございます」

「ありがとう。でもあれは、はしゃいじゃってるで済ませて良いものなのかしらね」

　桜から本を受け取りつつ、夏野は店の外を見る。本田書店のガラス扉の向こう、新稲葉には依然として雪が降り続けている。

「あの……ところで、夏野さん？」

「何かしら？」

「気のせいなら良いのですけど。何だか元気が無いように見えるんですが、ひょっとして何かあったんですか？」

　何事かを考えるようにして外の雪を見ていた夏野に、桜は上目づかいで問いかける。

「……別に、何もないわよ。どうして？」

「ご、ごめんなさい。あの、今日は何だか、いつもとちょっと違うような気がして。何かが足りないような気がしたんですけれど。あはは、気のせいですよね」

『……妙に鋭いことを言う奴だな』

　今日の夏野はハサミを持っていない。それだけだ。たったそれだけの筈なのに、桜ですら違和感を覚えるというのか。夏野とハサミって、どれだけ不可分の関係なんだよ。

「ねえクロ。ああは言っているけど、ご主人様やっぱり元気が無いみたいだから。今日はあんまり甘えちゃ駄目だよ？」

　桜は俺の目の前にしゃがみ込み、内ない緒しよ話ばなしをするようにこっそりと話しかけてくる。

「あれ、でも甘えた方が元気になっていいのかな？　どっちだろうね。クロはどっちだと思う？　夏野さんは、どっちの方が元気出るのかな？」

　俺の頭を優しく撫でる。桜の笑顔、生前何度も見た笑顔だ。相変わらず癒いやされます。甘えるとか、甘えないとかよりも、桜の笑顔だけで元気が出るというものだ。

「……この甘犬が」

　そんな俺達を見て、夏野はまたも不機嫌になる。書店の床がめりこまんばかりの勢いで踏みしめていますよ。これは俺に被害が及ぶ感じだ。




「ありがとうございましたー」

　桜の声を背中に聞きながら、帰路につく。

『いやぁ、しかし盛り上がってんな。凄く』

「本当に、何なのかしら……」

　ここまでの道中、幾度となく目にしたのは、雪の中で笑顔に溢れた新稲葉の住人達の姿。誰も彼もが、幸せいっぱいだという表情で、この突然の大雪を楽しんでいる。

　膝近くまで積もった雪に大喜びする子供達。

　わいわいと大声で笑いながらお互いに雪玉をぶつけ合う学生達。

　軒先にテーブルやイスを出し、雪見酒としゃれ込む大人達。

　街の皆に笑顔の花が咲いている。

　この新稲葉という街が、こんなにも美しく活気に溢れた場所であるということを、初めて実感した。見ているだけで、こちらの顔にも自然と笑みが浮かんでくる。

　俺、この街に住んでいて、本当に良かった。

　吹雪の中ではしゃぎまわる人々の中には、見知った顔もちらほらいる。

　まるで高名なスナイパーのように、正確無比に雪玉を投げまくる本田弥生。

　そんな弥生の弾幕を受け、雪ダルマのように埋うまりかけていたオッチャン。

　雪を溶かさんばかりの熱気を纏まとい、パンツ一丁でポージングを取る宗むな像かたさん。

　心なしか、より大きくなったアフロを抱えながら、満面の笑みで店番をするアフロ。

『良かった……アフロ、まだ笑えたんだな』

　通りすがりに見たアフロは笑顔のまま。あれだけ酷い目に遭わされ続けている夏野を見ても、笑顔を崩す事は無かった。ああ、良かった。本当に良かった。

　一面の銀世界。

　笑顔と笑顔がぶつかる。

　幸せを集めた、ここが理想郷だ。















「何なのよ、コレ」

　しかし、そんな笑顔が溢れる中、唯一不機嫌なのが夏野だった。雪も解けんばかりの黒いオーラを纏って、笑顔の街を不機嫌な顔で見つめている。

『何だよ、何が気に入らないんだよ』

「気に入らないっていうか、異常じゃない」

『……異常？』

「異常よ。笑顔はいい。突然の大雪を楽しむのもいい。でも、それって雪が止んだ後にやるものでしょ。今は吹雪よ。しかも何で吹雪が強くなると外に出てくる人が増えるのよ。ゾンビ映画みたいじゃない。はしゃいでるってレベルじゃないわよ」

『いや、そんな事言ったって』

「さっきの鈴菜のことといい、何だかおかしいわよね」

『まあ、それは確かに』

　新稲葉を襲った大雪、そして集団笑顔事件。

　住民の皆が浮かべる笑顔が、マンションで見た鈴菜の顔と重なる。まさかこれも、ハサミが失われたせいで起こった事態だというのか。

「いい加減気持ち悪いわ。それに寒いし、早く帰りましょう」

　俺の不安などお構いなしに、周囲を見て吐き捨てる夏野。雪の中、一点だけ浮いている黒い立ち姿。

　こんなにも、世界は平和なのに。

　こんなにも、人々は温かいのに。

　どうして俺の横にいるこの人だけは、般はん若にやのような顔をしているのだろうか。


　　　　　　　　



『結論。ハサミを封印して良かった！』




　夏野のマンションに帰るなり、開口一番にそう宣言する。

　こうなってはもう間違いがない。全ての状況が、俺の行ったハサミ封印計画を支し持じしている。

「何が良かったのよ。私はこんなに不満よ」

『お前だって見ただろ。あの、街の平和さを。人々の笑い声を。誰もが笑って暮らせる、あの光景を』

「私は不満で不機嫌で不幸だったわよ」

『でも、世界は幸せだった。みんなが楽しそうだった。大人も子供もお姉さんも、あのアフロだって、皆笑っていたんだ。吹雪の中で騒いでいるのは確かにおかしいけど、あの光景が気に入らないって、笑顔で満たされた街のきらめきが噓だって、お前はそんな事を言うのか』

「そこまでは……言わないけど」

　勢いを失った夏野に、畳たたみ掛かけるように言葉を重ねる。ここは勢いで押そう。

『お前がハサミを手放した途端に、こうなったんだよ。鈴菜の有り様を見た時には、俺も少し悩んだけれど。でも、あれだって良い傾向には違いないだろ。それとも元の、あのド変態の方が良いのか？』

「それはない」

『ないよな』

　即答だった。

『だからやっぱり、ハサミなんて無い方が良いんだよ。お前の手でハサミに別れを告げて、世界平和の為に邁まい進しんしよう』

「私と、ハサ次郎の絆きずなを、否定するつもりかしら」

『否定も何も、そのおかげで皆が幸せになるのなら、お前はもう涙を呑んで我が慢まんしろよ。お前たちの犠ぎ牲せいで、世界は救われるんだ。だから納得して、その程度のものだったとして、諦あきらめようぜ』

「誰かの犠牲の上に立つ未来を、私は未来とは呼ばない」

『…………カッコ良過ぎる！』

　何だろう、この主人公感溢れる会話。

　ここまでの台詞を聞けば、俺が仲間を犠牲にしてでも世界を救おうとする為い政せい者しやで、夏野がただ一人の犠牲者すら許せない勇者に聞こえるけれど。でも実際問題としては、ハサミ一つ封印するだけなんですよね。それで街が幸せに包まれるのなら、否定する理由がないでしょう。

『だから諦めろよ。大体、何なんだよあのハサミは。数え切れないほど俺が襲われているんだよ。お前は作家なんだから、万年筆だけ握っていればいいんだよ、深く考えるな。お前だって、今の状態の方が正常だって分かっただろう。お前のその薄い胸だって、それくらいはきちんと理解している筈だ！　進化の未来もないような平たい胸族のお前なんだから、ここらで先に進んでみよう！』

　まるで自分の身の安全を考えていないような暴言だけど。

　そこまで言えるのは、今の状況だから。

　だってハサミ、ないからね！

　今の俺に、攻撃される心配はまったくない！

「あらあらあら、さっきから聞いていれば、よくもまあそんな舐なめた口ばかりきけるものね。もう辞世の句を詠よむ時間すら与えないから、淡雪のように散りなさいッ!!」

　夏野が放つ一閃。

　怒り任せに腕を振るうも、ハサミは依然として封印されたまま。

　何も持たない手だけが、虚しくも空を切る。

　俺の元に、攻撃が来ることは、ない。

　傷つくことはない。

　俺の未来に、一点の曇くもりもない。

　これこそが、世界のあるべき姿なんだ。

　うん、俺が正しかった、俺の意見こそが世界に認められたんだ。

　これからは安定した素晴らしき読書ライフが、俺を待っている。

　好きなだけ本が読める！　夢色シャイニングデイズがそこにあるんだ！




　そんな風にして、自信を持って頷いた、俺の頭頂部。

　何かが高速で通過したかのような感覚と共に。

　数本の毛が、宙を舞った。

『…………へ？』

　すぐ目の前を、俺の毛がはらはらと舞い落ちる。

　その光景を、ただ茫ぼう然ぜんとしながら見つめる。

　これって、まさか。

『……斬られた、のか？』

　しかし、夏野は徒と手しゆのまま。ハサミの代わりの刃物も手にしていない。ただ、振り抜かれた夏野の手が、白い蒸気を立てていた。

　たった今、その手で俺を斬きり裂さいたと、そう言わんばかりに。

　今、確実に何かを成なし遂とげた夏野が、俺を真っ直ぐに見つめてくる。




「私とハサ次郎の絆を、その程度と言ったわね」




『い、いや、あの、夏野さん？』

　その背後に立ち上るオーラは何なんでしょうか。何も持っていないのに、どうして俺の頭の毛が斬られているのでしょうか。突然、野生のカマイタチでも出現したのでしょうか。

　絶望色に染まっていく視界の中。

　夏野は、静かに語り始めた。




「いいえ、確かにそう。私もハサ次郎を封印されて、それで諦めてしまったから、それは私がいけなかった。形あるものだけを信じ、そこにあるものを見失って、物事の本質を理解していなかった。確かに、私が悪かったわ」




「だけど、そんな事で、この絆は消えやしない。私に刻まれた生き様が、共に歩んだ道筋が、まだハサ次郎を手放すことを認めてはくれないの」




「ハサ次郎は常に、私と共にある。月がいつでもそこにあるように、繋いだ想いが、私から力を奪うばうことを許さない。たとえその刃を失くし、この手から離れたとしても、それでも私が、ハサ次郎が、ここまで育んできたものを疑ったりはしない！」




「だから、こうして、斬れるのよ」




　語り終えた夏野は、再び右腕を構える。

　その手には、刃物の類など何も握られていない。

　いないのに、しかし俺の眼は、そこにみなぎる力の存在を感知していた。幾度となく斬られ続けた身体が、その痛みを覚えているから。見えざる刃が、俺を両断するだけの威力を伴ともなってそこに存在していることを、はっきりと理解した。

　分かった。

　ハサミを封印すること、それは抜本的な解決にはならなかったのだ。

　いつか、夏野が足でハサミを操あやつっていたのを思い出す。夏野にとってハサミとは、手の延長であり、また手足の代わりでもある。だから、たとえその刃が存在しなくたって、斬るという現象をこうして起こすことが出来るのだ。何も持たずに、遠く離れた駄犬を斬り裂くことなど、朝飯前。

　あのハサミは、既に夏野の腕の一部で。

　夏野の腕は、既にハサミの一部なのだ。

　その現実は、俺にとって認めがたい一つの事実を物語っている。

　俺に残されたたった一つの事実。

　俺、もう、終わりだ。




「何も恐れない。何も疑わない。ただ信じて、この胸の刃を振るうだけよッ!!」




　言葉も高らかに。

　夏野の腕が、限界まで引き絞られ、そこから極大の刃が放たれようとして。




『ごめんなさい！！！！』




　その前に、俺の心が折れた。折れるしかなかった。

　完全に、俺の迫力負け。

　だってあれ、俺ごとリビングを真っ二つにしてしまいそうな迫力があったんだもの。

　もう一度、死にたくなんてないもんね。


　　　　　　　　



「おかえりなさい、ハサ次郎」

　封印が、解かれる。

　世界に凶器が解き放たれてしまうことを、ただ黙って見守るしかなかった。心を折ってしまった俺に、口出しをする権利は無い。

　鎖と金庫の縛いましめから解き放たれた凶器を、夏野は愛おしそうに撫でている。銀色の刃を笑いながら撫でている女性の姿って、それはもう軽く放送禁止レベルですね。

　金庫から出て来た、その禍々しき姿。

　ハサ次郎の帰還。

　それは俺にとって、再び戦火が訪れることを意味している。

　ただ、どっちにしろ最終的には斬られるのだから、凶器が見えていた方がいくらかマシなのだ。見えない斬ざん撃げきとか、あまりにも恐ろし過ぎるのです。これから斬られると、そう事前に分かるだけ、負担は軽いのだった。ほとんど違いは無いですけど、でもちょっとだけ楽なんですよ、ちょっとだけ。

　夏野は、数時間ぶりに取り戻したハサミを、嬉しそうに眺めている。

　うん、まだ数時間しか経たっていないんだね。俺の平和も、たったそれだけしか持たなかったということだ。三日天下どころではない。

　窓から外を見てみれば、雪はすっかり止んでいる。

　雲の切れ間からは光が差してきた。

　いつもの日常が、戻って来たのだ。

　日常ならば俺のやることも、変わらない。

　いつものように本を読もうじゃないか。

『じゃあ、そういうことデベヒャァ！』

　そう言い残して、読書に戻ろうとした俺の首を、何者かが後ろから摑む。

「このまま許されると、そう思っているの？」

　分かっている。この状況下で俺を捕まえようとする奴なんて一人しかいない。

　頭上から降るのは、雪の結晶よりも鋭く冷たい夏野の声。

「今日はまた随分と、私に暴言を吐いてくれたものよね。ハサ次郎が封印されたから、ちょっと調子に乗っちゃっただけなのよね？　でも安心して、こうしてハサ次郎は帰還したの。だから、いつもの奴をお見舞いしてあげられるわ」

『……あのぉ』

「今だったら最高の一撃を食らわせてあげる。ここまでコケにされた分を上乗せして、夏野霧姫とハサ次郎、その乾けん坤こん一いつ擲てきの攻撃を、いの一番に味わわせてあげるわ」

　そんな恐ろしい言葉も、懐かしく。

　振り返ってみれば、満面の笑みを浮かべた夏野が立っている。その手にはハサミ。うん、これがいつもの姿だね。日常って感じだよね。

　機嫌が良さそうですけど、俺を見逃したりはしてくれないのかな。

　その世界すら左右する慈悲深さで、どうにかならないのかな。

　ほら、俺も笑いたいんだよ。

『やっぱり、駄目かな？』

「駄　目　♪」

　夏野が良い笑顔で振りかぶるのは、もうすっかりお馴染みのハサ次郎。やあ久しぶりだね、俺を斬るんだね。これからもきっと長い付き合いになるから、出来るだけ痛くしないで欲しいな、って。

　しかし、そんな俺の願いを無視するかのような。

　部屋ごと真っ二つにしてしまいそうな、勢いをつけて。




　最後の一撃が、放たれた。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【ポータブルパンドラ】……　携けい帯たい性せいと耐久性の両立を目指して製作された、超硬度小型金庫。持ち運べるサイズながらその強度は空爆にも耐え、深海の水圧にも平気だという。キャッチコピーは『箱にあるものは希望？　絶望？』

【え、天ぷらそばにオリーブオイルですか？】……　久く保ぼ修しゆう記き郎ろうの著作。立ち食いそば業界でＮｏ．１のシェアを誇ほこる『天山』本店の店長を二〇年務めた久保が、退職後に執筆した立ち食いそばのレシピ本。メニューごとに挿そう入にゆうされる回想シーン、個性的な客と久保とのやり取りが評判を呼び、現在の立ち食いそばブームの火付け役となった。


















　　　三月　一五日






　右前足を伸ばして本を閉じる。目にも眩まぶしい、薄紅色の表紙。

『……ふう』

　溜ため息いきを一つ吐つき、たった今読み終えたハードカバー『ジョナサン故郷へ帰る』の余よ韻いんに浸ひたる。面おも白しろかった。読み終えたばかりの俺の胸には、湧わき上あがる本愛が溢あふれかえっている。ああ、読書って本当にいいものですね。

『さて、と』

　顔を上げる。目の前にはフローリングの床と、積まれた本の塔とう。部屋の中央には二畳分の畳たたみとちゃぶ台。背後には本棚の群れ。いつもの、夏なつ野の宅のリビングの光景である。

『じゃあ続けて「ジョナサンリベンジ」を……』

　両前足を駆く使しして、読み終わったばかりの『ジョナサン』を寝床から外に出して。積まれた本の山の中から新たな『ジョナサン』を引っ張り込む。準備は万ばん端たん、さあ読もう。

　そう、気合を入れて本の世界に飛び込もうとしたところで。

「先生!!　お邪じや魔まします!!」

　変態が現れた。

　大きな音を立てて扉を開き、大きな声を上げながらリビングに入ってきた変態。ご存知、ドＭ編集者の柊ひいらぎ鈴すず菜なさんです。

「だから、ここは……そうね、成なる程ほど……」

　しかし、対変態用最終兵器の我が飼い主、夏野霧きり姫ひめは、何か真剣に話し込んでいるようで、とても話しかけづらい雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。

「あ、あれ先生？　来ましたよー。アナタの忠実な僕しもべですよー？」

　話に熱中している夏野は、変態の登場に気づいていないらしい。鈴菜は夏野が反応を示さないことに戸と惑まどっているようで、所在なさげに佇たたずんでいる。

『うん、よし』

　夏野が気づかないんならしょうがない。俺も積極的に無視……いや気づかなかったということにしておこう。ドＭの鈴菜のことだ、どうせ放っておけば『ああ、放置プレイですねぇ。素す敵てきですぅ』とか言って大喜びするに違いないし。

　まあ、俺には関係ない。読書しよう、そうしよう。

「……ちょっと良いですかぁ？」

『おうわぁッ!?』

　再度本の世界に飛び込もうとした瞬間、俺と本の間の僅わずかな隙すき間まに鈴菜の顔がニュッと現れた。

「聞きたいことがあるんですけども」

『きゅ、急に現れんなよ！』

　ビックリし過ぎて心しん臓ぞうが痛い。

　俺と目線を合わせる為なのか、鈴菜はブリッジをした低い姿勢から顔だけをこちらに向けて無理矢理俺を見上げている。悪霊にでも取とり憑つかれているかのような恰かつ好こうだ。

「……聞きたいことがあるのですが」

　正直、話したくはない相手だ。相性が悪いというのもあるが、変態の相手をすると変態が伝う染つる。しかし、鈴菜が俺に向けてくる瞳ひとみは妙に真剣なもので。もし無視しようものなら、このままの体勢で迫って来そうでマジ怖い。俺にはエクソシストの能力は無いのでそんな悪霊に追いかけられるような事態はご勘かん弁べんです。仕方がないので、少しだけ相手をしてやることにする。

「……聞いてますかぁ？」

『ああ、聞いてるよ変態。何だよ、聞きたいことって変態』

「あの女は、一体誰ですか？」

　俺の変態宣告を軽く無視しながら鈴菜が問いかけて来る。その視線は、リビングの中央、そこにあるちゃぶ台の方へと向いていて。

『あの女って……あれは夏野だろ？』

　鈴菜の視線の先にいる人物はまぎれもなく我等がドＳ大魔王こと夏野霧姫。またの名を大人気作家の秋あき山やま忍しのぶである。鈴菜にとってもお馴な染じみの相手だと思うんだけど、まさか忘れちゃったの？　忘れるほどに強い刺し激げきを脳に受けたのかな？　じゃあ俺のことまでついでに忘れてくんないかな。

「違いますよぉ！　秋山先生ではなくもう一人の方！　秋山先生の向かいに座っているショートカットの女子高生みたいなのは、一体誰なんですかぁ!?」

『ああ、そっちか』

「そっちです！　あの娘です！」

　ってか何だよ女子高生みたいなのって。いいだろ普通に女子高生でさ。正しよう真しん正しよう銘めいの現役女子高生なんだから。

『あいつは映は見み。大おお澤さわ映見だよ』

　東ひがし川かわ高校の女子制服に身を包み、少年のように短いショートカットに髪かみ留どめ、細いフレームの眼鏡めがねをかけている少女。現在、映見はちゃぶ台の上に原稿用紙を広げ、真剣な様子で夏野と何事かを話している。

「大澤映見!?　それは一体何者ですか!?」

　鈴菜は不安定な体勢から無理矢理勢いをつけて立ち上がり、その勢いのまま俺の顔に肉にく薄はくしてくる。目が怖いし鼻息が荒いし変態だ。

『何者かって言われても、なぁ……』

　どう答えろって言うんだよその質問。何者かって聞かれて即座に答えられる人間なんてそういねえよ。普通そんなにキャラ立っていません。そりゃお前は『何者ですか？』『ドＭです！』のやり取りが刹せつ那なの間に可能だからいいだろうけど。映見は俺が生きてた頃の元クラスメイトで友人だ。まあ、一つ付け加えるなら。

『つーか、お前知らないのかよ。あいつは作』

「やっぱりいいです！　正体が何者でも構いません！」

　鈴菜は俺の言葉を遮さえぎるようにして手の平をこちらに向けると、声を荒らげて次の質問を投げかけてくる。

「そんなことよりもっと大事なことがあります！　あの娘は、いつから秋山先生と一緒にいるんですか!?　何時何分何秒地球が何回回った時から!?」

『はぁ？　ちょっと落ち着けよ変態』

「いいから！　早く教えて下さい！」

『えーと、確か……かれこれ二時間前ぐらいからかな』

「二時間ですって!?　そ、そんな長い間!!」

『別に長い間って程でもないだろ』

「な、何てバカなことを……」

　鈴菜の顔が驚きよう愕がくから絶望に変わった。

「こ、こうしちゃいられません。一刻も早く秋山先生とあの娘を引き離さないと！」

『おいおい、何か話し込んでいるみたいだから、放っておいてやれよ』

　邪魔したらハサミで上下に割断されるよ？　それでも構わないんだったらいいけど。

「な、何を悠ゆう長ちようなことを！　分からないんですか？　あの状態が先生にとってどれだけ危険なのか！」

　音が聞こえそうな勢いで二人の方を指さす鈴菜。しかし、夏野と映見はと言えば、さっきと変わらず話し込んでいる。そこには危険な雰囲気など微み塵じんも感じられない。

『あれの、何が危険なんだ？』

「分かりませんか!?　問題なのはあの娘です!!」

『だから、何がだよ。分からねえよ』




「あの娘からは、極めて強力な苛いじめてオーラが発せられているんですよぉ!!」




『…………はぁ？』

　何言ってんだこいつ。

「あんな強力な苛めてオーラ、見たことがありません！　あれは極めて純度の高い天然物のオーラ、長時間浴びせられたら、秋山先生は無意識のうちにあの娘を苛めてしまうに決まってます！　先生の苛めは私だけの物なのに！　そ、そうか、あの娘は私から秋山先生を奪うばい取とろうとしているんですね！　そんなことは許せません、先生の下僕は私だけで十分ですよぉ!!」

『……駄だ目めだこいつ、早く何とかしないと』

「ほ、ほら見て下さい！　あんなに瞳をウルウルさせて！　あれは秋山先生の嗜し虐ぎやく心しんを煽あおる危険な瞳ですよぉ！」

『いや、いつもあんな感じだと思うけど』

　呆あきれ果はてる俺の視線にも気づかずに、鈴菜はハンカチでも嚙かみ締しめそうな勢いで顔を歪ゆがめ、二人を見つめている。嫉しつ妬とオーラ全開である。

「くっ、作戦は一刻を争います！　さぁ行きますよ！　早く秋山先生をあのオーラから救い出さなくては！」

『へーそうだね、勝手にやれば？　俺は読書の時間だし。その無意味にデカい胸が邪魔だから、あっちに行けよ変態。さーて、読書読書っと』

「な、何を言ってるんですか！　秋山先生が心配じゃないんですか！　同じ秋山先生から虐しいたげられる同志でしょう！」

『同志ではない。断じて』

　お前の性せい癖へきに俺を巻き込むなよ。

「くっ、しょうがない。今は言い争いをしている場合じゃありません！　アナタはそこで本でも読んでいればいいです！　私一人でも先生を救ってみせます！」

　鈴菜はそう言い放ち、夏野と映見のいる方へと一歩踏み出す。

　握った拳こぶしには意志を込め。

　踏み出した足には意思を込める。

　そして一歩、また一歩と、前へと進んでいく。

　その背中は、自らが守るべき者を決めた漢おとこの見せる背中だった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【ジョナサン故郷へ帰る】……　ジョン・サンダース著、舟ふな木き南みな美み訳。息子のモンブランの病やまいを治す為、決別した父が待つ故郷へと帰ることを決意するジョナサン。しかし故郷に帰ってきたジョナサンが目にしたのは、変わり果てた父と、シャッターが軒並み閉まった商店街の姿であった。『ジョナサン』シリーズ第四作。果たしてジョナサンの江戸っ子気質かたぎは過か疎そ化かした地元商店街を救えるのか。

【苛めてオーラ】……　『私は苛められると悦よろこびますよ』もしくは『私を苛めるとアナタは気持ち良くなれますよ』という信号をまき散らすある種のフェロモン。鈴菜の所属する教団Ｍではこのオーラについて日々研究が行われているが、現段階では子犬系年下キャラに所有者が多いという事しか分かっていない。






「こ、この泥棒猫め！　先生から離れなさい!!」

「えっ、だ、誰ですか？　な、何でそんなに睨にらんで来くるんですか？」

　カリカリカリカリカリカリ。

「や、止やめなさい！　そんな瞳で私を見るな！　目じりに涙を溜めるんじゃない！」

「ご、ごめんなさい！　何か気に障さわるような事をしたのならごめんなさい！　不ふ興きようを買ったならごめんなさい！　ごめんなさいばかりでごめんなさい！」

　カリカリカリカリカリカリ。

「くっ、何ですかこのすさまじい苛めてオーラの量!?　こんな物、普通の人間が発することが出来るはずが……ハッ、まさかアナタは伝説の……」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

　カリカリカリカリカリカリ。















『わぁ地じ獄ごく絵え図ず』

　映見のことを教えた手前、一応は様子を見守ってやろうとした結果がこれだ。

　夏野を救うと言い放ち、二人の下に向かった鈴菜は、映見の突然のマシンガン謝罪に戸惑い。対する映見は、鈴菜の剣けん幕まくに押されてただひたすらに謝り続けている。もう収拾がつかなくなっています。

　そして、そんな二人を止められる唯一の人物はといえば。

　カリカリカリカリカリカリ。

　夏野さんは、二人のやり取りを完全に無視して、一心不乱に万年筆を走らせている。何を書いているんだろうか。原稿用紙じゃないようにも見えるけれど。

「くっ、私まで惑まどわそうとしても無む駄だです！」

　鈴菜は弾かれたように後退し、映見から距離を取る。

「教団Ｍの正規メンバーの名前は伊だ達てじゃありません。こういった場合の対処法も、当然考えてあるんですよ！」

　そう叫ぶと、映見の目の前にあるちゃぶ台の端に手をかけ。

「必殺、ちゃぶ台返し！」

　そのまま、思いっきりひっくり返した。

　空中を舞ったちゃぶ台は、次の瞬間、机の上に載のっていたものごと派は手でに落下する。

「ひぃっ！　ごめんなさいごめんなさい！」

　そんな鈴菜の変態行動に映見は一瞬息を呑むと更に身を縮ちぢこまらせ、必死の形ぎよう相そうで謝罪し続ける。

「そう、これがアナタ達、天然の苛めてオーラの所有者の弱点です！」

　映見を指さし、自信満々に言い放つ鈴菜。

「良いですか、アナタ達天然モノは、ずばり状況の変化に弱いんです！　たかがちゃぶ台をひっくり返したというだけで、アナタはそちらに意識を奪われてしまい、周囲へのオーラの放出が弱くなった。その程度、恐れるに足りません。所しよ詮せんはドＭとしての意識が足りないんですよ！」

『……そろそろ強制入院とかさせた方がいいのかなぁ』

　多分、もう駄目なんだろうな、こいつの脳。まだ若いだろうに。

　鈴菜がひっくり返したちゃぶ台は、畳の上で転がっている。幸い、上には紙しか載っていなかったようで、大した被害にはならなかった。とは言え、その載っていた紙が辺りに派手に散乱して、見るも無残な状態になっているが。

　……紙？

　それって、もしかして。

　俺の抱いた危き惧ぐ、しかし鈴菜はなおも変わらない。

「持って生まれた才能にあぐらをかいているようなアナタ達には負けませんよ！」

　そう、映見を指さしたまま勝利宣言をする鈴菜に。




「……そう、じゃあ持って生まれた才能ごと、全滅させてあげようかしらね」




　その紙の主の怒りが、これから降り注ぐ結果になった。

　顔を上げると、鈴菜の後方に殺気の塊かたまりが顕けん現げんしていた。ウェーブのかかった長い黒髪。上から下まで黒一色の服装。人間の負ふの部分を煮詰めて固めたような、どす黒いオーラを放つ魔王じみた女。つまりは夏野霧姫が、そこにいた。

「随ずい分ぶんと、舐なめた真ま似ねをしてくれるじゃないの」

　鈴菜の手により行われたちゃぶ台返し。それにより、ちゃぶ台の上に置かれていた紙も畳の上に無残に散らばってしまっている。その中には、もちろん夏野が熱心に何かを書いていた紙も含まれているのだ。これはまあ、怒りますよね。

「ねぇ、何で黙っているの？　何か言ったら？」

　夏野は両腕を伸ばし、身体からだを預けるようにして鈴菜の首元へと絡みつく。

「こ、これは違うんです。そ、そうです、実は先生を救おうと思って！」

　すぐ耳元で囁ささやかれる夏野の言葉に、鈴菜は怯おびえた様子を見せながら答える。っていうか、怯え半分、期待半分って顔をしているのが色々と手遅れだが。

「そう、私を救おうと思ったのね？」

「は、はいそうなんです！」

「そう、私を救うと、ね。ふふ、うふふふふふ」

「あ、あははははははは」

「……それが、アナタの最期の言葉でいいのね？」

「え」

　鈴菜の頭を両腕で摑つかみ、そのままゆっくりと回転させる夏野。頭を摑んだまま、その腕を下方へと引き下ろす。同時に、勢い付けて跳ね上げられた夏野の膝ひざ。結果、鈴菜の頭と夏野の膝がタイミングばっちりで激突した。

　リビングの中に、骨と骨がぶつかり合う軋きしんだ音が響く。

　次いで、鈴菜の身体が床に倒れ込む音。完全にカウンターの勢いで入った夏野の膝ひざ蹴げり、さすがの鈴菜といえども耐えることは出来なかったのだ。

　悪は潰ついえた。




「ねえ読犬、何があったの？　この女、急にちゃぶ台をひっくり返してきたんだけど」

　長い脚で鈴菜の屍しかばねを踏みつけながら、こちらに問いかけてくる夏野。たった今、一人の変態を床に沈めたことによる動揺など、まるでない。

『別に、何もないよ。ただいつもの鈴菜だっただけだ』

「そう、いつもの鈴菜だったのね。じゃあ、しょうがないわね」

　これで話が通じるのがまずおかしいんだけど。鈴菜は意識を失いながらも夏野に踏まれて恍こう惚こつの表情を浮かべているのが更におかしい。

「……せ、先せん輩ぱい、この人は？」

　鈴菜に迫られた体勢のまま、恐る恐る声を出す映見。細いフレームの眼鏡の奥の瞳には涙が浮かんでいる。うん、驚おどろいたんだね。そりゃ急にあんなのが現れて、しかも大魔王の処刑とか見せられたら誰でも驚くよね。もう一生残るトラウマレベルですよ。

「別に、気にしなくていいわよ。ただの変態だから」

「へ、変態!?」

「しかも一八歳未満は接触禁止な変態。もし接触したら一〇秒以内に接触した箇所を切り落とさないと大変なことになるわ、くれぐれも触れられないように気をつけなさい」

　おいおい噓うそを教えるなよ。

「は、はい、気をつけます」

　おいおい信じるなよ。

　映見の奴、こんなんじゃ詐さ欺ぎ師しにでも騙だまされるんじゃないだろうか。繁はん華か街がいを歩く時は保護者の方とご一緒にどうぞ。でも、こいつの父親もアレだもんなあ。ままならないものだよな、人生。

　呆れた表情を浮かべていると、視線に気づいた映見がこちらに反応した。

「あ、あれ、和かず人ひと君、何で、そんな目で私を見てるの？」

『あ、いや……』

　人生の無情を感じていたなんて言えない。

　ほんのり映見の将来に対して悲観的になっていたなんて言えない。

　しかし、俺が反論する前に、映見は一歩後ずさり。

「そ、そうか。そう、なんだ」

『え？』

「私の存在が目障りなんだね！　ごめんなさい、長居しちゃってごめんなさい！　和人君の領りよう域いきにズカズカと勝手に入り込んでごめんなさい！　待っててね、すぐに、すぐにいなくなるから！」

　そう言うと、映見は懐ふところから万年筆を取り出して自らの首筋にあててみせる。

『止めろ！』

「肉体は後でいなくなるとして、まずは命から先にいなくなるから！」

　何だよそのエクストリーム退室。

「大丈夫、五秒でいなくなるから！　ほら、五、四、三……」

『数えるなぁ!!』

　映見には、俺の制止の言葉は届かない。ミニチュアダックスフンドの肉体で二回目の生涯を満まん喫きつしている俺の言葉が通じる相手は、そこに倒れている変態こと柊鈴菜と。

「……何を物ぶつ騒そうなことやっているのよ」

　我が飼い主の、夏野霧姫だけなのだ。

「せ、先輩」

「危ないわね。万年筆は文字を書くもの、首筋にあてるものではないわよ？」

「で、でも和人君が『さっさとこの部屋から出てけグヘヘヘヘ』って顔しながら私を見てたんです！　だから私、早く出て行こうと思って！」

『俺、そんな笑い方したこと無いよね!?』

　何、俺ってお前の中でそんな蛮ばん族ぞくの頭とう領りようみたいなキャラだったの？　結構、いや、かなりショックなんですけど。

「大丈夫よ映見、この犬はそんな事は言ってないわ」

「ほ、本当ですか？」

「本当よ」

　良かった。夏野さん、言ってやって下さいよ。俺は映見の将来を心配に思ってただけだって言ってやっちゃって下さいよ。

「この犬はね、『映見、お前着やせするタイプだよな、脱いだら実は結構あるだろ』って言ってたのよ」

『ねつ造された!?』

「この色情犬!!」

『何勝手なこと言って勝手にキレてるの!?　そんな事微塵も言ってないよね？』

「……か、和人君、本当に、そんなこと、考えてたの？」

　見ろ、映見の奴完全に信じちゃってるじゃねえか！

「ええ、本当よ。ちなみに今は『ちょっとおじさんに何カップあるのか教えてごらん』なんて言ってるわ」

『ちょっと黙ってろこのセクハラバサミ!!』

　本当に俺の言葉聞こえているんですか？　『夏野さん、実は完全に適当なノリだけで話している説』がにわかに浮上して来ましたよ？

「いや、でも実際のところ私の見立てでは、この娘は結構着やせするタイプだと思うのよね。多分、恐らく、ひょっとしたら、私よりも……くっ」

『途と中ちゆうで凹むなら言うなよ！』

「ああ？　誰の胸が凹んでるですって？」

『今のはバッチリと聞こえてるんだよね！　おかしいよね！』

　もう何が何だか分からない！

　しかし、俺がこれから酷ひどい目に遭あうことだけははっきりと理わ解かる！

「良い覚悟ね歯を食いしばりなさいオシオキの時間よ」

『暴力反対!!　暴力反対!!』

　夏野が右手で俺を持ち上げる。先程、変態を葬ほうむった腕だ。

　そのまま、処刑が執行されて。

「…………あ、あの、わ、わわ、私は」

『え、何だって？　…………ぁ』

　映見の消え入りそうな声が聞こえるのと、俺の意識が刈り取られるのがほぼ同時。映見の奴、最後に何て言っていたんだ？　何かＤだかＥだかのアルファベットが聞こえた気がしたんだけど。何の事かな？




　目を覚ますと、天てん井じようから吊つるされていた。すっかりお馴染みの風景が目に映る。

『……何度目だ宙吊り』

　お馴染みになるくらいの回数分、こういう目に遭っているってことですよね。

　そろそろ、この状態のままで本を読めるんじゃないかってぐらいだ。今度吊るされる機会があったら試してみよう。最終目標は、天井のスプリンクラーにつかまったまま短編小説を一冊読めるようになることです。

「……はい、大丈夫だと、思います」

「そう、ありがとう。助かったわ」

　眼下で行われている、夏野と映見のやり取り。映見が差し出した紙を受け取った夏野は、ちゃぶ台の上で他の紙と合わせて整理している。

　と、その目が上を向いて。

「あら愚犬、目が覚めたのね。おはよう」

『おはよう、ございます』

「いつまでそんなところに吊り下がっているの？　アナタも好きねえ。いい加か減げん降りてきたら？」

『降りたくても降りられねえんだよ！』

　吊るした張本人が何を言ってやがる。長時間吊るされ続けたら一〇〇万円なんていうＴＶの企画でもあるまいし、誰が望んで吊るされるかっての。くそ、解けないように縄なわをかた結びしてるな。これじゃあ揺らして解こうとしても振り子の原理が俺の脳をダイレクトアタックだ。

「しょうがないわね」

　そう呟つぶやいて、夏野はハサミを一閃。次の瞬間、束そく縛ばくが解かれ肉体が重力に支配された。

「はい、おかえりなさい」

『……ただいま』

　床に着地する寸前、夏野の手にキャッチされる。この人が吊るして、この人が落とすという、これ以上ないほどの自作自演でした。

『……ん？　何だそれ？』

　夏野の手から離れ、床に降りようとして、ちゃぶ台の上に置かれた数枚の紙に描かれているものに気がついた。Ａ４サイズの紙に、いくつかの長方形と正方形と円、そしてそれら全体を囲むような直線が描かれている。

『何これ、ラクガキ？』

「地図よ。いえ、部屋の見取り図と言った方がいいかしらね」

『ふーん。あれ、でもこれ、見たことあるぞ。どこだっけ？』

「ねえ映見、アホ犬ったら、これがどこの見取り図か分からなくて漏もれそうにしてるわよ。教えてあげたら？」

　夏野が視線を向けると、映見は一瞬驚いたように目を見開き、そして隠れた。

『なぜ隠れる』

「そ、そんな……和人君に物を教えるだなんていう大役。私には、私には無理です。私が、教えられることなんて……せいぜいカンペの書き方ぐらいで」

『それはそれですげえよ』

　ちょっと教えてもらいたいぞ。

　そう言えば、この前東川高校で会った時もカンペを持ち歩いていたっけ、昔のように……と、そこで記憶が繋つながり、思い出した。

『これ、東川高校の図書室の見取り図だな』

　気づいてみれば確かにその通り。図書室の入り口にデカデカと掲示してある案内図の記憶と一致する。長方形と正方形は本棚、丸い図形は円テーブルだ。

「へぇ……。じゃあ、これは？」

　夏野が紙をめくり、次の一枚を俺に向けてくる。そこに描かれているのは大きなＬ字型の図形。中央部分には少し小さい正方形。さっきよりも随分と単純な構成。

『教室棟の屋おく上じようだろ。真ん中にあるのは階段と給水塔だ』

「正解。中々やるわね犬のくせに」

『いやまあ、母校だし。結構愛着とかもあるからな』

　青空の下で本が読みたくなった時は良く屋上に忍び込んだものだ。あそこに住みついてた猫、今でも元気だろうか。

『でも、何でこんなもんがあるんだ？』

　ちゃぶ台の上には、同じような見取り図が一〇枚ほど置かれている。しかも見取り図はどれも手描きだった。紙から漂ただようインクの匂においで分かる。

「ええ、さっき私が描いたのよ。執筆の資料にしようかと思ってね」

　ってことは、さっきから夏野はこの見取り図を描いていたのか。へえ、よく見ると結構細かいところまで描いてあるぞ。

「この前、東川高校に行った時に回った場所を全部描き起こしているの。出来る限り覚えてるつもりだったけどね。記憶が曖あい昧まいなところは、映見の力も借りたのよ」

「あ、あまりお役に立てなかったかもしれない、ですが……」

「そんなことないわよ。図書室なんか随分助かったわ」

「あ、ありがとうございます」

『へえ、じゃあさっきまでは、この見取り図の製作について二人で話してたのか？』

「……そうね。まあ、そんなところかしら」

　何だ、妙に歯切れが悪いな。気持ち悪い。

「あぁ？」

『ごめんなさい』

　瞬間的に怒らないで下さい。怖いから。

「それで、その見取り図はどう？　どこか問題ありそう？」

『え、俺も見るの？』

「アナタもあの学校の生徒だったんでしょ。情報は正確な方が資料としての価値も高まるもの。ほら、どうなの？」

　言われた通り、目の前に広げられた見取り図に目を落とす。本棚の数、テーブルの数、壁の形も問題無さそうだ。何故か置かれている五重の塔の模型についても、きちんと記載されている。

『……合ってる、と思うぞ。少なくとも俺がいた頃とは寸すん分ぶん違たがわない』

「そう、なら良かったわ」

　夏野は満足したように図書室の見取り図に視線を落とす。

『でも、そこに描かれてるのって四階の部分だけだよな。他の階は無いのか？』

「そういえば入り口は四階にあったわね。何、下の階も図書室だったの？」

『下の階というか、地上四階から地下三階まで全部図書室なんだけど』

「地下三階!?」

「そ、そうなんです。東川高校の図書室は、地上四階地下三階建て、なんです」

『そうそう、計七フロアで構成されてるんだよな』

「……ちょっと待ちなさい。七フロアって、何でそんなにあるのよ」

『いや、だって必要じゃん。常識的に考えて』

「必要無いでしょ。常識的に考えて」

「で、でも生徒が入れるのは、地上四階にある図書室だけなんです。そこから下は、図書委員一人一人が持ってる鍵を使用しないと、入れません」

『しかも地下は図書委員長と一部の教員しか入れないんだけどな』

「……アナタみたいのが通っていた学校の割には普通の図書室だとか思ってたけど、そんなことは全然無かったわけね」

『えっ？』

「えっ？」

　夏野の言葉に、映見と顔を見合わせる。

「え、普通じゃないんですか？」

『そうだよ。過去の理事長が失敗した徳とく川がわ埋まい蔵ぞう金きん発掘事業のせいで地下に広大な土地が広がっているだけで、全然普通の図書室だって』

　夏野は信じられない物を見るような目で俺達を見回す。

「……そう言えば、テニスコートの横に檻おりみたいのが見えたけど。あれは何？」

「飼育小屋、です。飼育委員があそこで動物達の世話をしています」

「それにしては随分大きな檻だったわよ？　まさか巨大ゾウでも飼っているんじゃないでしょうね」

「そ、そんな巨大ゾウなんて、まさか」

「そうよね。さすがにそんなゾウなんて……」

『だよな、ただライオンがいるだけだよな』

「待ちなさい、何でライオンがいるの」

『えっ？』

「えっ？」

　夏野の言葉に、再度映見と顔を見合わせる。

「先輩の学校には、ライオンいなかったんですか？」

『お前、どんな学校に通ってたんだよ。いるだろ普通』

「あ、そうか。じゃあ先輩のところには虎がいたんですね！」

『そうか、虎か！』

「……アナタ達の『普通の学校』の感覚がおかしいことは良く分かったわ。まさか入学式で生徒全員変なガスでもかがされてるんじゃないでしょうね」

　失礼な奴だな。普通だって言ってるだろ。うちの学校はとことん普通だったよ。ってか、お前が普通を語るのか、よっぽど普通じゃないくせに。




『ふう……これで全部かな』

　夏野が描いたという見取り図、その最後の一枚を確認し終えた。

「はい、お疲れ様。おかげで良いものが出来たわ」

　見取り図を見ながら呟いた俺の思い出話なども、夏野は逐ちく一いち記入するから、結構な時間が掛かってしまった。

「あ、先輩……ここにも、一枚ありますよ」

　と、映見が畳の端に落ちていた一枚を拾い上げ、夏野に渡した。

「……これは、いいわよ」

　しかし、夏野は何故かその一枚を隠そうとする。

『何だよ、見せてくれたっていいだろ？　一体どこの見取り図だよ』

「あ、こら！」

　その一枚を強ごう引いんに夏野から奪い取り、見てみれば。

『……教室？　やけに精せい巧こうに描かれているけど』

　紙には並べられた机と教きよう壇だんに黒板が描かれている。なんの事は無い、生徒達が日々を過ごす教室だ。そういや、今までのは図書室とか屋上とか玄げん関かんホールとかばかりで、普通の教室の見取り図なんて無かったな。まあ資料に使うっていうんならそうか。教室なんてどこも変わらないもんな。でも、そんな普通の絵を、どうして隠そうとしたのか。

「……それはね、二年Ａ組の教室の絵よ」

　諦あきらめたように呟いた夏野の言葉に、俺の身体が僅かに硬くなる。

「その一枚は、別に資料として描いたわけじゃあないわ。ただ、見ておきたかっただけよ。アナタがかつていた場所を、ね」

　確かに夏野は玄関ホールで、俺の教室がどこで、それが校舎のどの位置にあるのかを確認していた。あれはこの為だったのか。

　二年Ａ組。教室棟三階の一番奥。春はる海み和人が、毎日のように通っていた場所だ。

　八月の事件で、命を落とすまでは。

　夏野の描いた絵には見知った教室の姿が広がっている。欄らん外がいのメモ書きには、俺の席の場所まで書いてあった。

「アナタの机、まだ残っていたわよ。なかなか愛されているじゃない」

「はい、和人君は、クラスの人気者でしたから」

　沈んだ夏野の声に、映見も沈んだ声を返す。

　二人とも、それで黙ってしまう。

「…………」

「…………」

　そして二人の間に流れた沈黙は、過去に失った何かを思い返すようで。その沈黙が、まるで俺の事を責めるかのようにすら感じてしまう。

『くっ』

　何だよこの空気。駄目だ駄目だ、湿しめっぽい空気は駄目だ！　さっきまではいつものデンジャラス夏野さんだったのにさ。急にテンションを変えるなよな。ああ、もうやりづらいなあ。くそ、こうなったら無理矢理にでも話題転換！

『で、でもさ、良く俺の机なんて分かったよな』

　天井を見上げていた夏野が、俺に顔を向ける。

「別に、簡単だったわよ」

『へえ、どうやって見つけたんだ』

「だって机の上にアナタの写真が飾ってあったもの」

『マジで!?』

「ええ、三四枚も飾ってあったわ」

『さんじゅうよんまい!?』

「写真の他にも、お花やお供そなえ物ものが沢山置いてあったわよ。消しゴムとか、シャーペンの芯とかね。なかなか愛されてるじゃないの」

「はい、和人君は、クラスの人気者でしたから……」

『それ本当に人気者なの!?』

　皆、床に落ちていたものを何となく置いているだけじゃないの？　人気者ってそういうものなの？　俺、生きているうちに人気者だった覚えがないから分からないんだけど、多分それ違うよね？　あれ、何だこの感情。涙が、涙が出ちゃう！

「あの……先輩、さっき写真の数、三四枚って言いました、よね？」

「写真の枚数のこと？　ええ、確かに三四枚だったわよ。それがどうしたの？」

「えっと、和人君の写真、元々は三五枚飾ってあったんです。クラスの人数分。でも、いつの間にか、一枚減っていて。そうか、あの日にはもう無かったんですね」

「へ、へぇ……でもあんなに沢山あるんだから、一枚ぐらい無くなったっていいんじゃない？」

「でも、その一枚が、一番和人君らしい写真だったから、皆残念がっていたんですよ」

「か、風か何かに飛ばされちゃったんじゃないの？」

「いえ、普段窓は閉め切っているから、それはないと思うんです、けど。もしかして、誰か持ってっちゃったの、かな」

「さ、さすがに写真を盗ぬすむなんてことは無いんじゃないかしら。この犬が、ただ真剣な顔で本を読んでいるだけの写真なんて、な、何の役にも立たないわよ」

　何を失礼なことを言いやがるんだこいつは。ひょっとしたら俺の写真をこっそり生徒手帳に忍ばせるような女子生徒がいるかもしれないだろ。

「あらあらあら、面白いことを言うわねえ、この写犬は。いいわ、それじゃあアナタの生皮を剝はいで特製の手帳カバーを作ってあげようかしら。何なら入学式の時に全校生徒に配ってもいいわね」

『全部無くなっちゃう！』

　うん、何とか僕らのデンジャラス夏野さんが帰ってきたっぽい。まあ、変に湿っぽい空気を出されるよりかはこっちの方が良いです……本当にそうか？

「……あれ？　なくなったのが読書中の和人君の写真だなんて、私言いましたっけ？」

　映見が呟いた言葉は、俺が酷い目に遭っているＢＧＭに搔かき消けされ、虚こ空くうへ消えた。




　無事に湿っぽい空気が払ふつ拭しよくされたところで。キッチンから、お湯が沸いたことを知らせるブザーの音が聞こえて来る。

「そうだ、お茶を淹いれようと思ってお湯沸かしていたのよね、すっかり忘れてたわ」

「あ、だったら私が淹れてきます」

「そう、じゃあお願いしようかしら。お茶っ葉はいつものところに入っているから。好きなのを使っていいわ」

「はいっ！」

　映見はお茶を淹れる為にキッチンへと去って行く。

　さて、それじゃあ俺も本の続きを読むとしよう。待たせたな『ジョナサンリベンジ』！　今行くぞ！　今読むぞ！

「…………ねえ」

『サバスッ！』

　寝床に向けて一歩踏み出した瞬間、後ろから引っ張られる感覚。振り向けば夏野の右手が、俺の短い尻尾しつぽをギュッと握っていた。

『なーんーだーよー。はーなーせーよー』

「まだ、私の用は済んでないわよ」

『何だよ、用って？　今日は俺別に何もしていない、静かに読書していただけだもん。ほら、今日は珍めずらしく貧乳とか言ってないし』

「今一回言ったわよね」

　今のはノーカウントでお願いします。

『何だよ、映見がせっかくお茶を淹れているんだから、東川高校の話でもしてればいいだろ。地下の封印図書室の話でも聞いてろよ。俺は本読んでいるから気にしないで』

「そう、そのことよ」

　尻尾を摑んだ夏野の力が緩ゆるむ。

「さっき、私達は東川高校の図書室の話をしてたって言ったわよね？」

『ああ、執筆の資料用に見取り図を作ろうとしてたんだろ？』

「あれは、半分本当で、半分噓よ」

『はあ？　じゃあ半分は何の話をしていたんだよ』

　夏野は、声を潜ひそめるようにして言う。

「悩みの話よ。大澤映見、いえ藤ふじ巻まき蛍ほたるが抱えている悩みの話を、ね」


　　　　　　　　



「……でも、こんな学校の見取り図なんて何に使うんですか？」

「別に、今すぐ何かに使うってわけじゃあ無いんだけど……ちょっと今後の資料用に描き残しておこうと思ってね」

「資料って執筆のですか？」

「ええ。まあ取材みたいなものかしらね。普通ならさすがに見取り図を描いてまで、なんて事はしないけど。今回はちょっと、色々と思うところがあってね」

「そうですか……」

「それに図書室でのことは私にとっても結構レアな体験だったからね、出来る限り周りの事は詳細に残しておきたいのよ」

「レアな体験？」

「アナタとの執筆戦のことよ？」

「私、との……？」

「ええそうよ。図書室での執筆戦。原稿用紙一〇〇枚のスプリント勝負。もちろん負ける気なんて微塵も無かったけど、あそこまで追い詰められるなんて思わなかったわ」

「……でも、勝てませんでした」

「あら、落ち込む必要はないわ。むしろこの秋山忍相手によくあそこまで食い下がったと褒ほめられるべきよ。大澤流執筆術、噂うわさには聞いたことがあったけどまさか本当に存在するとはね。その使い手と戦えるなんて、本当にいい経験をさせてもらったわ」

「で、でも、あれは私の技ではありません。あれは、パパの」

「だからって、使ったのはアナタでしょう？」

「……先輩が、あの日みたいに私との戦いを楽しんでみせるのも、今日みたいに見た物や感じた物の全すべてを検証しようとするのも。それは全て、本を書く為、ですよね？」

「そうね。私は自分が経験した事も感じた事も、全部を使って本を書いてみせるわ。それが私、作家秋山忍のやり方で、それこそが秋山忍だもの」

「そう、ですよね」

「今更言うまでもないでしょう。アナタ、あの犬程じゃないにしても、私の本を読んでるんでしょ？」

「……はい、読んでいます。読んでいるからこそ、分かるんです。先輩の強さが、そして私の弱さも」

「映見、何を言っているの？」

「私には、先輩のように全てを執筆に向けるようなまっすぐな強さも無ければ、パパみたいに長年かけて磨みがき抜ぬいた技術もありません。……私は、執筆に対する姿勢も、執筆術も、作品の内容ですら、何もかも全て、先輩やパパの真似っこなんです。藤巻蛍自身が誇ほこれる物は何も、ありません。私には、自分の物が、無いんです……」


　　　　　　　　



『……そんな事を話していたのか』

　夏野と映見の会話。それは確かに映見の、藤巻蛍が抱える悩み、そのものだった。

　この前の図書室での一件は、映見にとって大きな出来事で。それは今まで囚われていた過去の過ちから抜け出し、未来に向けて歩き出すきっかけとなったに違いない。

『借り物、か』

　しかし、それはまた別の悩みをもたらした。映見は自分の本と向き合うことで、改めて秋山忍と大澤愁しゆう山ざんから受けていた影響の大きさに気がついてしまったのだろう。

『成程、道理で映見のテンションがいつもと若じやつ干かん違うような気がしてたんだよな。妙に明るく振る舞おうとしてたり、逆にいつも以上にネガティブになったりさ』

「アナタに気づかれるレベルとなると、かなりの重症よね」

　何だとコラ。人を鈍感男みたいに言いやがって。

「まあ、いい傾向だと思うけどね。『変わりたい』と明確な意思を持つこと。それは人が成長する上で何よりも大切なことだもの」

　映見が去ったキッチンを見つめる。あいつ、そんな悩みを抱えていたのか。もし俺に何かできることがあるなら協力してやりたい、けど。

『協力するとか言ったら、何か逆に気を遣つかって泥沼に陥おちいりそうなんだよなぁ』

「そうね。『か、和人君が私に気を遣ってる！　私には気を遣われる価値なんてないのに！　ごめんなさい！　生まれてごめんなさい！』とか言いそうよね」

『地味に真似が上う手まいのがむかつく』

「何だったら、大澤流から抜け出る為に、私流執筆術の基礎を叩き込んであげても良いんだけど。それも、根本的な解決にはならないのよね」

『影響を受ける相手が変わるってだけだからな……ちなみに、その基礎ってどんなことやるの？　気になるんだけど』

「そうね、まずは二キロの重りを仕込んだ特製万年筆で素振り千回からね」

『体育会系だな!!』

　それはちょっと映見には荷が重いのではないだろうか。とりあえずパワーで解決、って感じの夏野さんならまだしも、繊せん細さいな映見には向いていないような。

「……なら、私流の気分転換の方法でも試させてみようかしら」

『へぇ、どんなことやるの？』

「簡単な話よ。まずは、犬を捕まえるの」

　あ、ごめん、もうこの話いいや。オチが見えたから。




「あぁ、先生！　もっと！　もっと強くお願いします！」

　と、急にリビングの中に叫び声が響き渡る。

『な、何だ？』

　聞こえた異声に慌てる俺を尻目に、夏野は呆れた顔でちゃぶ台の向こう側を見下ろしている。視線の先、そこにいたのは。

「むにゃむにゃ、あきやまてんてぇ」

　ドＭ編集者の柊鈴菜さんである。ああ、すっかり忘れていたよ。

「えぇ!?　今日は鞭むちですかぁ!?」

　さっき夏野の膝蹴りを受けて昏こん倒とうしたままの体勢で、夢の内容が丸分かりの寝言を吐き出している。寝ていてもこれなのかよ、もう駄目だよ。

　と、夏野が何かを思いついたように頷うなずいた。

「ああ、いい方法が思い浮かんだわ」

『え、何？　鈴菜を秘ひ密みつ裏りに東とう京きよう湾わんに沈める方法？』

「それならいくつか既に考えてあるから」

『あるんだ……』

「別に、そんな事はどうでもいいのよ。良い方法っていうのは、映見のこと」

『映見の？』

「あの娘に自信をつけさせるには、多少の荒あら療りよう治じが必要よ。何しろあの性格だもの、中途半端な方法では効果は薄い。そもそも、私達の言葉が届かない可能性があるわ」

『まぁ、そうだろうな』

「だから、まずは言葉を届かせる必要がある。多少無理矢理な事をしてもね。その為に必要な人間もいることだし」

『ん、どこにいるんだ？　その必要な人間って』

「何言っているの？　格好の相手がいるじゃない、そこに」

　夏野は呆れたような視線で俺を見下ろし、ちゃぶ台の向こう側で伸びている人影を指さした。ドＭ編集者の柊鈴菜である。

『……え、こいつなの？』

　俺達が見下ろす中、鈴菜はなおも寝言をまき散らす。

「秋山先生！　もっと！　もっと！　もっとおおおぉぉぉ！！！」

　うるせえ、寝言にエコーをかけるな。

『ちょっと、映見には刺激が強過ぎるんじゃないか？』

「刺激が強いからいいんじゃない。荒療治が必要って言ったでしょ」

『まあ、そりゃそうだけどさ。映見のネガティブっぷりは生なま半はん可かじゃないし。鈴菜の奴も映見に妙な言いがかりつけていたし、大丈夫かなあ』

「映見に言いがかり？　どんなこと言っていたの？」

『ああ、さっき「映見が苛めてオーラを発している！」とか「私から秋山先生を奪い取る気です！」とか言っていたんだよ。まあいつもの病気だよ』

「ふうん、ってことは鈴菜も映見の存在を意識しているってことね」

　夏野は鈴菜の側に寄り、力を込めて踏みつける。

「ほら鈴菜、早く起きなさい。今回のミッションの肝きもはアナタなのよ！」

　そのミッション、良い予感が全くしないのは気のせいでしょうか。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【ジョナサンリベンジ】……　ジョン・サンダース著、舟木南美訳。得意のべらんめえ口調を駆使し、巨大スーパーと地元商店街の橋渡しに成功したジョナサン。しかし、休む間も無く、一人息子モンブラン誘ゆう拐かいの知らせがもたらされる。竹馬の友ジークフリードとラインハルトの力を借りてモンブランの捜索を開始するジョナサンだが、三人の前に意外な人物が立ちはだかる。『ジョナサン』シリーズ第五作。果たしてジョナサンが小学五年生の春に犯した過あやまちとは？

【気分転換の方法】……　『追いかける→捕まえる→お前は既に死んでいる』や『閉じ込める→吊るす→質問は既に拷ごう問もんに変わってるんだぜ』等、その時の状況により、様々な方法が存在する。






　現在の各員の状況。


　夏野：ちゃぶ台で原稿用紙に向けて万年筆を振っている。

　映見：夏野と同じく原稿用紙に向けて万年筆を振っている。

　鈴菜：壁際のソファに着席中。




　俺：ちゃぶ台の上で吊るされています。







　結論：どうしてこうなった。






「何よ、何か文句があるっていうの？」

『むしろ文句しかねえよ！　何で俺、こんな状況になってるんだよ！』

　夏野は意識を原稿用紙に向けながらも、こちらに声を向けてくる。

「さっきちゃんと説明したでしょう」

『お前、「黙って大人しくしていなさい」としか言わなかったよね!?』

「だから、黙って大人しく吊るされてなさいって言ったでしょう」

『言ってないな!!』

　こういうのは向こうでしょぼくれて座っているドＭの仕事だろ。あいつがミッションの肝なんじゃなかったのかよ。

『第一、お前達さっきから何やっているんだ？』

　夏野と映見の二人は、超スピードで万年筆を何度も振っている。しかし、ちゃぶ台の上に置かれた原稿用紙は白いまま。文字が書き込まれている様子はない。

「何って、見れば分かるでしょ、素振りよ素振り。二キロの重りを付けた特製の万年筆で素振り。筆記スピードを上げるにはこのトレーニングが一番よ」

『結局それなの!?』

　現在の時刻は四時過ぎ。素振りを始めたのは、確か映見がお茶を淹れて戻ってきてすぐだったから。かれこれ一時間近くも続けている計算になる。

「せ、先輩、こ、これいつまで続けるん、ですか？」

　夏野はとにかく、映見がそろそろ限界だ。

「あら、この程度で音ねを上げるの？　アナタの方から私と同じトレーニングをしたいって言ってきたんでしょう？　そんなんで一人前の作家が務まると思っているの？」

「う、うぅ……」

　夏野の言葉を聞いて、映見は落ちかけていた素振りのスピードを取り戻す。何かどう考えても挑ちよう発はつとしか取れないような発言だったのに、素直に乗る映見である。

　そんな映見を、夏野は満足そうに見つめたかと思うと。

「よし雑犬、そろそろ出番よ」

　吊るしていたロープをハサミで切断し、俺を普通に落とした。

『下ろすんなら最初から吊るすんじゃねぇ！』

「さっきからうるさいわね。物理的に喋しやべれないようにしてあげましょうか？」

『ごめんなさい！　で、何だよ俺の出番って』

「簡単よ。鈴菜のところに行って、今からきっかり二〇分後に伝えなさい。『こっちに来てもいいわよ』って」

『別にそれぐらいお安い御用だけど。何で二〇分後？　今すぐにじゃ駄目なのか？』

「まあ、あと二〇分は保つでしょうからね。ほら、早く行きなさい」

『あ、ああ』

　どうにも理解が出来ないが、今は夏野の言う事を信じるしかない。こいつの事だ、映見を悪いようにはしないだろう。

「それじゃあ右手で素振りを続けたまま、今度は左手でジェンガをやりなさい。一度でもジェンガを崩くずしたら素振りの回数が倍になるわよ」

「は、はい！　分かりました！」

　信じていいんだよ、な？




　リビングの入り口、その傍そばには本革の高級ソファが置かれている。夏野は自分の机かちゃぶ台で執筆するし、俺はもっぱら寝床で本を読んでいるだけなので、ほとんど使用される事はない、そのソファには今、柊鈴菜が釈しやく然ぜんとしない表情で座っている。

　というのも、さっき夏野が『そこのソファでゆっくりしていなさい。そうしたら罵ののしってあげるわ。そこから動いたら褒めるわよ』という良く分からない脅おどしをしたせいだ。

　夏野の命に従い、ソファに近付いて行くと、妙な音が聞こえた。

　ギリギリギリギリギリと。

　何かを擦こすり合あわせるようなその音は、ソファに近付くに従い、段々と大きくなっていく。

『……ああ、やっぱりお前か』

　奇妙な音の正体、それは鈴菜の発する歯ぎしりの音。鈴菜は呪い殺さんばかりの負の念を、部屋の中央にいる二人の方……と言うか、映見に向けながら、歯ぎしりを繰くり返かえしている。

『おい、鈴菜……って、うわ』

「あらあら、どこのお犬さんかと思えば裏うら切ぎり者もののお犬さんじゃあありませんかぁ」

　声をかけようとしたら急に左手で摑まれ、鈴菜の顔の前へと持ち上げられる。おいおい、何だよ今のスピード。摑まれる瞬間が分からなかったぞ。

「裏切り者が今更ノコノコと何の御用ですかぁ？　私はあの泥棒猫に嫉妬の念を向けるのに忙しいので放っておいてくれませんかねぇ」

　鈴菜はいつもよりも更に尋じん常じようじゃない、濁にごったドブのような色の瞳で俺を見つめてくる。何だこれ、本当に人間の瞳か。見続けてると洗脳されそう。

『何だよ裏切り者って。人聞きの悪い奴だな』

「裏切り者じゃないですかぁ。私だけのけ者にして、先生に吊るしてもらったり苛められたりなんかして！　ずるいですよぉ、私も吊るされたい！　苛められたい！」

　こいつは真剣な顔で一体何を叫んでいるんだ。

「先生も、あの苛めて娘の持つ苛めてオーラに毒されてしまったんですね。ああ、何と嘆なげかわしい。待っていて下さい先生、すぐに私が救ってあげますから。ああ、あんなに苛めてもらったりして、あぁ妬ねたましい妬ましい」

　映見の呼び名が『泥棒猫』から『苛めて娘』に変化した。

『いや、別に、あれは特訓とやらをしているだけだぞ』

　そもそも本当に意味のある特訓なのかすら分からない。無理な事を無理にやらせてるから、苛めてるようにも見えるけどさ。

「そんな事はありません！　見て下さい、あの上気した頰ほおを！　うるんだ瞳を！　弛し緩かんした表情を！　あれは完全に悦んでいるＭの顔です！　間違い無い、あれは天然モノの苛めてオーラ！　天性の才能の持ち主です！　何て恐ろしい、まさかこんなところであんな天才に出会うなんて！　でも負けませんよ！　向こうが生まれながらの天才だったとしても、私には経験と技術があるんですから!!」

『お前、一回脳をフルレストアしてもらった方がいいんじゃないのか？』

　言ってることの半分以上が理解出来なかったよ。お前が使ってるのって本当に俺と同じ言葉なの？　未来の宇宙の辺境に住む小部族の言葉とかじゃないよね？

「羨うらやましい妬ましい羨ましい妬ましい」

　ギリギリギリギリギリギリ。

　またしても歯ぎしりの音が始まる。そんな事やってると、そのうち歯無くなるぞ。

　ソファの上に立って顔を上げると、ちょうど夏野と映見の姿が視界に入った。

　最初は調子よく動いていた映見も、今は必死の形相で手を動かしている。この距離からでも、段々と映見の動きが鈍にぶってきているのが見て取れる。左手でジェンガも追加されて、さっきまでよりも更に辛そうだ。

『……まあいい、さっさと用事を済ませよう』

　ちゃんと言う通りにしないと、後で夏野さんに『ひでぶ』されちゃうもんね。

『おい鈴菜。夏野から伝言だって』

　まだちょっと早いけど、時間を先に伝えておくぐらいなら良いだろう。

「先生から!?　何ですか!?」

　鈴菜は即座に一回転＆正座して、キラキラとした瞳でまっすぐに俺を見つめてくる。

　うん、気持ち悪い。

『ああ、何でも、こっちに来なさい、ってさ。ただ……』

　瞬間、風が巻き起こった。俺が『ただしあと二〇分経たったらな』という肝かん心じんな部分を伝える前に、鈴菜は既に俺の前からいなくなっていた。




「せ、先生、先生！　何やっているんですか？　私にもやらせて下さいよぉ！」

　鈴菜はいつの間にか夏野の傍に辿たどり着ついていた。加速装置でも仕込んでいるのかよ。

　俺も鈴菜を追って、夏野達の元へと戻る。

「ねえねえ、先生ってばぁ！」

　母親にすがりつくように、夏野の腕を摑んで揺さぶっている鈴菜。対する夏野は完全無視の構えで、素振りを続行している。

「はぁ……はぁ……んっ、せんぱい、わたし、もう限界、です」

　映見が声を上げて、右手の万年筆を手放すと、重りの入った万年筆は鈍い音を立てて落ちた。映見の身体もまた、同じように倒れ込む。

「まあ、予想より少しだけ早かったけど。こんなところかしら」

　夏野は倒れた映見と時計を見比べ。次にこちらを向く。

「それで駄犬、私はさっき、二〇分後って言わなかったかしら。まだ時間には早いようだけど？」

『いや、それはこの変態が』

「はい、先生！　先生の言う事なら何でも実行してみせます！　万年筆振ればいいんですか？　何なら首輪だけでベランダから吊るされながらやりましょうか!?」

「まあいいわ。鈴菜、そこに座りなさい」

　夏野は、映見が突っ伏している場所の隣を指さす。

「…………はい、分かりました」

　急にテンションが下がり、面白くなさそうな顔を見せる鈴菜。映見の右隣に、わざと音を立てて座り込む。映見は小さく悲鳴を上げ、少しだけ左に身体をずらした。

　どうやら、先程のファーストコンタクトのせいで、鈴菜に対する苦手意識が染み込んでしまったらしい。そんな映見を優しい視線で見つめ、隣の鈴菜には虫を見るような視線で応じた後、夏野は映見をそっと抱き起こして。

「映見。今日はこの前書いていた原稿を持って来ているって、言ったわよね」

「……え？　は、はい」

「それを出しなさい、ここに」

「え？　はい、分かりました」

　映見は息も絶え絶えな状態のまま、持って来ていたトートバッグの中から原稿用紙の束を取り出し、夏野へと渡す。

「ええ、ありがとう。……ところで、そこの豚野郎こと、鈴菜？」

「はい！　はい！　はい！　はぁい！」

「『はい！』は一回」

「はい！」

『小学生かよ』

　鈴菜も、ようやく夏野に構ってもらえたせいか、明らかにテンションが高い。しかも今日は、映見がいるせいで妙に積極的だった。

「映見、遅くなったけど紹介するわ。彼女は柊鈴菜。書しよ林りん社しやでの私の担当編集よ」

「へ、編集者さんだったんですか？」

『まあ、そりゃ驚くよね』

　どう見てもただの変態だし。まともな職に就ついているようには見えなかっただろう。

「は、はじめまして、大澤映見と申します。よ、よろしくお願いします！」

「……よろしく」

「は、はい」

　映見の言葉に対して素そっ気けなく返事をする鈴菜。目を合わせようともしない。完全に敵視していやがる。

「それじゃあ鈴菜、この原稿を読みなさい」

『え？』

「え？」

「ねえ鈴菜、この娘はね、ある理由によって作家を目指している娘なの。ちょっとした縁えんがあって、原稿へのアドバイスが欲しいって頼まれているのよ。良かったら、アナタも読んでアドバイスをあげてくれる？　プロの編集者として、ね」

　夏野は映見から受け取った原稿用紙を鈴菜に渡し、芝しば居いめいた様子で告げた。

「は、はい、もちろんお安い御用です！　不ふ肖しよう、この柊鈴菜めにお任せ下さい！」

「え？　先輩？」

　快かい諾だくする鈴菜と混乱する映見。そりゃそうだ。

『お、おいちょっと待てよ。それは映見がリハビリにって書いてた原稿だろ。何で鈴菜に読ませるんだよ』

「うるさいわね、弱犬は黙ってなさい」

　俺の反論を一言で切って捨て、夏野は映見に話しかける。

「いい？　映見、これはチャンスよ。もし本当に変わりたいと思うのなら、いつまでも同じことばかりをしていたら駄目。こんなんだけど、一応優秀な編集者なんだから。何か良いアドバイスがもらえるかもしれないわ」

「で、でも……」

「大丈夫ですよぉ！　別に獲とって食いやしませんって。それにわざとボロカスに酷こく評ひようして二度と先生に近付かないようにさせたりとか全然考えてませんからぁ!!」

「この女の言ってることは気にしなくていいわ」

　ここまで考えていることが漏れる奴ってそういないよな。

「ねえ、アナタ、変わりたいんでしょう？」

「……はい」

　映見は夏野の顔をまっすぐ見据え、力強く返事をする。

「わ、分かりました。柊さん、お願いします！」

「ふふふ、任せて下さい！」

　映見の原稿を持った鈴菜の顔は妙に晴れやかで。だからこそ不安なのだった。




　鈴菜は正座して、映見の書いた原稿を一枚ずつ読み始める。当の映見は、俺の寝床の陰に亀かめのように丸まって隠れている。

「何でそんなところにいるのよ。こっち来なさい」

「だ、だって、人に、原稿を読んでもらうなんて恐れ多くて……」

　そう、涙目で訴うつたえる映見。

「原稿どころか。アナタが書いた本だったら既に発売されて、読まれてる筈だけど」

『まあ、そうだよな』

　映見こと、新人作家・藤巻蛍のデビュー作『蛍けい星せい恋話』は、全国の書店にて絶賛発売中だ。駅前の本ほん田だ書店にもバッチリ積んであります。

　あれ、そう言えば。

『鈴菜って、映見が「藤巻蛍」だってこと、知らないよな？』

「そうでしょうね、もし知っていたら映見にあんな舐めくさったような態度はとらないはずよ。何しろ、藤巻蛍は編集長のお気に入りだもの」

『お気に入り？』

　そうなの？

「あの娘が作家になった経けい緯い、覚えているわよね」

『……それは、もちろん』

　大澤映見、藤巻蛍は、生前の春海和人が偶然原稿を読んでしまったことで作家を目指すことを決心し。

　そして春海和人が死んでしまったことがきっかけで作家になった。

　新人賞を受賞する経緯については、映見の父親である大御所作家の大澤愁山の力が介在したとも言われている。というか映見自身が自分の過ちだと告白していた。

「そのことだけどね、多分それ勘かん違ちがいよ」

『……どういうこと？』

　俺の顔を見て、夏野は静かに語り始める。

「平安堂長編小説大賞。平安堂の新人賞はね、文ぶん壇だんの大物である下ネタ爺じじいが、いくら自分の娘だと推おしたからって、それで受賞が決まるような甘いところではないということよ。必要なのはただ作品の力と作家の力。それ以外は必要ない」

『じゃ、じゃあ、映見は』

「まあ、あの娘の作品が私の本からかなりの影響を受けて書かれているのは間違いないわね。でも、それだけではない何かを、藤巻蛍の作品に感じたからの受賞でしょうよ。審査員特別賞、まあ妥当なところじゃないかしら。何でも平安堂の編集長が随分と推したそうよ。それだけ将来が楽しみな作家ということかも知れないわね」

　成程、お気に入りってそういうことか。

『でも、その編集長ってのは平安堂の編集長の事だろ。鈴菜は書林社の人間。会社が違うんならそう影響はないんじゃないのか？』

「知ってる？　この業界って実は結構狭いの。他社の新人、しかも編集長のお気に入りにちょっかい出したなんて知られたらどうなるかしらね。平安堂の編集長は随分と部下に慕したわれてるらしいけど。もし、平安堂の人間に鈴菜の態度が知られたら……」

　夏野は右手の親指を地面に向け、首を搔っ切るようなジェスチャーを見せる。

　業界人ってのも結構大変なんですね。

『でも、でもさ。それなら。藤巻蛍の新人賞受賞には、映見が悩むようなことは何もなかったって、そういうことになるんだな？』

「ええ、多分ね。確証は無いけど」

　夏野の言葉に、胸のつかえが取れたような感覚を覚える。

『そうか……良かった。本当に良かった。何だよ！　知ってるなら本人に言ってやればいいのに！』

「それは無理よ。さっきの話を聞いても分かるでしょ。今のあの娘はそんな事言ってもどうせ聞く耳持たないもの」

『だ、だからってさ』

「あの下ネタ爺も、本当のことを伝えようとしたでしょうね。でも、今のあの娘にはその言葉は届かないわ。だから私達は待つしかないの。映見自身が成長して、自分を認められるだけの力を手に入れてくれることを」

『成長、か』

　今の映見は、藤巻蛍は、秋山忍と大澤愁山という大き過ぎる光に照らされ続け、自分の手の中に存在する自分だけの光に気づけずにいる。

　秋山忍の本を読み、あこがれ続けてきたこと。

　大澤愁山の娘であり、弟で子しであったこと。

　それが今の映見にとっては大きな壁かべになってしまっている。

　それでも、いつか自分の内に眠る光に気がついて欲しい。

　その壁を乗り越えてほしい。

　藤巻蛍の一読者として、そう思う。




「……だからこそ、あの変態の出番になるわけよ」

『へ？』

　話が戻って来た。

「ほら、鈴菜を見なさい」

『一応、真面目まじめに読んでいるんだよな。いつボロが出るか……って、あれ？』

　鈴菜が読み終えた原稿用紙は、丁ちよう度ど半分というところだろうか。しかし、何だか鈴菜の様子がおかしい。いや、おかしいのはいつもの事なんだけど、今はちょっと物理的におかしい。

　まず息がいつも以上に荒い。頰は青ざめ、瞳は焦点が合っていない。額ひたいには玉のような脂あぶら汗あせが浮かび、全身が時折震えている。

『……あいつ、何があったんだ』

「黙ってなさい。もうすぐ面白いものが見られるわ」

　夏野の言葉が終わるか終わらないかのうち。鈴菜は原稿用紙から顔を上げると、首をぐるりと回し、何かを探すようにして部屋の中を見回す。

　そして、俺の寝床に隠れた映見の姿を視界に捉えたかと思うと。

「ふーじーまーきーせーんーせー」

　原稿用紙を手に勢いづいて立ち上がる。そして。

「みーつーけーまーしーたー」

　青ざめた顔のまま、映見へと猛スピードで迫る。

「ひぃ！」

　対して映見はといえば、再度迫ってきた鈴菜にトラウマがぶり返したのだろう。

「うわ、うわわわわ、ごごごごめんなさぁぁぁい！！！」

　悲鳴を上げながらリビングの奥、本棚が並ぶ区画へと逃げ出して行った。




　視界の中、逃げる映見と追う鈴菜の姿が見える。

『あいつら何やってるんだ？』

　何、トムとジェリーごっこ？

「鈴菜の方は、映見が藤巻蛍だって分かったから、今までの非礼を詫わびようとして追いかけているんじゃないかしら。映見の方は、ビックリして逃げているだけね」

　落ち着き払った様子で状況を分析する夏野。

『でも、映見が藤巻蛍だってこと、鈴菜は知らないんじゃなかったのか？』

「知らなかったわよ。さっきまでは、ね」

『さっきまで？　……ってことは今は知ってるってこと？』

　夏野は俺の顔を見て、得意げに言い放つ。

「そう、今は知ってる、いいえ分かってるはずよ、あの娘が藤巻蛍だってね」

『何でだよ、自己紹介をする暇ひまなんか無かったろ』

「バカねえ。いい？　鈴菜は映見が書いた原稿を読んだ。それだけで十分よ」

『はぁ？　何でだよ』

「自分の書いた原稿を人に読ませるってことは、自ら名乗るなんかよりもよっぽど雄弁に自分自身を語ることになるのよ。まあ鈴菜ほどの編集者なら、映見が藤巻蛍だって一発で見抜くでしょうね」

『……変態の癖くせに生意気な』

　それは俺の十八番おはこを取られたような感じがして、ちょっと嫉妬してしまいます。

　俺だってやれば出来るもん！




「ふ、藤巻せんせえええ。どこですかあああ待って下さいいいいい」

「い、いやですううううううう来ないで下さいいいいいいいいいい」




『……そろそろ止めないか？』

　依然として逃げ回る映見と、追い続ける鈴菜。こんなことをいつまでも続けている訳にはいかない。映見はさっきまでの夏野の特訓で疲ひ労ろう困こん憊ぱい状態だったのだ。更にあんなに走り回らせたら今度こそぶっ倒れてしまいかねない。今すぐに鈴菜を止めようと、いざとなったら嚙んででも止めようと、一歩踏み出して。

「待ちなさい駄犬」

『あばッ!?』

　夏野の足で踏まれて、そのまま床で潰つぶされることになった。

『……お前、足を出す前に言葉で言え！　中身が出ちゃったらどうするんだ！』

「もうちょっとだけ待ちなさい。ここからが本番なんだから」

『はぁ？』

　そんな夏野の言葉に不安を覚えつつも、追いかけっこの方を見る。




「許して下さいいいいほんの出来心だったんですううううううう」

「ごめんなさいいいい許して下さいいいいい謝りますからあああ」




「ど、どこに行ったんですかああああ話きいて下さあああああいい」

「ここにはいませんよおおおおお私はいないんですううううううう」




「みつけたあああああああああああああああああああああああああああ！！！！」

「きゃあああああああああああああああああああああああああああああ！！！！」




　うん、もうこれ完全なホラーだね。音声だけでもちょっと泣きそうになるもん。

　とにかく、鈴菜は映見を見つけたらしいし、映見は鈴菜に見つかったらしい。

「見つかったみたいね。それじゃあ、そろそろ行くわよ」

『もう、いいのか？』

「ええ。二人がどこにいるか分かる？」

『ああ、今の声の感じだと実用書のマ行のあたりかな？』

　俺と夏野の二人も、本棚の乱立するスペースへと足を踏み入れる。




「ふ、藤巻先生、や、やっと捕まえましたよおおおお」

「そ、そんな追いかけまわすぐらい、私の原稿、駄目だったんですか!?」

「こ、この度は先生に対して失礼な態度をとって申し訳ありません!!　け、決して藤巻先生に対して邪よこしまな気持ちを持っていた訳ではないんですううう!!」

「な、何が、どこが悪かったんですか。お、教えて下さい!!」

「あの、今日のこと、他の方、特に平安堂の方には内密にしていただけませんかああああ!?　平安堂の秘ひ蔵ぞうっ子こに手を出したなんて知られたら、大変なことにいいいい。お願いしますうううう」

「や、やっぱり、秋山先輩の影響を受け過ぎてるのがいけないんですか？　それともパパのクセがしみついているのが？　お願いします、教えて下さい!!」

　二人がいたのは実用書のマ行の棚の前。丁度鈴菜が映見を壁際に追い詰めるところだった。鈴菜は両手を壁につき、映見の退路を完全に塞ふさいでいる。

『すげえ。あいつら完全に会話が嚙み合ってない』

　というかお互いの言い分を全く聞いていない。コミュニケーション不足にも程がある。とにかく、落ち着くのが先決だと思うんだけど、しかし手が出せない。今の二人を落ち着かせるのは、地上最強の生物を黙らせるくらいに困難だろう。

「お願いします！　黙っていて下さい！」

「お願いします！　教えて下さい！」

　今度はエア懇こん願がんか。

『おい夏野、これどうするんだよ』

「多分、そろそろ鈴菜が実力行使に出る頃だと思うわ」

『……実力行使？』

　その言葉に反応したかのように、鈴菜が動きを見せた。

「こ、こうなったら！　意地でも黙ってもらいます！　ほ、本当はやりたくないんですがしょうがありません。ち、力ずくでも忘れてもらいます！」

　鈴菜は殺気とも呼べる空気をまき散らし、映見に近付けていた顔を更に近づける。二人の顔が互いの吐息が混じり合いそうな距離にまで接近する。

「い、いや、何ですか!?　こ、来ないで下さい。駄目、近寄ら、ないで……」

　鈴菜の凶行に怯え、必死で逃げようとする映見。

　しかし背中には壁。目の前には鈴菜。とても逃げられない。

　段々と鈴菜の顔が、映見の顔に近付き。

　映見の顔が恐慌で歪ゆがむ。

　今にも崩れ落ちそうな、限界寸前の様子で。

「か、和人、君……」

　映見の、涙交じりの声が、小さく響いた。




『夏野!!』

「今ね！」

　たまらず訴えようとしたその瞬間。夏野は懐から何かを取り出し、映見に向かって投げつける。

「映見！　受け取りなさい！」

　それは細長いシルエットを持った、そして良く見慣れた物。

　金と黒の、二本の万年筆。

　それは、映見の手に吸い込まれるようにして到達し。

「ッ!?」

　次の瞬間。

　映見と鈴菜の間、その僅かな隙間から強烈な光が逬ほとばしる。

　視界は光に埋め尽くされ、その勢いの強さにふらついて。

　数瞬の後、光が収まったことを確認して、前を見てみれば。




『な、な、な、何じゃこりゃあ!?』




　そこには万年筆を持ち、相変わらず壁に向かって逃げようとしている映見と。

　床に仰あお向むけに倒れ込んでいる、鈴菜の姿があった。

『何でこいつ倒れてるんだ？』

「今のは、まさか」

『知っているのか夏野？』

「いえ、知らないわ。知らないからこそいいのよ」

『どういう、こと？』

　夏野は楽しそうな表情を浮かべながら二人の傍へ。目の前で起きたことが信じられないような様子で腰を抜かしている映見に近付き、優しい口調で話しかける。

「映見、アナタに伝えておかなければいけないことがあるわ」

「せ、せんぱい？」

「アナタはね、書く時、いちいち考え過ぎるのよ。秋山忍だったらどう書くか、大澤愁山だったらどう書くか、ってね。考え続けられるということ、それは確かにアナタの美点かもしれないわ。でも、『誰かのように書く』なんてこと、読者はアナタに求めていない。読者が読みたいのは、秋山忍の本でも、大澤愁山の本でもない。藤巻蛍の読者は、藤巻蛍の本を読みたくて沢山の本の中からアナタが書いた本を手に取るのよ」

「で、でも、私には、自分自身の力が……」

「何言ってるの？　あるじゃない、ちゃんと」

「え？」

「さっき、どうやって鈴菜を倒したのか覚えている？」

「……いえ、倒したと言われましても。先輩が投げた万年筆を受け取った瞬間、頭が真っ白になって、後は無我夢中で」

「そう、覚えていないなら教えてあげるわ。鈴菜を倒したのはアナタの技よ」

「私の、技？」

「そう、アナタは自分の技で、そこの変態を倒したの。自分の技、自分だけの技よ。だってさっきの技、大澤流執筆術には無いでしょう？　大澤愁山から学んだ大澤流執筆術に無いのなら、それはアナタが編み出した、アナタだけの執筆術よ」

「私だけの……執筆術……」

　映見は信じられないというような表情を浮かべながらも、手にした二本の万年筆を強く握りしめる。

「あんな無茶な素振りをやらせたのも、右腕と左腕で別の特訓をやらせたのも、鈴菜をけしかけたのもね、全てはアナタから余計な事を考える余裕を奪う為だったの。体力的にも、精神的にもね」

「そうか、あの特訓にはそんな意味があったん、ですね……」

「ええそうよ。……そうだ、アナタ自身がここから始める第一歩として、その技に、名前でも付けてみなさい。アナタの未来を切り開くその力に、名前を」

「私の……技」

　映見は少し悩んでいたが。やがて顔を上げ、晴れやかな顔で。

「決めました。私の、私だけの技。大澤映見流執筆術一の型〝無尽光撃滅烈覇ブラストエンドカラミテイ〟」

「悪いことは言わないから、その名前は止めなさい」

「そ、そうなんですか？　何かマズイことが？」

「とにかく止めておきなさい。絶対に後悔するから。今この瞬間には分からなくても、数年後、絶対に後悔するから。これから何度も世せ話わになるんだから、もっと熟考して決めなさい。叫びやすい名前に」

「考えました、よ？　叫ぶつもりです、よ？」

「良いからもっと考えなさい。後悔しないように、死ぬ気で考えなさい」

「……それじゃあ、一の型〝ハーミットセイヴァー〟で」

「うん、まあ、それなら良いわ」

「はい。〝ハーミットセイヴァー〟」

　映見は、自らの手の中にあるものを確かめるように、もう一度その名前を呟いた。

「どう、自分の力を手にした気分は？　少しは自信がついたかしら？」

「分かり、ません」

「そうね。今は、難しいことは考えないでいいから。だから、好きなように書きなさい。アナタだけの本、藤巻蛍の本をね。読者は、それを待っているんだから」

「はい！」

　涙を浮かべながら、嬉うれしそうに、そして何かを吹っ切ったように言葉を返す映見。その瞳には自らを認めた強さと、希望に満ちた優しさの色が浮かんでいた。




　そして、その様子を見ていた俺が思うことと言えば。

『………………はぁ？』

　何これ。ひょっとしてまたいつもの奴が始まっちゃったの？　まさか、今回って最初からそういう話だったの？　つーか、ハーミットセイヴァーってどうなの？　結構自己主張激しいよね？　第一候補だけは絶対に止めるべきだと俺も思うけど！　中二病的な意味で！

「うるさいわね、この危犬は。ちょっと静かにしてなさいよ」

　異い議ぎを唱となえようと映見に近付いた瞬間、夏野の足が俺を踏みつけた。

「今いいところなんだから。自分の力が信じられずに内向的になっていた少女が、自らが手にした力を前にして殻からを破ろうとしてる瞬間なのよ？　感動的なシーンなのよ？」

『何が感動的なシーンだよ！』

　無理矢理イイ話っぽくまとめるんじゃねえ!!

　どうして鈴菜をダウンさせるような技を、映見に植え付けているんだよ！

「あら、あの娘が手に入れた新たな力なのよ。祝福しなさい」

『その力が、藤巻蛍の作家生活に対して何の意味があるってんだよ！　その先に待ち受けているのは作家道じゃなくてバトルロードじゃねえか!!』

「良いじゃない、執筆は闘たたかいなんだから」

『お前、先輩先輩言われてるなら、もっと真っ当なやり方で殻を破ってやれって!!』

「何言ってるのよ、ちゃあんと導みちびいてあげたじゃないの。ああ、面白かった」

『あ、本音が出やがったなこの野郎。分かった！　お前、自分が面白そうだからやったってだけだろ！　最悪だ、お前最悪だ！』

　くそう、何だかいつもと違ってやけに優しい先輩面づらしてると思ったんだよ！　やっぱりかよ！　いつもこうだよ！　おい映見、帰って来いって！　そっちに行くと危険だ！

「うるさいわね。感動に水をさすんじゃないわよ」

『だ　か　ら　！』

「そろそろ黙れ」

　夏野の絶対零度の声と同時。刹那の間にホルスターから外され、そのまま落とされた銀色のハサミが俺の鼻先三センチの場所に突き刺さる。

「別に、何も間違ったことはしていないわよね？　あの娘の為になったわよね？」

『……そうですね、はい』

　目の前に迫る銀色の輝きに、俺はそれ以上異議を唱えることが出来なかった。

　ごめん映見、俺、飼い犬だからご主人様には逆らえないんだ。無力な俺を許してくれ。


　　　　　　　　



「すいませんすいませんすいませんすいませんすいませんすいませんすいませんすいませんすいませんすいませんすいませんすいませんすいませんすいませんすいません」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい」




　そして、目の前で行われている土ど下げ座ざ合戦。と言うか謝罪合戦。

『おい、あいつら何時間やってんだよ』

「そうね、鈴菜が目覚めた直後からだから、かれこれ二時間近くかしらね」

『何一つ変わっていない……殻を破ったんじゃなかったのかよ』

「まあ、そう簡単には変わらないわよ。映見の真価が問われるのはここから。あの娘がどんな風に成長していくのか、とても楽しみね」

『出来れば、お前みたいにならないことを祈るよ……』




「すいませんすいませんすいませんすいませんすいませんすいませんすいません」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい」




　鈴菜と映見の謝罪合戦は、夜遅くまで止む事はなかったという。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【ハーミットセイヴァー】……　大澤映見が窮きゆう地ちに陥ったことで発動した新たな執筆術。右手の万年筆を超高速で振ることにより空気との摩ま擦さつによる閃光を発生させ、相手が怯ひるんだ瞬間に左手の万年筆から放ったインクを顔面の秘ひ孔こうにぶつけて昏倒させる技。超近距離かつお互いに向き合った状態という状況が必要ではあるが、充分実戦レベルの執筆術と言える。大澤映見流執筆術の第一の型。


















　　　三月　一九日






　いつものように寝床の中へ本を持ち込もうとしていると、夏なつ野のさんが話しかけてきた。

「ねぇ駄犬。ちょっと出掛けて来るわ」

『……へ？』

「聞こえなかったの？　出掛けて来ると言ったのよ」

『それはまた……急な話だな』

「別に急でもないわよ。言ってなかったかしら？」

『あ、いや、どうだったかな。でも珍めずらしいな、自分から出掛けるなんてさ』

　夏野の口からそんな話が出ることが、えらく珍しい。

　何故ならこの人、筋金入りの引きこもりで。めったなことでは外出などしないのだ。

　原稿の執筆を行うのも部屋の中だし、編集者との打ち合わせも部屋の中。たまに身体からだを動かしにマンション内のジムに行ったり、厄やつ介かい事ごとが起きると外で暴れまわったりはするけれど、基本的には外に出ないインドアウーマンなのである。

「ひょっとしたら、泊りになるかもしれないわね」

『何だ、そんな遠くに行くのか？』

「別に遠いっていう訳ではないけど。ただ、帰りは遅くなるかもしれないわ。だからちゃんと留守番してなさいね」

『留守番ねぇ……』

　俺はまあ、こうして生きて話して読んでいる、春はる海み和かず人ひとという一人格ではあるのだけど。しかし肉体はただのミニチュアダックスフンドな訳で、留守番なんて言われても出来ることは限られている。

　電話に出ることも、来客の対応も、米屋の御用聞きのお相手も、犬の肉体では出来ないのだ。出来たとして、精々は番犬の真ま似ね事ごと。あとは本を読むことぐらいです。それだけは人並み以上に出来ますよ。

「大丈夫。そんな高度な事を低能犬には期待してはいないわ」

『言うに事欠いて低能とか……』

「そもそも、防犯に関してはアナタの力なんか借りなくても万全よ。鍵かぎはオートロックだし、専門の警けい備び会社にも頼んでいるし」

『その警備会社、全く信用出来ないけどな』

　どっかのアレな爺じじいと、完全に繋つながっていたじゃないか。

「それに、この部屋の中にも罠わなをゲフンゲフン……何でもないわ」

『罠が仕掛けてあるんだな!?　そうだな!?』

　聞いといて良かった！　それは俺に対しても作動する罠じゃないだろうな。いや、するに決まっている。しかも一番踏んではいけない時に作動するパターンだ。

『今すぐに解除しろよ！』

「何言ってるの。解除したら意味がないじゃない。侵入者が現れたらどうするの」

『だからって侵入者以上の危険物を仕掛けるなよ!?　本末転倒だろ！』

「……そう。そこまで言うなら部屋の中の罠は解除しておこうかしら。でも、そこはほら、私も人間だし。ミスはあるかもしれないわね。うっかり解除し忘れたり」

『敵は内側にいるってことか！』

「大丈夫。変な罠を踏んで満腹度が減ったとしても、食事はちゃんとキッチンに用意しておくから餓うえ死じにすることはないわよ」

『それ以外の原因で死にそうなんですけど!?』

　ただ留守番するだけなのに、どうして生命のピンチが訪れるんだろう。日頃の行いが原因だというのか。でも、それなら俺より先にどうにかすべき人がいると思うんですけど、どうなんですか神様。俺が悪いんだったら、その旨むねを文書にして送ってくれませんかね、ちゃんと読みますので。




『んで、珍しい格好してるけど。一体どこに行くんだ？』

　顔を上げて見れば、夏野は黒いパンツスーツを着込み、長い黒くろ髪かみもキチンとまとめている。部屋の中にいる時は基本ラフな格好をしているので、かなり新しん鮮せんだ。

『何だ、全国ハサミ即売会にでも行くのか？』

「それは来月よ」

『あるの!?』

「心配しなくても大丈夫。私がアナタを斬きるのは、この愛鋏・ハサ次郎以外にありえないの。それ以外のハサミに浮気することなんてないわ」

『じゃあ大丈夫か…………大丈夫じゃないよね？　俺を斬ることを一切否定していないもんね？』

　どんなハサミで斬られようとも、俺の痛みは変わらないんだよ。

「犬を斬らない私だなんて、それは本を読まないアナタみたいなものじゃない」

『そ、そうか。それじゃあ、仕方ないか…………仕方なくないよね？』

　巧こう妙みような話術に騙だまされるところだったぞ！

　大体、本を読まない俺とか、仮定にしたってありえませんよ。どんな並行宇宙を巡めぐろうとも、そんな俺は一匹たりともいません。本を読まなくなった瞬間に、俺の肉体は自動で爆発するからです。多分。

『それで結局、お前はどこに行くんだよ』

「結婚式よ、中学校の時の同級生、友達のね」

『…………はぁ？』

　一瞬、反応が遅れた。夏野が何を言っているのか分からない。聞き慣れない言葉に、脳が誤ご作さ動どうを起こしている。

　結婚式は、まあ良い。夏野と同い年くらいの若さで結婚する人だって、今時分珍しくはないだろう。それは良い。問題はもう一つの方だ。

『えっと、友達？　俺の聞き間違いでなければ、友達って言ったのか？』

「言ったけど、それがどうかしたの？」

『いや驚おどろくだろ。だってお前に友達がいるなんて思いもしなかったもん。それってイマジナリーフレンドとかの類たぐいではないんだよね？　リアルフレンドだよね？』

「……ちょっと、一体全体私を何だと思っているのかしら、この駄犬」

『友達が一人もいない引きこもり系暴力ハサミ女』

「そこに『生意気なペット解体が趣しゆ味みな』って文言を付け加えてくれるかしら？　ええ、大至急に」

『ごめんなさい!!』

　荒ぶるハサミが天高く嘶いなないて俺をロックオンしたので、そろそろ自じ粛しゆくします。

「私だって友達くらいいるわよ。疑うなんて失礼な犬ね」

『だ、だってさ。お前から友達の話とか聞いたこと無いし。てっきり、友達いない歴＝年齢だと思っていたよ』

「そんな訳ないでしょ。そりゃまあ多くはないけど。ちゃんと学生時代からの付き合いの友達がいるわよ」

『お前にマトモな学生時代があったのかが、まず疑わしいんだよな……。いや、学生姿のお前とか、どうにも想像出来ないんだよ』

「あら、それはもう大変おとなしく、授業もちゃんと真面目まじめに受ける、清せい楚そ可か憐れんな文学少女だったのよ。ハサミより重い物は持てないほどの、白魚のような指を頰ほおに当てて、物もの憂うげに落ち葉を眺めて過ごすような」

『へー』

　ちなみに俺はと言えば「大変おとなしく」の辺りで興味を失って読書に戻っていたため、見事な生返事です。だって、平和な学生時代とか、ありえないじゃん。何かあればすぐにハサミを抜くようなこの人が、平穏無事に過ごせた筈はずがないでしょう。きっと地じ獄ごくさ。

「へぇぇ、そんな事言うのね、この駄犬は」

『だってほら、ご覧の通りじゃないですか!!』

　確かに白く綺き麗れいな手ではあるけれど！

　そこにハサミを握ったらもう凶器さ！

　ちょっと怒っただけでこのように俺を襲おそう、そんな夏野さんが何よりの証しよう拠こだよ。目の前にしっかりとハサミが突き立っているが、本に突き立てられていないのが僅わずかな優しさと言ったところか。その優しさの配分は大いに間違っているけど。犬に向けないことが何よりも優しさなので。

　俺の向ける恐怖の視線に気付かないのか、夏野はなおも脳内学生生活を語っている。

「まあ、あまり喋しやべる方ではなかったかしら」

『口を利きけないようにされていた可能性があるな』

「そんなに活発でもなかったわね」

『自分で動かなくても事足りたという訳か』

「それでも、毎日が楽しい学生生活だったし」

『楽しいの、お前だけだったんじゃないの？』

　ちょっとした恐怖政治がクラスに敷しかれていた可能性がある。ハサミを持った悪魔が支配する、悪夢のような学生生活が。丁ちよう度ど、今の俺が置かれているような。

　しかし、夏野の学生生活という事で、気になることもある。

　確か、秋あき山やま忍しのぶのデビューは、学生時代だった筈だ。

　敬愛する大作家のルーツが、その辺りにあることは間違いがないのだろう。作家・秋山忍は、そんな学生生活の中で産うぶ声ごえを上げたのだ。そう考えると、少し興味が湧わいた。

　ちょっと想像してみることにしよう。




　放課後。

　窓から降り注ぐ夕陽。

　風に揺れるカーテン。

　遠くから運動部員達の掛け声が聞こえる。

　机に置き忘れた文庫本を取りに戻った教室で、俺は彼女と出会った。

　窓際の席に、一人静かに座っている女子生徒。

　着き崩くずされていない女子用のセーラー服。

　長い三つ編みと黒くろ縁ぶち眼鏡めがね。

　身に纏まとう雰ふん囲い気きからは、真面目な優等生という印象を受ける。

　彼女の手には一冊の文庫本。

　憂うれいを帯びた表情、濡ぬれた瞳ひとみに悲しげな色を浮かべながら本を読んでいた。















　その本の表紙に、既視感を覚える。

　その既視感の正体を確かめようと、彼女に向かって一歩足を踏み出そうとして。

　彼女が不意に顔を上げた。

　こちらをまっすぐに見つめる白い顔に、新たな感情が浮かぶ。

　それは、見られたくないものを見られた、とでも言うような拒絶の感情。

　あるいは、仲間を見つけた、とでも言うような安あん堵どの感情。

　彼女は文庫本に栞しおりを挟はさみ、机の上に静かに置く。

　そしてもう一度俺を見て、微笑ほほえみ、懐ふところから銀色のハサミを取り出し。

　獣のような鳴き声を上げて、襲い掛かってきた。




『駄だ目めかー』

　途中で妄想が限界を迎えてしまった。現実が浸しん食しよくして、いつもの夏野さんがインターセプトして来ました。まあ『真面目で大人しい文学少女な夏野』など、もともと無理がある設定だったのだ。

「で、人の思い出に領りよう空くう侵しん犯ぱんした罪科、どうしてくれようかしらね」

『妄想くらい自由にさせてくんない!?』

「大体ね、私を化け物みたいに言うなんてどういうつもり？　私だって、普通に友達と笑い合う、普通の生活しか送っていないのよ」

『そこから今の人格が生まれたなんて奇跡だよな……』

「確かに友達の数は多くはなかったけどね。その頃から、本を書いていたし。でも、そんな数少ない友達こそが真の友達。ソウルフレンドというものよね」

『まあ、お前みたいなのに耐えられるなら、そりゃ親友だよな』

　俺と同じ我が慢まんを強しいられているとか、それはもう聖人君子ですし。夏野と普通に付き合えるという時点で、器うつわの大きさが窺うかがい知しれるというものだ。

「ええ、良い子ばかりよ。今は皆海外で暮らしているけれどね。一人はラスベガスのホテルで働いているわよ」

『ほう、ワールドワイドだな』

「一人は、アマゾンのジャングルの奥地で暮らしているし」

『……ワイルドワイドだな』

「もう一人はロケットで大気圏を突き抜けて宇宙でドリルを」

『そろそろ止やめよう！　な!!』

　話の信しん憑ぴよう性せいがどんどん薄れて行く！　これ以上、夏野の友人関係に対して疑念を持ちたくないんだ!!　もう止めよう！






《以下の単語が用語集に登録されました》

【全国ハサミ即売会】……　年に二回開かい催さいされているハサミの見本市。全国各地から集ったハサミ職人が、丹たん精せい込めて作り上げた自じ慢まんのハサミを展示し、販売するイベントである。会場限定のリミテッドハサミも存在し、それを求めて前日から長ちよう蛇だの列が形成されるという。お巡りさん達に見つからないよう、開催場所は常に隠いん蔽ぺいされており、参加するには何らかのコネが必要。






『……行ったか』

　夏野は、そろそろ時間だと言って部屋を出て行った。罠について詳しい話を聞いておきたいところだったけど、さっさと行ってしまった。そもそもあの真っ黒い格好で結婚式とか本当に大丈夫なのか。ほぼ喪も服ふくだろ。

　まあ、行ってしまった夏野のことはもういい。

　問題は、残された俺の方だ。

　部屋の中に罠とか、それはホームアローンではなくてキューブの世界。常に危険が付きまとう部屋って、おかしいでしょう。そんな中に可愛かわいい飼い犬を放置するだなんて、あいつは一体どういうつもりなのか。

『行ってしまったか、そうか』

　まあ、罠については精せい々ぜい気を付けよう。最大限に気を遣つかっていれば、そうそう引っ掛かることはないだろう。

『行ったんだよな？　急に戻って来たりしないよな』

　そう、わざとらしいぐらいに何度も呟つぶやいて。

　しばらく待って。

　夏野が戻って来ないことを、確認して。

　ようやく、安堵の溜ため息いきを漏もらした。

　夏野はいない。このリビングの中には、今は俺以外には誰もいない。

　ならば、今からここは俺の城だ。

　何者にもはばかることなく、自分のやりたいようにやればいい。つまりは。

『自由、来たぁー！！！』

　この瞬間。

　俺は、真なる自由を手に入れたのだ。




　夏野が外出するというこの好機、逃してはならない。

　ここから先は、何をやっても怒られない。思わずリビングの中を駆け回る。

『自由！』

　何て素す晴ばらしい響きだろうか。

『ＦＲＥＥＤＯＭ！』

　余りにも美しいその響きに、歓喜で脳をやられそうになる。

『自由！　これが自由！　我・自由・也!!』

　何回言っても飽あきない。自由って素晴らしいですね！

　新大陸の発見にも等しい、これこそが歴史の転換点。新たなる未来への架かけ橋はし。

　目の前に広がるは、阻はばむものなど何もない無人の平原。未知なる素敵なフロンティア。

『ああ、もう最高だ。自由、なんて素晴らしい』

　そんな自由を得て、自分が何をすべきなのか。

『こんなに自由ならやることは決まっている！』

　それは、己の魂たましいが知っている。




『本を読もう!!』




　そう、それしかないのだ。

　得た自由は、読書によって消費されるべき。

　誰にも邪じや魔まされない今こそ、本を読むべきなのだ。

『本を読むんだ！　読んで読んで読みまくるんだ、読み疲れて眠るまで!!』

　お前さっきまで本を読んでいたじゃねぇか、という大宇宙からの電波を感じたけど、それとこれとは別である。だって今の俺、自由だもん。どうせ自由なんだから、本を読むしかない。時間があるなら、本を読めばいいじゃない。

　春海和人は読書バカである。

　それ以外の生き方なんて、知らない。仮にあったとしても、それは本を読んでから考えるべき事柄だ。この世の全ての問題は、本の中に答えがあるのだから！

『さて、そうと決まれば準備をしよう』

　理想的な読書の為に、努力は惜しまない俺である。

　今朝買って来たばかりの本を、普段夏野が陣取っている畳たたみの上へと並べる。どうせ本人はいないのだ、今日はここを読書の場とさせてもらおう。寝床にある黒い毛布とクッションを引き寄せて、即席の舞ぶ台たいとする。

　次は空調だ。エアコンのリモコンを器用に操そう作さし、適度な温度を確保。加湿器も動かして、本にとって優しい湿度を用意。まさに読書ソムリエ、読書コンシェルジュ、読書空間作りのスペシャリストとは俺のことだ。

　次はＢＧＭ。適度な雑音を求めてテレビを点けてみるも、何やらアイドルが歌って踊っている番組しかやっていない。アイドルとかまるで興味が無いし。

『うーん、何かちょっと違うな』

　結局、どんなＢＧＭよりも無音が一番だという結論に達してテレビを消す。きらびやかな衣い装しように身を包み、妙なポージングでテンション高く客席を煽あおっているアイドルの姿が、黒い画面に切り替わった。

　最後に、一番大事な、本のセッティングに入る。これ次し第だいで今日の読書の充実度が変わるのだ、決して疎おろそかには出来ない。ここに、俺の審美眼が求められている。新刊だけではなく、秋山忍の『膳ぜん　─ＺＥＮ─』や『徐じよ々じよに奇妙な食券』なんかの、かつて読んだ本も取り混ぜて、二〇冊ほどを選び出した。更に今日の体調を考こう慮りよして、読む順番を決定。それを右から並べて行く。自分で設定したラインナップの見事さに、思わず溜め息が漏れる。

『……決まったな』

　一いち分ぶの隙すきもない、読書態勢。本に囲まれたこの舞台は、マジノ線のごとき鉄てつ壁ぺきの守備。誰も、俺の邪魔をすることは出来ない。

　目の前に広がる光景に舌なめずりを一つ。

『それでは、じっくりとゆっくりと、読もうじゃないか！』

　本能の赴おもむくまま本を手に取り、そのまま本の世界にダイブしようとして。




「へぇ、私がいなくなった途と端たんにそういう行動を取るのね、この駄犬は」

　そんな声が、すっかり油ゆ断だんしていた俺の背中に投げかけられた。




『夏野さん!?』

　まだ出掛けていなかったの!?

　しまった、完全に油断をしていた！

「随ずい分ぶんとふざけたことをしてくれるじゃないの。どうしてやろうかしらね」

『ごごごごめんなさい!!　悪気はなかったんです、私は貴女あなたの奴ど隷れいであるからして、自由なんていらないの！』

「ええ、まずは斬ってから考えましょうか」

『止めて！　確かにちょっとだけ調子に乗ったけど、ええ、しかしもう心を入れ替えましたんで!!』

　こうなったら謝あやまるしかない。台風が過ぎ去るのを、じっと待つ以外に方法はない。そうすれば、結果的に被害が少なくて済むんだ。無む駄だな抵抗は止めた方がいい、兆倍になって返ってくるのは確定的に明らかなのだから。

「さあ、どこから斬って欲しい？　ロース、カルビ？　それともハツ？　好きな部位を言いなさい。答えは聞いてないけど」

『ひぃぃ……』

　もう生きている心地ここちがしない。背後に迫り来る暴ぼう虐ぎやくに、犬の肉体はあまりにも無力だ。とにかく、普段通りの従順さで事態を乗り切ろうと我慢して。

「私がいなくて気を抜いた駄犬に、お灸きゆうをすえないとねぇ」

『…………ん？』

　何か、違い和わ感かんを覚えた。




　殺気が、違う。

　普段夏野が発する、背中の毛が全すべて燃やし尽くされるような熱が感じられない。精々が熱湯くらいの熱さ、そんな温ぬるい殺気だ。

　更には俺に投げかけられる夏野の声が、少し軽いように思える。凍えるようなあの冷たさが、そこにはない。夏野と暮らし始めてからこの方、毎日のように悪あく罵ばを受け続けてきた俺の勘かんが、何かを訴うつたえている。

　それに、何よりもおかしな点は。

『ハサミが、飛んで来ない……!?』

　普段の夏野なら、そろそろ口撃からハサミによる執しつ刀とうにシフトチェンジする頃合いだというのに。今の夏野は罵ば声せいを浴びせるばかりで、実力行使に出ようとしない。

『……妙だ』

　手よりも先にハサミが出る夏野にとって、それは明らかな異常。

「どうしようかなー、斬ろうかなー」

　依然として夏野の言葉は続いている。ここで下へ手たに振り返れば、夏野を刺激することにもなりかねない。それは猛獣の前で生肉を抱えながら裸で踊り出すような迂う闊かつさで。

　しかし、今は自分の勘を信じる。

　ようやくの自由を前に、避さけては通れぬ道を進む。

『ああもう！』

　意を決して振り返ると。

　そこには誰も、いなかった。




『やっぱりか!!』

「叩きにするか、開きにするか、どっちが良いかしらね？」

　本人不在にもかかわらず、なおも室内に流れる夏野の声。

　その出所を辿たどってみると、リビングの隅、本革のソファに隠れるようにして、小さなスピーカーの付けられたＩＣレコーダーが置かれていた。レコーダーのスイッチを切れば、声も止まる。

『あいつめ、こんな小細工を……』

　夏野が出掛けて油断していた俺を、驚かせようとしたのだろう。アラーム機能を使用して、丁度俺が気を抜く頃合いを見計らって、自分の声が再生されるように仕掛けたのだ。その目もく論ろ見みにまんまと引っ掛かっている自分が情けない。

『つーか、もう完全に、俺に対する悪意だよねコレは』

　ただの嫌がらせか。どうしても、俺に自由な時間を与えないつもりなのか。

　しかし、読書の徒とと化した今の俺に対しては、どんな妨害も無効で。この屈くつ辱じよくも汚名も、本を読める自由の前には無力だ。

『……これだけじゃ、ないな』

　あの夏野が、俺を一回ビビらせたくらいで満足するとは思えない。他にも、何か仕掛けがあるに違いない。

　先程開いた本を閉じ、畳の上に戻す。このままでは、充実した読書タイムなど送れる筈もない。全ての懸けん案あん事じ項こうを解決しなければ、俺の読書は完成しない。完全なる読書、パーフェクトリーディングは成立しないのだ。

　犬の嗅きゆう覚かくを総動員。部屋の中、怪しい場所を片っ端から捜索して行く。

　こんな時、犬の肉体でよかったと思う。




　で、結果として。

『よくもまあ、こんなに仕掛けたもんだ』

　出るわ出るわ、夏野のトラップ。

　時間をずらして再生されるようにタイマーが仕掛けられたＩＣレコーダーが数点。コンセントに設置された、あるいは花か瓶びんの中に仕込まれた、盗とう聴ちよう用ようと思おぼしき発信機。更には天てん井じよう近く、監かん視しカメラのようなものがいつの間にか取り付けられている。

『確かに、命の危険が及ぶような罠は無かったけど……逆に怖えよ』

　俺の自由が、常に危険に晒さらされているみたいで。

『さて、どうするかな』

　下手に動かせば、夏野に察知されるかもしれない。察知されたら後で酷ひどい目に遭あわされるに決まっている。だからあくまでも偶然を装よそおって、排除しなければならない。

　ＩＣレコーダーは、さっきと同じ要よう領りようでスイッチを切って無効化。

　盗聴器は、音をたてないように注意しつつ取り外し、まとめて廊下に投棄。

　時折『あー今日も夏野様のおかげで本が読めて幸せだなー！』『本当に夏野様みたいな超美人でナイスバディと毎日一緒に暮らせて最高だよな！』『夏野様大好き！　結婚して！』などと、適当な言葉を吹き込んでおく。そもそも俺の言葉が、盗聴器越しに聞こえるかどうかなんて分からないけど、まあやっておいて損はない。

　最後に、一番大事な監視カメラ対策。

　ここでは、俺の実物大ぬいぐるみを利用させてもらう。

　以前夏野が、『どれぐらいの強さで斬ったら犬の中身が出るか限界を確かめる為に、精せい巧こうなぬいぐるみを用意してみたの』と言って作った代しろ物ものだ。結局試すまでも無く、実際の俺に被害が及び続ける為に、ぬいぐるみの方は無傷で残ってしまっている。こんなところで役に立つとは思わなかった。

『これで、良し』

　ぬいぐるみを引っ張り出して来て、カメラの撮さつ影えい範囲内に置く。カモフラージュの為に、周りには本を数冊散りばめる。当面の間はこれでごまかせるだろう。

『さて、と』

　これで、懸案事項はクリアした。

　とんだ邪魔が入ってしまったけど、これで問題はない。最高の読書の為には、最高の下準備が必要なのだ。そう考えると、罠を探して部屋中を駆け回った今の騒そう動どうも、ちょっとした準備運動である。

　いい汗をかいたなら、次は心の汗をかこう。

　心地良い疲れを迎えるような、気持ちの良い読書をしよう。

『待たせたな、愛いとしの本達よ!!』

　今度こそ、本を読みまくってくれる！

　再度本に向き合い、一度だけ深呼吸。

　そして、いざページをめくろうとして。

『～～♪』

　新たな音が聞こえて来た。




『お次は何だ!?』

　本を置き、音のした方を見る。キッチンへの扉の近く、電話台の上に置かれているファックスが、紙を長々と吐き出していた。またもや妨害されるのか。

『何だよ、ファックスの受信音か。もう……』

　受信音が消えた後も、ブベベベベと紙を吐き出し続ける音が消える気配は無い。仕方がないので近づいて確認する。ファックス用紙の端。差出人の物と思われる署名は。

『大おお澤さわ……愁しゆう山ざん？』

　そこには、珍しい人物の名前があった。

　重厚な歴史小説を得意とする、高名な作家。以前、夏野のストーカーを捜索する際に、廃工場にて俺達の前に立ちはだかった相手でもある。その時には、夏野が大暴れして、愁山は吊つるされたり、蹴けられたり、漏らしたりと、かなり酷い目に遭った。その痴ち態たいを目にした俺の愁山に対する認識も、随分と地に落ちたのだった。

『でも、何であいつからファックスが？』

　疑問を浮かべる俺の目の前、ようやく全ての紙が吐き出された。ファックス用紙には、細かい字で何かがビッシリと書き込まれている。興味を惹ひかれて読んでみると。




　──大澤愁山だ。秋山忍よ、先月貴様の出した新刊を読ませてもらったぞ！　なんだあれは、まったくけしからん！　あんな、若者同士のふしだらな恋愛模様を見せつけるなどと、貴様にはモラルというものはないのか！　しかも好き合っている二人が男とはどういう了見だ！　危うく新しい価値観の創造を迎えるところだったぞ！　どうしてくれる！　これを妻に相談したら、凄すさまじい目で見られたぞ！　危うく漏らすところだったではないか。しかも、かれこれ三日間は口を利いてくれん！　全て貴様のせいだ！　他にも言いたいことがあるぞ！　まずは第一章、二ページの三行目からだ！




『新刊の感想かよ！』

　最初の数行だけを読んで、顔を上げる。

　あのお漏らしはわわ爺め。こうしてわざわざ感想を送ってくるだなんて、もう大ファンじゃないですか。語調こそ批判的なものの、書かれている文章の量から察するに随分と読み込んでいるのだろう。どんなツンデレだよ。

　しかも、何かに目覚めかけているし。ついでに、また漏らしそうだし。

　そういうのはいちいち報告してくれなくてもいいんだよ。お漏らしはわわ爺が何に目覚めようとも、たとえシモの具合が悪かろうとも、そんな情報は要らない。

　あと、その本は勿もち論ろん俺も読みました。

　俺が目覚めたかどうか。それはまた、別の話。




『～～♪』

　大澤愁山からの感想文から目を離し、読書に戻ろうとしたところで、またもやファックスの受信音。

『何だ、また大澤愁山か？』

　まだ感想が終わってなかったのか、とうんざりしたが。

　しかしファックス用紙に書かれているのは、別人の文字。慌あわてて書きなぐったような、必死な感じの文字。差出人として書かれている署名は。

『映は見み？』

　かつての俺のクラスメイトにして大澤愁山の娘、大澤映見のものだった。

『何で、映見までファックスを』

　大澤家の番号から連続して送られてきたファックス。大澤家では夏野宛にファックスを送るブームでも来ているのか。ファックスには、先程の愁山と同様に小さな文字がびっしりと書き込まれている。映見も新刊の感想を書いてきたのだろうか。




　──す、すいません。突然ファックスしてすいません。何か、その、私が悪いんです。全部、私のせい、なんです。私がパパに、秋山先輩の新刊の話なんか、しちゃったから。パパが変なの送ってごめん、なさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさいごめんなさいごめんさないごめさんないめんごさないごめさんないごごごごめめめめごごごさささごごいいい。




『うわぁ……』

　そんな、映見からの必死な謝罪文が、どんどんとファックスから吐き出されていき、床に積もっていく。用紙にはびっしりと謝罪の言葉が書き込まれていて、凄く怖い。

　結局、映見からのファックスは数メートルに及び、その全てが謝罪文だった。ファックス越しであっても、映見の性格は変わらないらしい。この前の鈴すず菜なとの一件で少しは改善されたかのようにも思えたんだけど。まあ、夏野に後でフォローしてもらおう。




『～～♪』

　なんかもう、色々と溜め息つきながら、床に広がったファックス用紙をまとめて片づけようとして。更に受信音が聞こえる。

『またかよ!!　どうして今日はこんな、ファックスが大だい盛せい況きようなんだよ!!』

　普段、こんなに来ることなんて無い。何だ、夏野家春のファックス祭りか？

　今度のファックスには署名が無い。ファックス本体の送信者の欄らんにも、何故か何も表示されていなかった。いたずらか、と思って読んだファックス用紙には。




　──呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪呪。




『怖いなッ!!』

　いたずらじゃなくて呪いだった。

　何これ何これ。一体どんな恨うらみを買えば、こんな禍まが々まがしいファックスを受け取ることになるの。夏野さんってば、一体何をしでかしやがったんですか!?　見るだけで怨おん念ねんに囚われそうな脅きよう迫はく文ぶんを、どうして俺が見なきゃならないんだよ。俺は無関係の犬だよ！

『どうすりゃいいんだ。これ』

　呪いの用紙は、依然として機械から吐き出されている。下手に受信を止めると、余計に呪われそうで。俺は黙って、床を埋めていく呪いを見つめ続けるしかなかった。




　そのまま、ファックス用紙が切れるまで受信は続いた。見続けていたせいで、視界にびっしりと『呪』の字が焼き付いてしまったような気もする。

　大澤愁山のツンデレ感想。映見の謝罪。そして見知らぬ誰かからの呪い。リビングの床がすっかりファックス用紙で埋まってしまっている。

『で、それの後片付けをするのは俺なんだよな』

　散らかったのは俺のせいではないとは言え、このまま放置していたら後で夏野に怒られるに違いない。一応は留守番を仰せつかった身だ。ファックス用紙をうまいことまとめて、ちゃぶ台の上に置いておく。

『……疲れた』

　ぐったりと、読書用の寝床の中に倒れ込む。

　犬にあんまり無理をさせないで欲しい。まだ一ページたりとも読書していないというのに、この疲労感はどういうことだろうか。もう、神が俺の読書を妨害しているとしか思えない。俺の周りを囲む本達が、恨みがましい眼でこちらを見ている気がした。

　しかし、この程度でくじけてはいられない。

　俺には読書をする義務と権利と意志と覚悟があるのだ。

　神が与えたもうた試練なら、絶対に乗り切ってみせる。

『どんな困難がやってこようとも負けるか！　俺は、本を読むんだ!!』






《以下の単語が用語集に登録されました》

【膳　─ＺＥＮ─】……　秋山忍の著作。『心を込めた料理を毎日作り続けなければ死ぬ』という一日一膳の呪いを掛けられてしまった料理人・道みち鍋なべ健けん一いちが、世界各地を旅しながら人々に料理を届けて行くバトル料理小説。日付変更線上で行われた料理勝負によって呪いを打破するラストシーンは大きな話題となった。

【夏野家のファックス】……　これまで送られてきた中での最長は、柊ひいらぎ鈴菜が送信した『私の考える最高のドＭ的シチュエーション』であり、ファックス用紙一ロール分を使い切った。後日郵送されてきた『私の考える最高のドＭ的シチュエーション　ディレクターズカット版』は郵便受けからそのままゴミ箱へとボッシュートされた。






　夏野の仕掛けたトラップは全て解除した。ファックスはもう紙が尽きた。念の為に電話線も抜いておいたから、急な電話に邪魔をされることも無い。

　準備は万ばん端たん。後は読書を始めるだけ。しかし、あらゆる妨害を乗り越え、改めて読書に向かおうとした俺の前に立ちはだかったのは。

『……お腹なか、空いたな』

　空腹だった。

　俺の肉体がエネルギーの補給を要求している。勿論、空腹なままでも読書は可能だけど、今日のテーマは完全なる読書。このままでは雑念が混じってしまう可能性がある。

『先に、何か腹に入れておこうかな』

　焦あせってはいけない、青き清浄なる読書の為に、今はコンディションを整えることだけを考えよう。

　そうと決まれば腹ごしらえだ。




　しかし、そんな俺の計画は早くも瓦が解かいした。

『……無いぞ？』

　流し台の上にも、テーブルの上にも、食器棚の中にも、食事らしきものがないのだ。綺き麗れいに片づけられたキッチン、食事の支し度たくがしてあるようには見えない。

　これは俺を餓が死しさせようとする夏野の策略か！　と思ったけれど、夏野にそんな噓うそを吐つく理由はないし、俺をどうにかする気なら手ずからハサミを携たずさえてやって来るだろう。だからきっと、食事の類たぐいはどこかにある筈だ。

『……もしかして、あれか？』

　流し台の上に飛び乗り、高い位置からキッチン中を見回すと、食器棚の奥に白い箱が置かれているのを発見した。それは冷凍宅配などに使用される、生鮮食品などを保冷する為の発泡スチロール製の箱。通販か何かで頼んだものだろうか、表面には配達用の伝票らしきものが貼はってある。

『あの箱の中に、何か食べ物が入っているのかな』

　そう考え、床に降りて白い箱に近づこうとして。

『へ？』

　しかし、足が進まなかった。

『あれ……あれ？』

　縫ぬい付つけられたように、まるで俺の足が意思に反逆しているように、動かない。

『何で、あれ、何で？』

　空腹なのだ。

　一刻も早く食事にしたいのだ。

　その為には、早くあの白い箱に辿たどり着つかなくてはならない。

　なのに、どうして俺の足は言うことを聞いてくれないのか。

　白い箱の元に辿り着くことを、俺の肉体が妨害しているようで。あの箱こそが俺にとっての破は滅めつの未来だと、身を挺ていして訴えかけているようにすら感じる。

　それでも、足をゆっくりと動かして進む。意思の力で肉体をねじ伏せるのではない。赤ん坊をあやすようにして、ゆっくりと、優しく足を動かして前へ進む。

　そうして白い箱の前に辿り着いた。

　箱の表面には配達用の伝票が貼り付けられている。そこに書かれている文字は、俺が良く見知った物で、それを見て俺は全てを理解した。何故、俺の肉体が、この箱に辿り着くのを拒こばんだのかを。

『そうか。そういうことか』

　最初から、予感はあった。

　それなのに、気付かない振りをしていたのだ。

『ああ、分かっているさ、俺』

　箱の中身は分かっている。

　どんな絶望が入っているのか、俺はちゃんと理解している。

　その先に、希望なんてものが無いことも理解している。

　それでも、開けなければならない理由がある。

　俺が俺である為に、春海和人が春海和人である為に、この箱を開けなければならない。

　発泡スチロールの蓋ふたをずらすと、胸を打つ程に刺激的な香りが、キッチンに満ちる。

　白い箱の中には保冷剤に包まれた透明で、大きなタッパー。

　前足を器用に動かし、タッパーの蓋を開ける。




　中には、カレーが入っていた。




『………………ああぁ』

　予想に違わぬ黄褐色。

　分かっちゃいるけど、止められなかった。

　白い箱の表面。伝票には差出人として書かれた『春海円まど香か』の名前。

　そして目の前。タッパーの蓋の上には『春海円香』からの手紙。




　──新作のカレーを作ったので送ります。和かず兄にいと一緒に食べてね♪




『円香の奴……』

　カレー。

　各種スパイスを使って肉や野菜を煮込んだ、非常にポピュラーな料理である。

　どの家庭の食卓にも上る、国民食と言っても良いほどの人気料理。学校の給食等にもしばしば登場する。子供から大人まで皆大好きの定番メニューだ。カレーに勝る料理なんてありません。

『この、円香の作ったカレーのことさえ知らなければな』

　このタッパーの中にあるものは、カレーであってカレーではない。もっとおぞましい何か。カレーの名を冠かんすることすら、ある種の冒ぼう瀆とくに当たる存在。我が妹、春海円香が丹精込めて作り上げたそれは、既き存ぞんのカレーの概がい念ねんを根こそぎ破壊するかのような、革新的にして致命的な新しん機き軸じくの料理なのである。

『でも……妹の、円香の作ったカレーだ』

　妹が作った料理ならば、それがどんなに危険な物体であろうとも、無視することは出来ない。どんなに料理として破綻していようとも、毒物として完成されたものであっても、円香が丹精込めて作った料理であるのだから、決して無む駄だには出来ない。

　兄として、その全てを平らげなければならないと、世界お兄ちゃん憲けん章しようにもしっかりと明記されているのだ。

　だから、食べる。

　それは兄として当たり前のこと。

　当たり前のこと、なんだけど。

『今回のカレー。これは、何だ？』

　一見して、見た目は普通である。

　ルーの色は普通。一般的にカレーと聞いて思い描く色をしている。赤かったり、青かったり、オレンジだったりしない。

　続いては具。どうやら、特別変わったものは入っていないようだ。見える部分だけで、じゃがいも、ニンジン、豚肉と、普通の食材を使っている。無機物だったり、蠢うごめいたりしている様子は無い。奇跡だ。

　そして香り。かなり強いものだが、ごく普通のカレーのものである。むしろ香ばしくて食欲をそそる。変に甘かったり苦かったりという感じはしない。これも奇跡。

『そうか、円香の奴。ついにやったんだな』

　円香はついに、普通のカレーを作れるようになったのだ。

　確かに、あれだけ熱心に料理を続けていたのだから、そろそろ抹まつ殺さつ料理娘→普通の料理好きな女の子にクラスチェンジしてもいい頃合い。その結果としての今回のカレー。これはつまり、円香の成長の証あかしなのだ。

『……よし、夏野が帰ってきたら一緒に食べよう』

　これは素晴らしい物に違いない。だから、だからこそ、これを俺だけで食べるなんて勿もつ体たいないじゃないか。

『そう。そうだ、勿体ない、勿体ないから後に取っておくだけなんだ。別に食べないなんてひと言も言っていない。食べる、食べるさ。勿論食べる。ただ、いつ食べるかを決めていないだけ。つまり、その気になれば一週間後、二週間後も可能という事だ』

　だって普通過ぎて逆に怖いんだもん。

　他の奇跡のせいで、最後に残った味の部分は別の奇跡が発生しているに決まっている。多分、ケミカルバイオレンスな奇跡が発生している、しかも一撃必殺系の奴。食べたらイチコロな感じの奴。

『すまない円香。後で夏野と一緒にちゃんと食べるから』

　そっとタッパーの蓋を閉じると、カレーの香ばしい香りが薄らいだ。

『別にカレーが嫌いな訳ではないんだ。ただ、今はちょっとタイミングが悪くて』

　何しろ夏野がいないというこの状況。ここで俺が倒れた場合、いつものように介かい抱ほうをしてくれる人がいない。口にした瞬間に効果はバツグンで、目の前が真っ暗になってしまうかもしれない。だから今は、退しりぞく。

『しょうがない。空腹のまま読書をしよう』

　早くこのカレーを片づけて、読書を始めよう。

『でも、良い匂においは良い匂いだけど……凄い匂いだよな』

　犬の敏感な嗅覚には、このカレーの匂いは少し強すぎる。このままキッチンにいたら、それだけでどうにかなりそうだ。一体何を入れたんだよ妹。見た目も中身も普通っぽいのに、匂いが強い。局地的にインドが出現したみたいになっていますよ。

『…………ん？』

　前足を動かし、発泡スチロールの箱を閉じようとして、タッパーの蓋が開いていることに気が付いた。

『何だ、蓋が開いていたのか』

　道理で香りが充満していると思った。このまま放っておいたら、完全なるインドがこのマンションに誕生しかねない。

『あれ？　でも、さっきちゃんと閉めなかったっけ？』

　そう疑問に思いながら、ちゃんとタッパーの蓋を閉めて、保冷剤で囲んで、発泡スチロールの箱の蓋も閉める。これでオッケー。

　空腹は最高のスパイスとも言う。考えようによっては、空腹であることでより神経が研とぎ澄すまされて深い読書が出来るかもしれない。そうだ。そうに違いない。

　それでは、お待たせしました。

『最高の読書を、始めよう』

　そう高らかに宣言した瞬間。

　ガリガリガリガリガリガリガリガリガリガリガリガリガリガリガリガリガリ。

　リビングの方から、新たな異音が鳴り響いた。




『今度は何だ!?』

　異音。ガリガリガリと、何かを引ひっ搔かくような音が聞こえて来る。

　運命はどうあっても、俺の読書を邪魔したいのか。

『もう、何が来ても驚かないぞ!!　かかって来やがれ!!』

　そろそろ本当に泥棒が出て来るんじゃないか、そんな事すら思ったけれど。しかし訪れたのはそれ以上に厄介な代物だった。

『…………うわぁ』

　窓ガラスの向こうに広がる衝しよう撃げき的てきな光景。ロープで身体を縛しばられて物干し台に吊り下げられた柊鈴菜の姿があった。

　柊鈴菜。

　変態である。

　見知りたくないのに、見知った顔。夏野霧きり姫ひめの、秋山忍の担当編集者であり、犬である俺の話が通じる数少ない人間である。だからかなり重要な人物ではあるのだけど。

『あいつ、何やってるんだ？　不法侵入？』

　何が楽しいのか、縛られて吊るされたまま、鈴菜は満面の笑みを浮かべている。それは確実に公共の電波に乗せられないレベルの顔だった。

「!?」

　俺の蔑さげすみの感情でも感じ取ったのか、鈴菜は首だけをグリンと回しこちらを見る。

『見つかった!?』

　鈴菜は嬉うれしそうな笑みを一つ浮かべ、唯一自由な右手を思いっきり振っている。

「…………！　…………!!」

　何かを言おうとしているようだが、ロープが喉のどにまで食い込んでいるようで、しっかりとした声が出ていない。

『……いいや、無視しよう』

　ロープを外して、何を言っているのか確かめようかと一瞬思ったけれど。どうせ『こっそり侵入すればきっと秋山先生は帰ってきた後に激怒して私を斬ってくれるに違いありませんよぉ。どんな風に斬って貰もらうのがいいですかねぇ？』とか、壊れた妄想を言い出すに違いない。下手に関わると、またもや俺の読書が遠のく予感しかしません。

　全てを忘れよう。変態なんていなかったのだ。

　カーテンを閉めて、変態の姿を視界から消す。

　ついでにさっき止めたＩＣレコーダーに録音された夏野の声を、大音量で流してみる。突とつ如じよとして響き渡る夏野の罵声に、どんがらがっしゃんと大きな音が一つ聞こえて、やがて辺りは静かになった。

『悪は去ったか』

　バルコニーで何が起こったのかは分からない。

　カーテンを開けてみようとも思わない。

　変態はしぶといのだ、何度でも蘇よみがえるに違いない。明日になればまたやって来るだろう。変態はくじけない。変態は諦めない。

　だからこそ、変態は変態なのだから。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【ＩＣレコーダー】……　夏野霧姫の選りすぐりの罵声が数時間分収録されている、特殊性せい癖へきをお持ちの方にとっては垂すい涎ぜんの一品。とある筋では、ひと罵声あたり数万円という高値で取り引きされることがあるらしい。






『さあ、読書を始めよう！』

　夏野のトラップも全て解除した。

　ファックスはもう紙が尽きた。

　電話が鳴らないように電話線も抜いた。

　バルコニーの変態は始末した。

　カーテンもしっかり閉めた。

　もう空から何か降ってきても気にしない。

　準備は万端！　今度こそ！

『読書を！　読書を始めるんだ！』

　そう意気込んで、寝床の毛布に戻り。さっき閉じた本を開こうとして。

『……カレー臭くさい』

　リビングの中に、カレーの香ばしい匂いが充満していた。

『ああ、もう！』

　本に没ぼつ頭とうしてしまえば、匂いなんて気にならないのに。一度気にしてしまうと、どうしても駄目だ。

　カレーの香りは、当然ながらキッチンから漂ただよって来る。円香のカレーこそが、その源泉。後で食べると言っているのに、どうしてこんなにカレーなんだよ。落ち着けよカレー。何でそんなに茶色いんだカレー。

　キッチンへと飛び込んで。床に置かれているカレー入りタッパーの蓋を閉め、食器棚の奥に置かれた白い発泡スチロール製の箱に戻して、厳げん重じゆうに蓋を閉める。そして換かん気き扇せんを最大威力で回す。

『これで、いいだろ』

　全て解決。問題なし。オールグリーン。

　さて残った問題は、俺が本を読んでいないという事だけ。つまり、後は俺が本を読めば全て解決という事になる。

　だから、読むよ！

　読んで読んで、ひたすらに読むよ！




　瞬間、頭をよぎる疑問。

『……あれ？』

　俺の今の行動に、何か、妙な点がなかっただろうか。

『何だ？』

　考える。何かが手遅れになっているような焦しよう燥そうを覚えながらも、考える。

　俺が今行ったのは、カレースメルがリビング中に蔓まん延えんしていたので、香りの元となる存在を封じ込めただけ。キッチンに飛び込んで、カレーの入ったタッパーの蓋を閉め、発泡スチロール製の箱に詰め直した。

　元々の状態に戻しただけ。それだけの筈だ。

　それ以外に何も、おかしな点はなかった。

　いや。




『…………タッパーを、箱に、詰め直した？』




　鈴菜が現れる前の行動を思い出す。

　あの時も、俺はタッパーの蓋を閉めて箱に詰め直した。カレーを出来るだけ遠ざけたいという気持ちがあったから、上にどっさりと保冷剤を乗せ、厳重に行った。二度と出したくないから、蓋もきっちり閉めた。

『……でも』

　それが今は、どうだっただろうか。タッパーを箱に詰め直したということは、つまり、タッパーは箱の外にあったということだ。箱に入れた筈のカレーのタッパーが、俺の知らないうちに、箱の外に移動していたということだ。

『誰かが、箱からカレーを取り出した？』

　そんな筈はない。今、この部屋には、俺以外に誰もいない。カレーを取り出す他の誰かに心当たりなんて、ない。

『誰かが……いる？』

　常識では説明のつかない、不具合がある。

　軽く吠えてみるも、反応はない。

『誰か、誰かいるのかー？』

　匂いを嗅かいでみるも、お馴な染じみのカレー臭以外に、不自然なものはない。

　違和感。この部屋の中には、俺以外には誰もいない。しかし、明らかに俺以外の誰かの行動が行われている。

『な、何なんだ』

　思わず背後を振り返ってしまうが、勿論そこに何かがいる筈もない。似たような感覚を、ストーカー騒動の時に感じた覚えがある。まるで誰かに見られているような。

『監視カメラが、まだ残っている、とか？』

　もう一度辺りを調査するも、それらしき影はない。しかし、どこからか、視線を感じる。その視線は、俺が顔を上げて探せば消える。しかし、俺が視線を外すと再び現れる。俺のことを監視しているかのように、消えることはない。

『き、気のせい、だよな？』

　そうだ、普段から夏野に襲われ続けているせいで、周りの気配には敏感になってしまっているだけ。そのせいで、ちょっとした違和感を拡大解釈してしまっているだけだ。カレーだって、何かの拍ひよう子しで蓋が開いてしまっただけのことだよ。

『そう……気のせいだ』

　この部屋に、俺以外の存在がいて、俺のことを監視しているなんて事はない。

『今日は走り回ったり叫んだりしたから、疲れてるんだよな』

　疲れてるから、ちょっとしたことが余計に気になっちゃうんだ。

『そうだ。こういう時は、気晴らしに……』

　リビングを横断し、観葉植物を引っ張って来て、すぐ近くに置く。ついでにファックスやらちゃぶ台、小型の家具を運んで来て。

『あれれー、なんかバリケードみたいな物が出来ちゃったぞー』

　変だなー。気晴らしにちょっと部屋の模様替えをしようとしただけなのになー。外敵から身を守る為の防ぼう護ご壁へきなんて作るつもりは全くなかったのになー。

『誰もいないよな、視線を感じるとか気のせいだよな、うん』

　まあ本当に完全に完かん膚ぷなきまでに気のせいなんだけど。せっかくこんな物が出来たんだから入っちゃおうかな。寝床と毛布と本を持ちこんじゃおうかな。うん、気のせいなんだけどさ。

　バリケードの中に入り、毛布にくるまった瞬間。

『……ッ!?』

　一際強い視線を感じた。今までよりも近くから、じっと俺の事を見ているような。まるで、すぐ後ろから見つめられているような視線。

『き、気のせい気のせい気のせい』

　更に黒い毛布にくるまる。得え体たいの知れぬ恐怖の感情に晒される小さな肉体。事ここに及んでは本を読み始めることも出来ず、ただガタガタと震えるしかなかった。

『気のせい気のせい気のせい気のせい気のせい気のせい気のせい気のせい気のせい気のせい気のせい気のせい気のせい気のせい気のせい気のせい気のせい…………』


　　　　　　　　



　目を開く。

　おぼろげな視界の中、背中に感じるのは誰かの体温と、自分を見つめる大きな瞳。いつの間にか、眠ってしまっていたのだろうか。

『……夏野？』

　俺の言葉に、夏野は優しげな微笑を浮かべる。それは、いつも見せる物とは少し違う温かい笑み。赤みがかった大きな瞳が、俺の顔を覗き込んでいる。















「どうしたの？　何だか随分とうなされていたわよ」

『うなされていた？』

「ええ。何か怖い夢でも見たの？」

『夢？』

　窓の外は既に夕ゆう闇やみが降りている。

『夢……そうか、夢か』

　あれは夢だったのだ。あの恐怖も。視線も。香りも。全てはただの夢だった。

　夏野の膝ひざを枕にして寝ているらしく。背中には確かな温もりを感じる。目の前には夏野の笑み。何だろう、こんなに温かい人だっただろうか。いや、それは、俺が多くを知らないだけで。きっと、この姿も夏野の一面で。

『泊りじゃ、なかったのか？』

「少し早く切り上げて来たのよ」

　夏野の吐息から、僅わずかにアルコールの匂いを感じる。

『何だよ。のんびりして来ればよかったのに。久しぶりに友達に、会えたんだろう？』

　友達というものは、大切なものだ。

　この姿になった今、本当にそう思う。

「そうね、今日は皆と色々と話も出来て良かったわ。でも家で孤独に震えている駄犬が可哀かわい相そうだから、特別に戻ってきてあげたのよ、感謝しなさい」

『……孤独？』

　その言葉に、妙な納なつ得とくを覚える。

『そうか……俺、寂しかったのか』

　一匹だけで過ごした、今日という日が。自分が思っている以上に、寂しいと、孤独だと感じた。だからこそ、あんな恐ろしい夢を見たのか。

　夏野と過ごす日々。夏野が本を書き、俺が本を読む日々。乱入者があったり、厄介事に巻き込まれて、そうして騒ぐ日常に、いつの間にか慣れてしまっていたらしい。結果として俺が被害を受けるとしても、その騒がしさ自体は、決して嫌なものではない。本来ならば喪うしなわれた筈のこの人生が、まだ続いていると教えてくれるから。

　本を読むことは、一人で出来ても。

　生きることは、一人だけでは出来ないのだから。

「大丈夫よ。怖いことはもう無いわ。ずっと傍にいてあげるから安心して寝なさい」

『ああ、ありがとう』

　呟きながら、目を閉じる。

　全身に伝わる温もりに、身を委ゆだねながら。

　こういう穏やかな日々こそ、俺が生きている証だと、そんな風に思い。

　そして、再び眠りに落ちて行った。


　　　　　　　　




　　　三月　二〇日






『……朝か』

　窓から差し込む朝の光に、ゆっくりと目を開ける。

「あら、起きたのね、駄犬」

　目に入ったのは、夏野の姿。部屋の中央の畳に座り、呆れるようにこちらを見ていた。

「アナタ、何か随分と締まりのない顔をして寝ていたわよ。何か良い夢でも見たの？」

『夢……そうか、あれは夢だったのか』

　奇妙な夢を見ていた。非現実的な光景。ありえない情景。まだ目覚めの曖あい昧まいさで、頭も上う手まく働かないけれど。その奇妙さだけは、まるで現実に体験したことのようにありありと思い出せる。

「へえ、どんな夢だったの？」

『いやさ、驚くことに、夏野が優しいんだよ』

「……それで？」

『現実での夏野は暴力ばかり振るう酷い奴なのに。夢の中の夏野は俺に優しい良い奴なんだ。まあ、優しい夏野なんてありえないから夢なんだけどさ。超ビックリだよな』

「……それで？」

『でも夢って最高だよ。なにせ夏野が優しいんだから。現実の辛つらさ、痛みを、忘れさせてくれるから。俺の現実って、やっぱり過か酷こく過ぎるもん』

「そうね、だったら、ずっと、永遠に、醒さめない夢を見させてあげましょうか」

『ああ、何か急にまた眠くなってきた、もうひと眠りするかな……』

「寝かせると、思っているの？」

『思ってないです。ごめんなさい、すいません　起きています！　だから助けて！　永遠の眠りに就つかせないで！』

　寝起きの俺がとんでもないことを口走っている間に、逃げる機会を失っていた。狸たぬき寝ね入いり失敗。寝たふりでごまかそうにも、既に手遅れでした。

『つーか、いつ帰ってきたんだよお前』

「ついさっきよ。式のあったホテルで皆と話していたら何だか随分と盛り上がってね」

『じゃあ、何だ。朝帰りか』

「あら、気になるの？」

『いや全然。もっと長いこといなくても良かったと思いますよ。何なら二、三日帰ってこなくても良かったのに……って止めて、そんな勢いで踏みつけるのは止めて！　潰つぶれたトマトみたいになっちゃう!!』

　でも、久しぶりに友達と会ったのならゆっくりしてくれば良かったのに。

『ん？　ってことは、昨日の夜はお前、帰ってきてないんだよな？』

「……ええ、そうね。ホテルで皆と話していたもの」

『そうか。じゃあ、あれはやっぱり夢だったのか』

　優しい夏野なんて現実に存在するわけないもんね。全く、都つ合ごうの良い夢だった。あんなものを夢に見るなんて、俺はどれだけ現実世界に不満があるのか。

「それで、留守中何か変わったことは無かったかしら？」

　夏野はリビングやキッチンを回りながら、俺に問いかける。

『あ、ああ。特に何も無かったよ。何か大量にファックスが来たりしたけど、それはまとめてちゃぶ台の所に置いておいた。バルコニーに現れた変態は撃げき退たいしておいたよ』

　あの変な視線も、気のせいだったんだろうし。

「あら、このカレーは……」

『え、あ、ごめんなさい！　食べるつもりはあったんだよ。ただ、ただ時期が悪かったっていうかさ！』

「誰に言い訳しているのよ。でも、ちゃんと食べたのね。さすがはお兄ちゃん」

『へ、ちゃんと、食べた？』

　えっと、何を仰っているんですか、夏野さん。

『俺、食べてないよ？　いや、食べるつもりは、あったけどさ。でも、お前を巻き込もうと……いや一緒に分かち合おうと、そう思って取っておいて』

「何を言っているの？　残っていないじゃない。だったら食べたんでしょう」

『……はぁ？』

　キッチンの扉から顔を出して夏野が見せたのは、空っぽのタッパー。

　それは、確かに、あのカレーが入っていたものだった。

『何で、空に、なっているんだ？』

　俺は絶対に、カレーを、食べた覚えがない。タッパーを開けて、中身を見て、しかし思い直して、厳重にしまった。それだけしか行っていない。

　気付けば、おかしいことはもう一つ。

『なあ、夏野。お前が帰って来た時、俺どこで寝ていた？』

「どこって……別にいつものようにその寝床の中で、毛布にくるまっていたわよ」

『じゃ、じゃあバリケードは……そこの観葉植物とか、ちゃぶ台なんかは？』

「寝ぼけているのかしら？　バリケードなんて、どこにも無かったわよ。あったのは、アナタの寝ぼけ顔だけ」

『……そんな、まさか』

　あの行動も全て夢だったというのか。

　それとも、ひょっとして、あれは夢ではなくて。

　あの時感じた視線は、感覚は、もしかして。




「ん、何かしらこの匂いは……カレー？」




　気付けばまた、鼻に引っ掛かる香り。

　刺激的なカレーの残り香が、どこからか。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【理想的な読書】……　外からのあらゆる干かん渉しようを排除し、誰にも邪魔されず、ただ読者と本のみが存在する状態で行われる読書。勿論、これは春海和人にとっての理想であり、人によってその理想は大きく異なるが、ただ本のみを相手に見据えた関係は、読者の至る到達点の一つであるとも言われている。

【奇跡のカレー】……　春海円香によって作成されたカレーのような何か。見た目、香りに関しては通常のカレーと同じものである。ただし、その中身は明らかにカレーとは別物である。このカレーが確認されて以降、イマキュレット新しん稲いな葉ば内において何もないところから、時折カレーの香りがするという怪現象が発生するようになった。

















　私こと陸む奥つ田た奈な央おは、ごく一般的な普通の女子高生である。

　日本刀や機関銃で暴ぼう漢かん悪あつ漢かん相手に大立ち回りを演じることもなければ、不ふ思し議ぎな魔法で世界の危機を救うこともない。偶然巻き込まれた殺人事件を見事な推理で解決する頭脳もなければ、廃部寸前の運動部を全国大会まで導みちびく手腕も持ち合わせていない。

　少しだけ他人よりも背が高いのと、少しだけ他人よりも兄が多いこと以外、どこにでもいる普通の女子高生。それが私であった。

　しかし、普通の私の高校生活は、普通とは少し違う彼女達と出会って変わることとなる。全すべての始まりは、校庭の桜が見事に咲さき誇ほこっていた、入学式のあの日から。

　普通な私と、普通とは少し違う彼女達の高校生活が始まったのだった。


　　　　　　　　




　　　四月　七日






「…………ん」

　黒板に書かれた座席表に従い、窓際の一番後ろの机に鞄かばんを置く。それで、新生活の緊きん張ちようから少しだけ解放された。

　ここは私立東ひがし川かわ高校、その教室棟四階にある一年Ｆ組の教室。四階ともなれば、景色も見事で。窓から見える校庭の人工芝と、それを囲む桜のコントラストが良い感じだ。

　席に着き、教室を見回す。机の数に対し、教室内の人数は半分と言ったところか。新品の制服を着たクラスメイト達が、座席表を見ながら自分の席を探して歩き回っていたり、早速近くの席の生徒と話し込んだりしている。

　今日は東川高校の入学式の日。ほとんどの新入生にとっては今日が登校初日であり、これから高校生活を共にする友人を作る最初のチャンスだ。しかし今、多くの生徒たちが話しているのは、お決まりの自己紹介のような会話ではなくて。

「ねぇ、さっきのアレ、何なの？」

「アレって……アレのこと？」

　という、初対面の人間同士が行うにはどうにも妙な代しろ物ものであった。

　聞き耳を立てるまでもなく、教室のそこかしこから聞こえる会話の内容は、どれも『さっきのアレ』について。怪け訝げんそうに、しかし興きよう味み津しん々しんで語っている。

　曰いわく、アレは新入生の緊張を解きほぐす為に先せん輩ぱい達が企画したドッキリだ、とか。

　曰く、アレはドラマの撮さつ影えいに違いない、あの娘に似た役者を見たことがある、とか。

　曰く、アレは地球外生命体からのコンタクトに違いない！　そう、俺達の入学式は全て宇宙意志に監かん視しされていたんだよ!!　とか。

　最後の叫びに対し、ほとんどの生徒が『な、何だってー!?』と返していたところを見ると、この一年Ｆ組にはノリの良い生徒達が揃そろっているのかもしれない。

　ともあれそれ以外にも、『さっきのアレ』について様々な想像が教室内を飛び交っている。そして、その会話の流れに巻き込まれるのは、私とて例外ではない。

「ねえ奈央ちゃん！　奈央ちゃんは『さっきのアレ』についてどう思う？」

　そう、右隣の席に腰を下ろした女子生徒が、期待の込もった眼まな差ざしで私に話しかけてきたのだから。

「私は、学校に忍び込んだ組織のボスを捕まえる為に来た敵対組織のエージェントじゃないかと思うんだけど！　ん、でもそれだと『犯人』って表現はおかしいかな？　『ボス』か、何かのコードネームで呼ぶべきだよね？　ねえ奈央ちゃん、どう思う？」

　というか、そんな答えづらい質問よりも気になることが一つ。

「奈央ちゃん？」

「うん。奈央ちゃん！」

　満面の笑みを浮かべた彼女、春はる海み円まど香かは、長年連つれ添そった親友に語りかけるかのような気安さで私の下の名前を呼んだのだった。

「……え、何で？」

「何でって、奈央ちゃんは奈央ちゃんだからだよ？」

「いや、それは否定しないってか、出来ないけれど。春海さん、確か今朝まで私のことを『陸奥田さん』って名字で呼んでなかったっけ？」

「そんな！　三度の夜を私の下で越えた仲なのに、まだ『春海さん』なんて他人行儀な呼び方をするの!?　私とのことは遊びだったの!?」

「その誤解を招くような喋しやべりを撤てつ回かいしてくれるまでは、『春海さん』って呼び続けることをたった今決めた」

「三日前から東川高校の学生寮『白はく桜おう寮りよう』の四〇四号室、備品の二段ベッドの下の段を使用している陸奥田奈央さん。ちなみに上の段が私。はい、撤回したよ。これで、私のことを円香って呼んでくれるよね？」

「……くっ」

　一息に語られた個人情報に怯ひるんだ私に対し、えへへと笑い返す彼女の名前は春海円香。いい加か減げん、あの兄ばかりに囲まれた家庭から離れたくて学生寮に転がり込んだ私と、たまたま同室になった少女。入寮日からの三日間、文字通り寝食を共にしている娘である。明るく、活発な性格を表すかのような大きな瞳ひとみ。肩口まで伸びた明るい色の髪かみ。コロコロと変わる表情。その外見の通りに性格も明るく、ハキハキした物言いは見ている分には気持ちが良い。

「だ、だってだってせっかく寮の部屋だけじゃなくて、クラスでも隣の席になったんだよ？　こんな名前順でも生年月日順でもないランダムな席順なのに、隣同士だなんて。これはもう運命に違いないよ！　だから名前で呼んでもいいでしょ？」

　そう言って、上目づかいで見つめてくる春海円香。確かに、黒板の座席表を見れば『陸奥田奈央』の隣には『春海円香』の文字が書かれている。寮では同室、同じクラスで席も隣。運命かどうかは別にしても、確かに奇妙な縁えんではある。

「ねぇ、奈央ちゃん」

「…………」

「奈央ちゃん？」

「…………」

「返事するまで、何度でも呼ぶよ？　授業中でも食事中でも睡眠中でも入浴中でもご不浄中でも、呼ぶよ？」

「……分かった。円香、これでいいでしょう？」

「うん、奈央ちゃん！」

　何だろう、この娘には逆らわない方が良い気がしてきた。しつこいとか、そういうのではない、不思議なスゴ味がある。

「それでね奈央ちゃん、さっきの、入学式でのアレの事なんだけど……」

　教室中の話題の中心となっている『さっきのアレ』。それは、先程執とり行おこなわれた東川高校の入学式で起こったのだった。




　新入生の挨あい拶さつ。そこで『新入生代表　空そら戸とアリシア』と呼ばれた少女が壇だん上じように上がると、講堂内がにわかにざわめいた。それは、新入生代表が金髪で小柄な美少女だったからだ。

　綺き麗れいな金髪を妙な髪型に纏まとめ、恐らくＳサイズよりも小さいだろう制服を身に付けた空戸アリシア。彼女は、まるで本の中から飛び出してきたような整った顔立ちの美少女であった。

　キビキビとした動作でマイクスタンドの前へと進み出た彼女は、そのあどけない見た目に反し、実に堂に入った新入生代表の挨拶をしてみせた。力強い言葉は講堂全体に響き渡り、決して大声を張り上げている訳でもないのに、染み渡っていくように感じられた。その場にいる誰もが空戸アリシアの一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに目を奪うばわれていた。それは、人が生まれながらにして持つカリスマ性というものなのかもしれない。彼女は、全校生徒に向けて、その完かん璧ぺきな姿を見せつけたのである。

　……ただし、途中までは、だ。

『犯人はこの中にいる！　大人しく出てきなさい！』

　代表挨拶が終わり、どこか呆ほうけた校長に向かって一礼した次の瞬間。空戸アリシアは居並ぶ生徒達を振り返り、甲かん高だかい声で、そう叫んだのだった。

『この空戸・Ｌ・アリシアの眼めはごまかせないわ！　この中にいるのは分かってるんだからね！』

　アリシアの叫び声が、講堂中に響く。

『私から逃げられると思っているの？　ほら、いいから早く名乗り出なさい！　いずれ〝絶叫探偵〟としても名を馳はせる予定の私の礎いしずえとなりなさい！』

　往年のロックスターのようにマイクスタンドを大きく振り回すアリシア。その眼は爛らん々らんと輝いている。対して、生徒も教師も、ただただ呆ぼう然ぜんとするばかりで、誰も動こうとはしない。それはそうだ、粛しゆく々しゆくとした新入生代表の挨拶を述べていた金髪の美少女が、急に訳の分からないことを叫びだしたのだ。誰だってそうなる。私だってそうなった。突然高名な探偵を祖父に持つ孫の生いき霊りようにでも憑ひよう依いされたのかと疑った。

『そう、これだけ言っても出てこないつもりね。良いわ、だったら、こっちから調べるまでよ！』

　アリシアは壇上から飛び降り、そのままツカツカと音を立てて講堂内の上かみ手て側がわにある新入生の列の前まで歩いて来ると。

『一人一人、じっくりと観察してやるんだから！　私の薄灰色の脳細胞を舐なめるんじゃないわよ！』

　そう、高らかに宣言してみせた。

　そこからのアリシアの行動。それは今までの奇行を大きく上回る異様さだった。

　アリシアは新入生の端の列、一年Ａ組の先頭に座る男子生徒一人をじっくりと見回し始めたのだ。男子生徒が呆然としているのにもかかわらず、頭のてっぺんから、靴くつの先まで、ジッと見回す。それは観察と言うよりも、猛もう禽きん類るいが自らの獲え物ものを見定めるようであった。

　先頭の男子生徒を終えても、アリシアの観察は、すぐに後ろの男子生徒をターゲットに移して続けられた。その生徒が終われば次の生徒。一年Ａ組が終われば一年Ｂ組。しばらくの間、講堂内はアリシアの足音と、時折聞こえる『こいつは、違うわね』『駄だ目めね。全然駄目』『〝一〇〇デシベル探偵〟なんてのもアリかしら？　もしくは〝マイク探偵〟とか』などという呟つぶやき声ごえだけが聞こえた。

　結局、その奇行は、我に返ったジャージ教師達がアリシアを取り押さえるまでたっぷり続き。その時点で既にアリシアの観察は、一年Ｅ組の最後の男子生徒を終えようとしているところだった。

　アリシアが強制的に退場させられた際、一年Ｆ組の男子生徒の列からは『見えた！』『くそ、見えない！』『色は？　色は何色だ？』『ちょっと待て、スパッツかどうかだけでも教えてくれ！』などと聞こえて来たことも一応付け加えておこう。ノリが良いというか、ひょっとしたら単にバカが揃ってるだけなのかもしれない。

　とまあ、そんなひと騒そう動どうこそが『さっきのアレ』と呼ばれる珍ちん事じだった。




「何かの撮影ってわけでもないよね。例えば、あの娘は、実はこの学校の生徒ではなく、女優さんで。今日の入学式、密ひそかに映画の撮影に使用されているとか！」

「その割には、教師陣もすっかり呆然としていたように見えたけれど？」

「それもこれも、全部演技だったってことかな!?　どうかな!?」

「いや、『どうかな!?』って言われても」

　そんな、役者だなんて、うちの四番目の兄じゃあるまいし。

「うーん、だったら……」

　円香が新たな想像を膨ふくらませようとしたところで、教室の前の扉が開いた。

　入って来たのは、スーツを着た一人の女性。手に黒いファイルを持った彼女は教室を一度見回すと間延びした声で呼び掛ける。

「は～い、皆さん。席に着いて下さいね～。篠しの原はら先生がホームルームを始めますよ～」

　見れば教室の中には既に席数と同じぐらいの生徒達が揃っている。円香と話し込んでいるうちに結構な時間が経たっていたようだ。空いていた席がどんどんと埋うまっていく中、ただ一つだけ。私の前の席だけが空席のままなのが、少し気になった。




「はい、篠原先生からはこんなところですね～。何か質問はありますか～？」

　これから始まる高校生活の諸注意など、お決まりの説明が一通り終わり、教室を一度見回した後、黄色い冊子を掲かかげる。

「重要なことなので、最後にもう一回。我が東川高校では、必ずどこかの部活動・委員会に所属することが校則で決まっています～」

　自らを『篠原先生』と名乗った女教師。教師にしては、緊張感と言うか、真剣さと言うか、何だかそんなものが足りないような。喋る度、ウェーブのかかった茶のロングヘアーが揺れる。全体的にフワフワしている。

「部活動・委員会の一覧はこの黄色い冊子に書かれています。かなりの種類がありますので、良く考えてから決めて下さいね～。ちなみに仮入部・仮入会期間も用意されていますので、気になったところがあったらとりあえず入ってみる、というのもありですよ～。仮入部届は、篠原先生に持ってきて下さいね～。それでは、今日はこれにて終わりです～。皆さん、良い放課後を～」

　そう言って、手にした黒いファイルを大きく振りながら教室を出て行く。最後まで笑顔を絶やさず、全体的にフワフワしたまま、『篠原先生』は去って行った。

　途と端たん、教室内の空気が一変した。

　弛し緩かんした空気、何か恐ろしい物から解放されたかのような安あん堵ど感かんが教室を支配する。

　その空気の主は、教室内の生徒達。まさか高校生活最初のホームルームに緊張していたという訳でもないだろうが、皆一様に『嵐は去った』というような空気を発している。大きく深呼吸をする生徒、立ち上がり伸びをする生徒、机に突っ伏す生徒など、その行動は様々で。

「……さすがに、高校の先生ともなると、ただ者じゃないのがいるみたいだね」

　隣の席の円香も、その一人だった。

「まさか、いきなり覇は気きをぶつけてくるだなんて。それも、全員がギリギリ耐えられるレベル……力を測られてたってことなのかな？」

　円香は机に立てかけられた白いラケットケースを摑つかみながら、篠原先生の去った扉をジッと見つめている。その額ひたいには、玉のような汗が浮かんでいた。

「まさか夏なつ野のさん以外にも、あんな人がいるなんてね。下へ手たに動いたら危なかったかもしれない。うん、面おも白しろい。こっちに来て本当に良かった……でもね、篠原先生。さっきのを私の全力だと思わない方が良いよ。私には、この『零式タイプゼロ』だけじゃなくて、帰って来た『無限アンリミテツド』だって」

「……円香？」

「うん？　どうしたの、奈央ちゃん？」

　私の呼び掛けに、円香はケロッとした表情を浮かべて答えを返す。先程まで、深刻そうな顔をしていたことなど、無かったかのように。

「どうしたの？　何だか、凄すごい汗かいてるけど」

「あ、うん。大丈夫だよ。あんな覇気は久しぶりだったから……ちょっと嫌な汗をかいちゃっただけ……まだ負けてないよ？」

「なら、いいけど」

　覇気？　一体何を言ってるんだ、この娘は。

「これから楽しくなりそう、だね」

　そう呟く円香の手の中。しっかりと握り締められた白いラケットケースの中から、振動音のような音が聞こえた気がした。




「奈央ちゃん、今日はこれからどうするの？　私達も部活動の見学に行ってみる？」

　ハンカチで汗を拭ぬぐい終おえると、円香が笑顔で今日の予定を聞いてきた。

「うーん、部活動か……」

　配られた黄色い冊子をめくる。結構なページ数があるにもかかわらず、ビッシリと部活名と、それぞれの活動内容が羅ら列れつされている。百近くはあるだろうか。高校一つにしては多過ぎるような気もする。これは読むだけで骨が折れそうだ。

「奈央ちゃんは、中学の時は何か部活入っていたの？」

「いや、帰宅部だった」

「そうなの？　体つきとか身のこなしとか、プロみたいに見えたんだけどな」

　何のプロなんだろうか。まあ、部活動には入っていなかったけれど、兄達に小さいころから随ずい分ぶんと鍛きたえられていたのは確かだ。

「そう言う円香は、何か部活に入っていたの？」

「うん、テニス部に入っていたんだ。キャプテンだったよ」

　成なる程ほど、常にラケットケースを手にしているのもその為か。

「じゃあ、高校でもテニス部に入るの？」

「うーん」

　即答するだろうと思った問いに、しかし円香は言葉を濁にごしながら答える。

「実は、別のところから誘われてるんだ。それで、どうしようかなって思っているところなんだけど」

「別のところ……って、おっと」

　円香の話を正面から聞こうと、身体を動かした拍ひよう子しに机を蹴けり上あげてしまった。脇に引っ掛けていた鞄が落ち、中身が床にばら撒まかれる。

「あーあーあー」

「いいよ、別に拾わなくても。どうせ筆箱ぐらいしか入ってない……って、あれ？」

　円香が、机に散らばった筆記用具と共に一冊の本を拾い上げる。

「何で、本が？」

　灰色のカバーの文庫本。タイトルは『破』。作者名は大おお澤さわ愁しゆう山ざん。出版社の名前は平安堂。ちょっと待て、こんな本なんて鞄に入れた覚えはないぞ？

「これ、大澤愁山先生の『槍やりシリーズ』だね！」

　円香は文庫本を机の上に置くと、急に顔を輝かせて話し始める。

「江戸時代初期、まだ混乱の続く地方でのいざこざを収めるべく幕ばく府ふより秘ひ密みつ裏りに派は遣けんされた、『槍』と呼ばれる治ち安あん維い持じ集団の行動を描いた大澤愁山先生の『槍シリーズ』。シリーズは一巻が『守』。二巻『破』。三巻『離』の全三巻だから、これは二巻目だね。大澤先生の著作の中では結構マイナーな本だけど面白いよね。一巻で、朝日が上ると同時に箱根の峠とうげを越えるシーンは良かったなあ」

　スラスラと、ついさっき読み終わったばかりと言うかのように、作中のシーンを語る円香。全身から『この本について語りたい』というオーラまで見えるような気がする。

「……ごめん、私はその本を読んだことない」

「あ、じゃあ一巻を読み終えて、これから二巻なんだね」

「いや、一巻も読んだことがない」

「え、じゃあ何で鞄の中に入っていたの？」

「多分、うちの兄さんの仕し業わざだと思う」

「お兄、さん？」

「うん、兄さんが本好きで。それに、確か大澤愁山の大ファンで、全シリーズ持ってたから、それが紛まぎれたのかも」

　いや、紛れたのではなく、意図的に紛れ込ませたのかもしれない。読まないと言っているのに、何度も、何度も、しつこく私に本を勧すすめて来た五番目の兄さんのことだ、十分にあり得る。断り続けた結果、ついに実力行使と来たらしい。

「そっか、奈央ちゃんも、お兄さんに勧められたんだね」

「ってことは、円香もそうだったってこと？」

「……うん」

　円香は、机の上の文庫本を一ひと撫なでし、パラパラと捲めくる。

「うちのお兄ちゃんもね、凄い本が好きだったから。私もその影えい響きようで、小さい頃から結構読んでたんだよ。『槍シリーズ』も、和かず兄にい……お兄ちゃんが勧めてくれたんだ」

「円香のお兄さんも、この……大澤愁山先生のファンだったの？」

「うん、大澤愁山先生も好きだったよ。でも、一番好きだったのは秋あき山やま忍しのぶ先生かな。もうね、偏へん執しつ的てきなぐらいに秋山忍先生の本ばかりに執しゆう着ちやくしていたよ。奈央ちゃんは、秋山忍先生は知ってる？」

「……確か、とにかく分厚くて、色んなジャンルの本を書く人だったっけ」

　秋山忍。聞いたことのある名前だ。今一番注目されている作家の一人だということを、五番目の兄さんが言っていたような。

「そう。そんな分厚い本を何冊も持ってきてね。『良し宿題終わったな、それじゃ読書感想文を書こう。手始めに五冊、全部秋山忍の本だ！』って言い出すようなお兄ちゃんだったの」

「……それは、ちょっと凄すさまじいな」

　どこの家も、兄からの押し付けというものは変わらないのかもしれない。

「ちなみにこの本、面白い？」

「面白いよ。オススメ！　あ、奈央ちゃんはまだ一巻を読んでいないんだよね。じゃあ、ネタバレになっちゃうから言わないけど。一巻のね。一巻の後半がね！　もうね！」

　椅子から乗りだしてまで勧めてくる円香。この娘、元気で明るいスポーツ少女かと思っていたら、文学少女の素養すら持ち合わせていたのか。末恐ろしいな。

　でも、それだけ強く勧めるということは、さぞかし面白いのだろう。

「……それじゃあ、今日はこれを読もうかな」

「え？」

　読んで、軽く感想でもメールしてやれば、次に帰き省せいした時にお小こ遣づかいが期待出来そうだ。兄さんの思い通りになるのは癪しやくだけど、ここまでやられたからには根負けだ。

「それじゃあ円香、私は先に部屋に戻っているから」

　円香の手から文庫本を受け取り、そのまま教室を出ようとして。

「……へ？」

　しかし、身体が動かなかった。

　金かな縛しばりに遭あったかのように、身体からだがまったく動かない。

「あ、あれ、な、何で……？」

　前へ進もうとする力が完全に失われている。

「奈央ちゃん？」

　突然の事態に混乱する中、背後から聞こえてきた声。それは、遙はるか地の底から聞こえて来るような声。恐る恐る振り返ると、円香の左手が制服の裾すそをしっかりと摑んでいた。まさか、この左手のせいで動かないということはない、よね？

「……円香？」

「ちょっと、待って、貰もらえるかな？」

　それは有う無むを言わせぬ口調。

「ちょっと、一回座ろうか」

「え、何で？」

「す　わ　ろ　う　か」

「……はい」

　結局、その迫力に押し負けて再度着席。そんな私を、円香はその大きな瞳を細め、ジッと見つめて来る。

「奈央ちゃん、今何て言ったの。『今日はこれを読もうかな』って、そう言ったのかな？」

「え、あ、いや」

　怖い。特に目が怖い。円香の後ろからは『ゴゴゴゴゴ』という効果音が聞こえてきそうな迫力すら感じられる。というか、何を怒られているのかが分からない。

「『破』は、『槍シリーズ』の二巻だって言ったよね？　まさかとは思うけど、二巻だけを読むつもりだったのかな？」

「え、それは……えっと」

　読むつもりだったと言ったら、もっと怒られるのだろうか。じゃあ否定しておこうか。

「二巻だけ、読むつもり、だったの、かな？」

「…………はい」

　駄目だった。迫力と、眼力に負けてしまった。

「駄目だよ、二巻だけ読むなんて行ぎよう儀ぎの悪いことをしたら。確かに『槍シリーズ』は一冊一冊が独立しているから、二巻目の『破』だけ読むことは出来るよ。でもね、それはどうかと思うんだよ。奈央ちゃんのお兄さんも、きっと悲しんでいるよ」

　円香の口調は、子供に言い聞かせる母親のようで。心の底から湧き上がってくる『何で私怒られているんだろう』という気持ちを飲み込むしかなかった。

「で、でも、今あるのは二巻だけだし。マイナーな本なんでしょう？　簡単に手に入る物じゃないのなら、とりあえず二巻だけでも読もうかと思って」

「うん、確かに『槍シリーズ』は大澤先生の著作の中でもマイナーな本だよ。だから一巻の『守』と、最終巻の『離』はすぐには見つからないだろうね。うーん、確か、ここの図書室にも無かったと思うし」

　苦し紛れに言った文句がどうやら功こうを奏そうしたらしい。円香は、天てん井じようを見上げて考え込む仕し草ぐさを見せる。

「……って図書室？」

「うん。確かあそこには『槍シリーズ』は置いてなかったよ」

　円香は、私の質問にあっけらかんと答える。

「え、いや、何でそんな事を知っているの？」

「昨日、ちょっと図書委員の先輩に呼び出されて、図書室に行って来たんだよ」

「呼び出された？　新入生なのに？」

「うん。私のお兄ちゃんがここの図書委員会にいたことがあったから。その関係で、先輩とお話をしてきたんだよ。大丈夫。呼び出されたって言っても、別にそういうアレじゃないから。何もされてないよ」

　僅わずかに顔を俯うつむかせ、円香は昨日の出来事について話し始める。

「その呼び出した先輩、常に身体のほとんどが柱とか机とかに隠れているんだよ。全身を見ようとすると、すぐに涙目になって逃げ回るの。何だか可愛かわいい人だったなぁ」

　いや、その先輩。可愛いと言うか、むしろ怖くないか。

「他にも、ザ・委員長みたいな先輩もいたよ。三つ編みが腰ぐらいまで伸びててね。あ、その三つ編みで叩たたかれてた先輩もいたんだけど、アレで叩かれたら痛いだろうなぁ」

「個性的な人達が揃っているということは良く分かった」

　図書室にはあまり近寄らないようにしよう。

　確かに昨日は帰りが遅いと思っていたけど、図書室なんて行っていたのか。というか、『槍シリーズ』は無かったって……普通たった一日で蔵書を記憶出来るものなのだろうか。うちの七番目のお兄ちゃんみたいなことをする娘だ。

「奈央ちゃん、それじゃあ行こうか！」

　見れば、円香は既に通学鞄を手にし、白いラケットケースを背負っている。

「え、行くって？　どこに？」

「勿もち論ろん、大澤愁山先生の『槍シリーズ』があるところだよ！　大丈夫、確かに図書室には無かったけど、心当たりがあるから！　奈央ちゃんには、『槍シリーズ』を最初から楽しんで貰わなくちゃいけないもんね！」

「……え？」


　　　　　　　　



　その扉を開けると、目の前には本があった。

　本。

　本だ。

　視界が本に埋め尽くされる。

　部屋の壁かべの代わりに、本棚が屹きつ立りつし。本棚に収まり切らなかった本達が、床をほぼ隙すき間まなく埋め尽くす。床からは、天井へと伸びる本の塔とうが何本も形成されている。玄げん関かんの隅、靴箱の上、シンクの中にまで、本が侵食している。

　それは、まさに部屋の全てが本に埋まっているかのようであった。

　少なくとも今までの人生において、私はこんな部屋を見たことが無い。異様にしか見えない。全然、普通じゃない。外から見る限り、なんてことはない二階建てコンクリート造りのアパートだったのに。何だここは。まさか秘密の書店か、もしくは会員制の図書サロンとでも言うのか。

「えーと、確か、ここら辺にあったと思ったんだけど」

　しかし、そんな怪しげな部屋の中に、円香は慣れているという風に入っていく。

「……あ、あった！　奈央ちゃん、あったよー」

　そうして、部屋の中に溢あふれる本達の中から数冊を抜き出すと、円香は笑顔でこちら側へと戻ってくる。

「ほら、これ！」

　円香の持つ本。それは、灰色のカバーの文庫本。大澤愁山の著作『槍シリーズ』の『守』と『離』。先程円香が口にしていた本だ。

「やったね奈央ちゃん！　これで全部読めるよ！」

　満面の笑みを浮かべて、本を差し出してくる円香。

　だから、私は、手を伸ばし。

「ま、円香!?　あんた一体何者なの!?」

　その肩を摑んで、叫んだ。

「ど、どうしたの奈央ちゃん!?」

「どうしたの、じゃない!!　ま、円香、あんた何やっているの!?　何だか良く分からないまま変なとこに連れてこられたと思ったら、中はもっと変な部屋だし。ここ、絶対に普通で真っ当な人間の住む場所じゃないよね。こんな本だらけの部屋の鍵かぎを持っていたりして。あんた一体、何者なの!?」

　まさか、秘密結社の一員だったりするのだろうか。うちの八番目の駄目兄のように。

「なななななな何者でもないよ!!　わ、私は、ちょっとカレーと本が好きなだけの、普通の女子高生でででで！」

「普通!?　どこが普通なの!?」

「そそそそ、そんな事言われてもももも」

　円香の肩を摑み大きく揺する。目を回しているのか、呂ろ律れつもおぼつかない。

「じゃあ、一体この部屋は何!?」

「こ、ここここは、和兄がががが」

　そう、円香が目を回しながら答えようとした瞬間。

「見つけたわよ!!　怪かい盗とう二面相!!」

　辺りに、甲高い叫び声が響き渡った。




「今度は何!?」

　叫び声に振り返った先、視界に飛び込んで来たのは小柄な身体。金色の髪を妙な形に纏め、絵に描いた探偵のような衣装に身を包んだ少女が、門の外からこちらを睨み付けている。その視線は、明らかに私に向けられている。

「ついに！　ついに見つけたわよ!!」

『誰？』と考えるまでもなく、向こうが名乗った。

「さあ大人しく、この〝美少女探偵〟空戸・Ｌ・アリシアの手に掛かりなさい!!」

　そう、小柄な身体とは不ふ釣つり合あいに大きな声で、少女は叫んだのだ。

「空戸、アリシア？」

　聞き覚えのある名前だ。つい最近、どこかで聞いた名前のような。

「奈央ちゃん、あの娘だよ。入学式の新入生代表の娘」

　私の腕の中、同じく門の外を見た円香が、冷静に言う。

　そうだ、思い出した。

『空戸アリシア』とは、確かに、入学式で珍妙な発言と行動を繰くり広ひろげたあの新入生代表の名前だ。

　でも、何でここに？　というか、怪盗二面相？　美少女探偵？　どれも普通の私には関係ない名称だ。なのに何故、今、あいつは私を睨み付けているのか。

「ふっふっふ、やっぱりこのアパートに張り込んでいて正解だったわね！　全く、ユメミったら『絶対にここに近寄るな』なんてバカなこと言って。あの高校の生徒の中に二面相がいるって情報が正しいにしたって、二面相が出没するのは新しん稲いな葉ばなんだから、こっちに張り込んでた方が良いに決まってるじゃないの。全く、私の薄灰色の脳細胞が働かなければどうするつもりだったのかしら。後でタダじゃおかないんだから！」

　可愛い顔に邪悪な笑みを浮かべたアリシアは、何事かをブツブツと呟いていたが。すぐに気を取り直して、大おお仰ぎような振りを付けて私を指さす。

「まあいいわ。ちゃんと見つけたからオッケー！　これで、おじい様のいるフランスに大手を振って帰れる！　さあ、もう逃げられないわよ怪盗二面相！　大人しくお縄なわを頂ちよう戴だいしなさ……って、あれ？」















　しかし、アリシアの顔が段々と驚きよう愕がくの表情に変わっていく。先程まで睨み付けていた表情から、今は蒼そう白はくの表情。それは余りにも予想外なものを見たような。

「二面相!!　アンタ、何を女の子に手を出しているの!?」

「…………はぁ？」

「見損なったわよ！　アンタ、私にあんなことをしておきながら、他の女にも手を出すなんて！　私にあんなことをしたくせに！　したくせに！　したくせに！」

　地じ団だん駄だを踏みながらアリシアは叫ぶ。

　蒼白だった表情が、段々と怒りに染まっていく。

「いいわ、こうなったら力ずくで捕まえてみせる！　私は捕ほ縛ばくに関しても一流だもの！　〝捕縛探偵〟としても名を馳せる予定のこの私の捕縛術、見せてあげる！」

「ちょ、ちょっと待て、落ち着け!?」

「問答無用!!」

　私の疑問を叫び声で打消し、アリシアが飛んだ。

　それは、特とく撮さつヒーローに飛び掛かる木こつ端ぱ戦闘員のような体勢。その眼は邪悪な色に染まっていて、既に正気を失っていることが分かる。つまり、特とつ攻こうだ。

「円香、危ない！」

「えっ!?」

　アリシアの特攻から守ろうと、円香の身体を抱き寄せて背後へと回す。

　この体勢では、私自身がアリシアの特攻を真正面から受けることになってしまうが、しょうがない。『自分より小柄な女の子は守ってあげるように』とは二番目の兄貴からきつく言われている。まあ、あれくらいなら、軽く受け止めることが出来るだろう。

　そうして、正面からアリシアの動きを捉とらえようと顔を上げ、見た。

　円香の背負っていた白いラケットケースが、空中を舞っていることを。

　白いラケットケースが、アリシアの身体に直撃するコースを取っていることを。

　どうやら、円香の身体を強引に摑んで回したせいで、背負っていた荷物がすっぽ抜けてしまったらしい。丁度、こちらへ飛び掛かってきているアリシアの方へ。

　そして、そのまま。

「ぶべらっ!?」

　飛び掛かってきたアリシアの顔面に、白いラケットケースが直撃したのだった。

　かくして、突とつ如じよとして現れた〝美少女探偵〟を名乗る空戸アリシアは、ここに沈むこととなった。それは、まだ昼を少し過ぎたばかりの明るい時間。半ば無理やりに連れてこられたボロアパート『住すみ谷や荘そう』の一〇一号室の扉の前での出来事であった。




「ちょっと！　何で私縛られてるの!?」

　不幸な事故によって、気絶した〝美少女探偵〟こと空戸アリシア。これまでの言動奇行から判断するに、私としては、あのまま放置する意見に大賛成だったのだけど。『目が覚めるまでは傍そばにいてあげよう』と人道的な意見を述べた円香に押し切られる形で今ここにいる。ただし念の為、円香が偶然持っていたロープで後ろ手に縛っている。何故そんな物を偶然持っているのか。その白いラケットケースに入っているのは普通のテニスラケットではないのか。ぶつかった時、凄い音がしていたけれど。

「ほーどーきーなーさーいーよー」

　現在私達がいるのは、住谷荘の一〇二号室。さっきの、本に溢れていた部屋とは別の部屋だ。相変わらず部屋中が本で埋まっていることに変わりはないが、それでも先程の一〇一号室よりは片付いている。

「ちょっと二面相！　聞いているの!?」

　アリシアの甲高い叫び声が室内に響く。

「ア、アンタ、こんな部屋に連れ込んで、一体何をするつもりなの!?　ま、まさか私を縛りあげて、あんなことやこんなことをするつもり!?　バカバカバカ!!　この変態！　マニア！　倒とう錯さくプレイ愛好者！　帰して！　お家に帰して！　ま、まだそういうのは早いんだから！　バカァ！」

「うるさい！」

「ひぐ!?」

　アリシアの脳天に一発手刀を叩き込む。うちの三番目の兄上直伝の、後こう遺い症しようを残さずにただ痛いだけという手刀だ。全く、いきなり何を言い出すんだこいつは。

「な、何よぅ、暴力に訴えようって言うの？　私の薄灰色の脳細胞が死し滅めつしたらどう責任を取るつもり？　訴うつたえるわよ！」

　目の端に涙を浮かべながらも、アリシアの叫び声は変わらない。案外、その薄灰色の脳細胞とやらを死滅させた方が静かになるんじゃないだろうか。試してみようか。

「あ、良かった、目が覚めたんだね」

　と、いかにアリシアを静かにさせようかと考えてるところに、円香が戻ってきた。

「ア、アンタも、怪盗二面相の仲間だったの!?　騙だましたわね！　せ、せっかく怪盗二面相の魔まの手に掛かりそうになっていたから助けてあげたと言うのに！」

　早速、円香にもその矛ほこ先さきを向けるアリシア。目につくもの全てに嚙かみつくつもりか。

「そうだ、目が覚めたんならロープ解ほどいてあげないとね」

　円香は、狭せまい室内をいそいそと移動しアリシアの後ろにまわる。

「あれ、解くの？」

「うん。だって縛っておいたのは、下へ手たに動いて本の雪崩なだれに巻き込まれたら危ないからだもん。起きたんなら、もう大丈夫だよ」

　確かに、あまり動き回るには適さない部屋だ。下手に本が崩れたら生き埋めになる可能性すらある。

「でも、大丈夫なの？　自由にして、また暴れたりしたら……」

　円香は、私の言葉に頷うなずくと、アリシアの耳元に口を近づけて静かに問いかける。

「ねえ、この部屋の中で変な事したり、暴れ回ったりしない？　約束出来るならロープを外してあげるけど？」

「……………………勿論よ」

「やっぱり解くのは止めた方がいいって。今、考える時間がやけに長かった。怪しい」

「そ、そんなことにゃいわよ」

「嚙んだ。怪しい。絶対に何か企んでる」

　しかし、円香はにっこりと微笑んで、傍かたわらのラケットケースを引き寄せて告げた。

「大丈夫だよ奈央ちゃん。その時は、私が……ちゃんと、大人しく、させるから。ねえ、アリシアちゃん。暴れないよね？」

「はい、暴れません」

　今度の返答は早かった。




「……それで、あんたは一体何者で、ここに何しにきたの？」

　私と円香、アリシアが二対一の形で向かい合う。本に囲まれた部屋は狭く、お互いの呼吸が聞こえそうなぐらいの距離で話すことになる。

「はぁ？　そんなの、怪盗二面相を捕まえる為に決まってるじゃない！」

「……二面相？　何それ？」

「まだシラを切るつもり？　言い逃れをしても、私の薄灰色の脳細胞はごまかせないわよ！　アンタを捕まえに来たに決まってるじゃない！　アンタが二面相なんだから！」

　狭い部屋の中、当然というように言い放ち、私の鼻先に指を突き付けるアリシア。

「…………はぁ？」

　何言ってるんだ、このヘンテコ金髪娘は。

「怪盗二面相？　そんな裏表が激しそうな奴のことなんか知らないんだけど。そもそも、私の名前は二面相じゃないし。陸奥田奈央って名前があるんだけど」

「成程、二面相の本名はムツタナオと言うのね！　ふふん、私の薄灰色の脳細胞にしっかりと記憶したわよ。ヘマしたわね二面相！」

「………………もう一回やろうか」

「ひぃッ!?」

　サッと手刀を頭の上に掲かかげると、アリシアは即座に防御体勢を取る。さっきの一撃は、なかなか功を奏しているらしい。ありがとう兄上、経験が生きたよ。

「で、その怪盗二面相っていうのは何者なの？」

「だ、だから、それはアンタのことで」

「…………」

「おひゃぁ!?」

「奈央ちゃん、怪盗二面相っていうのは、新稲葉で活かつ躍やくする謎なぞの怪盗のことだよ」

　そんな私達を見兼ねたのか、円香がそっと耳打ちをしてきた。

「え、怪盗？　何、それ？」

「何でも、予告状を出してはあちこちに出没して、怪盗という名前の割にはお宝は奪うばわずに、女の子のハートのみを奪っていくらしいよ」

「はぁ？　そんな奴、本当にいるの？」

「何を言っているの!?　怪盗二面相は存在するわよ！　ずっと追ってるんだから！　会ったことだってあるんだからね！」

　必死という様子で叫ぶアリシア。

「えっと、つまり、あんたはその怪盗二面相を捕まえる為に、今ここにいるって事？　何でそんなことしてるの？」

　まさか自分探し？

「ふん、何でアンタにそんなことを教えなければいけないの？」

「…………」

「フ、フランスにいるおじい様に、一人前の探偵として認めてもらう為よ!!」

「……探偵？」

「私達、『Ｌ』の名を受け継ぐ一族はね、代々探偵の家系なの。お父様も、お兄様、お姉様達も、みんな世界中で探偵として活躍しているわ。我が一族では皆一五歳になると探偵としての資質を確かめる為の試し練れんが与えられるの。家長であるおじい様が選んだターゲットを、一年以内に捕まえるという試練がね。だから一人前の探偵として認められる為に、『Ｌ』の名を受け継ぐ為に、怪盗二面相を捕まえなきゃいけないの！」

　告げられたのは、怪盗二面相を追う理由。そして、今この場にいる理由。

「つまり、アリシアちゃんは、その試練の為に、二面相さんを捕まえなければいけないんだね？」

「そう、そうよ！　怪盗二面相を捕まえて、私は一人前の探偵になるんだから！」

　さっきから『探偵』『探偵』と叫んでたけど、本当のことだったらしい。てっきり服装も含めて手の込んだ冗じよう談だんだと思ってた。いや、でも。本当にこいつの言う事が正しくて。本当に怪盗二面相とやらがいるにしても、気になることがまだある。

「でも、その怪盗二面相は新稲葉に現れるんじゃないの？　だったら、何で東川高校の入学式であんな『犯人はこの中にいる！』なんてことを叫んだんだ？」

「ふん、いずれ〝絶叫探偵〟としても名を馳せる予定の私の捜査方法を聞いてどうするつもり？」

「…………」

「じょ、情報提供者がいたのよ。怪盗二面相は東川高校にいるってね！」

　手刀を掲げて見せると、途と端たんに素直になるようだ。

「だから、新入生代表になったの。壇上から全生徒を見渡せるし、怪盗二面相に宣戦布告も出来る。我ながら、素す晴ばらしい作戦ね！」

「それで、入学式に潜もぐり込こんだのか。わざわざ新入生代表に成り代わるなんて」

「何言ってるの？　潜り込んでもないし、成り代わってもいないわよ！」

「……どういうこと？」

「だから、私は正々堂々と、ちゃんと勉強を頑がん張ばって入学したの！　実力で新入生代表の座を勝ち取ったのよ！　新入生代表は入学試験での成績が一番優秀な者が選ばれるって言うから、難しい日本語も全部ユメミに教えて貰もらったんだから！」

　つまり壇上で、その中にいるかも分からない二面相に向けて叫ぶ為だけに、わざわざ東川高校を受験して新入生代表になったってことか。ある意味凄いな、それは。

「まあ、いいわ。あの受験勉強の日々も。漢字と平仮名とカタカナに格かく闘とうし続けた日々もこれで終わり。私には一年なんて長い時間をかける必要は無かった。怪盗二面相、もうアンタに辿たどり着ついたんだから！」

　アリシアは立ち上がり叫ぶ。その衝しよう撃げきで部屋中の本棚が僅かに揺れた。

「どうしても私が二面相だと決めつけるつもり？」

「当たり前でしょ！　大人しくしなさい！」

　真っ直ぐに見つめてくるアリシアの視線を真まっ向こうから受け止める。

　本に囲まれた狭い室内が、緊張感に包まれる。

「……でも、何で奈央ちゃんだって思ったの？」

　と、円香の言葉が緊張を破る。

「その、情報提供者さんが正しくて、本当に東川高校に二面相さんがいるとしても。東川高校って、確か一〇〇〇人くらい生徒がいるよね？　何で、奈央ちゃんが二面相さんだと思ったの？」

　円香は詰きつ問もんする風でもなく、ただ単に疑問に感じたというようにアリシアに尋ねる。

「良い質問ね……っと、アナタの名前は何て言ったかしら？」

「あ、はい。春海円香です。よろしく、アリシアちゃん」

「ええ、よろしく。マドカ」

　私の目の前で、二人は固い握手を交わす。私の時と対応が違い過ぎないだろうか。

「いい、マドカ。特別に、いずれ〝演説探偵〟としても名を馳せる予定の私の推理を聞かせてあげる。私が、そいつを怪盗二面相だと判断した理由、それはね……」

　小柄な身体を大きく反らし、精一杯のタメを作った後。

「このアパートが、怪盗二面相のアジトだからよ!!」

　そんな、意味の分からないことを、高らかに宣言したのだった。




「……このアパートって、住谷荘のこと？」

「そう、この住谷荘こそが怪盗二面相のアジトよ！」

「え、何で……そう、思ったの？」

「教えてあげるわマドカ。駅から適度に離れ、人通りのあまり無い立地。人が暮らしていないにもかかわらず、定期的にメンテナンスがされている。しかも部屋の中は本棚と本ばかり。常識的に考えて、こんな怪しい建物はあり得ない。私が怪盗二面相だったら、ここに隠れ住むからよ!!　それで怪盗二面相のアジトを調査しようと来てみたら、怪しい二人組が揉もみあっている。男の方は以前見た二面相と同じ背格好で、しかも東川高校の制服を着ている。これはもう怪盗二面相に間違いない！　事件解決よ！」

　解決したらしい。

「円香、言ってること、分かった？」

「うん奈央ちゃん、何となくだけど」

　要約すると『二面相のアジトとして目を付けていたアパートに、二面相と同じような背格好で、東川高校の服を来た男がいた、だからこいつが二面相だ』ということらしい。

　なるほど、良く分かった。私が完全にとばっちりを受けたと言う事も良く分かった。

　件くだんの怪盗と同じ背格好をしていたというだけで怪盗扱いか。

「……ん？」

　同じ背格好をした……男？

「……ちょっと待って。その推理だと、私は男という事になるんじゃないの？」

「何言ってるの？　当たり前でしょう。怪盗二面相の正体は謎に包まれていたけど、性別が男ということだけは間違いないわ！」

　重要なことをあっけらかんと言う。

「そう。だったら私は二面相じゃないな」

「……はぁ？　今更何を言うの、怪盗二面相」

　アリシアの疑いの視線を真っ向から受け止め。

　自分の胸に手を当て立ち上がる。

「何故なら、私は女だからな！」

　狭い室内に響いた叫び声に部屋中の本棚が揺れる。

「ふふん、ついに観念を始めたのね。自分の性別を偽るだなんて、言い訳が見苦しくなってきたわよ怪盗二面相！　そんな噓を信じると思ってるの？」

「噓じゃない!!」

「その身長。短い黒髪。引き締まった体たい軀く。乱暴な口調。どこを取っても男じゃない」

「スカートを穿はいてるだろ！　スカートを！」

「怪盗二面相はいざとなれば女装も辞じさないことは報告されてるわ。想定の範囲内よ」

「確かにタッパはあるし、兄貴達に鍛えられたせいで無む駄だに引き締まった肉体になっちゃってるけど！　私は女だ！　取り消せ、このチビッ子探偵!!」

「チ、チビッ子ですって!?」

『チビッ子』という単語に反応したのか、アリシアも立ち上がる。

「将来的には一七〇オーバーまで成長する私。いずれ〝スーパーモデル探偵〟としても名を馳せる予定の私を〝チビッ子探偵〟ですって!?　取り消しなさい二面相。他人の身体的特徴をあげつらうなんて男らしくないわよ!!」

「だから男じゃないって言ってるだろ！　そっちこそ、人が気にしていることを！」

　僅かに首を傾け私とアリシアは睨み合う。身長差があるので、私の胸の辺りにアリシアの頭が来るのだ。私達の間に流れるのは険けん悪あくな雰ふん囲い気き。別々の高さの三人の顔から放たれた視線がぶつかり合う。

　……三人？

　数える。今、立ち上がって睨み合っているのは。

　私とアリシア。

　そして、円香だった。

「奈央ちゃん？　アリシアちゃん？　とりあえず落ち着いて座ったらどうかな」

「「いや、だって、こいつが」」




「へ　や　の　な　か　で　は　し　ず　か　に　ね　？」




「「ごめんなさい」」

　着席。円香の有無をも言わせぬ雰囲気に、私とアリシアは声を揃えて大人しく座る。

「奈央ちゃん。部屋の中とはいえ、あんまりスカートをパタパタさせない方が良いよ。女の子なら尚更だよ。あと、アリシアちゃんも、落ち着いて、このアパートは二面相さんのアジトじゃないから」

　あっさりと告げられた円香の言葉にアリシアが反応する。

「ちょっとマドカ、何でそんな事が分かるの？」

「だって、このアパートの現在の持ち主は私の知り合いだもん」

　円香は、アリシアに言い聞かせるように説明する。

「ここのメンテナンスをしているのもその人で。私も手伝ったことがあるよ。光熱費とかもしっかり調べてるから、こっそり使ったりなんかは出来ない。前に何かあったらしくて、隠れて使用したりすることには敏感なんだって。何なら電話して聞いてみる？」

「……じゃ、じゃあそいつが二面相なんじゃ」

「ちなみに、その持ち主の人は女の人だよ」

　円香の言葉に、アリシアが倒れ込んだ。




「……うう、てっきりここが二面相のアジトだと思ったのに」

　半泣きでアリシアが起き上がる。それだけ、さっきの推理に自信があったという事だろうか。それはそれでどうかと思うのだけど。

「ま、まあいいわ。確かに、ここが一番怪しかったけれど。いずれ〝不屈探偵〟としても名を馳せる予定の私にとってはこの程度の回り道、大したことじゃないもの」

　そう言って、アリシアは制服の懐ふところから古めかしい革の手帳と万年筆を取り出すと、何やらゴチャゴチャと書き込まれたページに大きく『×』を付けた。

「他にも候補はいくつかあるんだから」

「候補って、怪盗二面相のアジトの？」

「何よニセ面相、気になるの？」

　何だその呼び名は。まだ私のことを疑っているのか。

「この新稲葉は妙なことばかり起こる土地だもの。少なくとも、ここ一年の間で、新稲葉で報告されている事件は。喫きつ茶さ店てんでの強ごう盗とう殺人。覚せい剤の製造・流通。通り魔事件。公園での重火器の使用と、大型の刃物同士による斬り合い。ペットショップの店長の監かん禁きん。受験生達の集団マラソン。局地的な豪ごう雪せつ。あと、先月の終わりには新稲葉中を黒服の集団が走りまわったり、新稲葉港にある新稲葉タワーが傾いたりしたみたいね。その際、あのアイドルの秋あき月づきマキシの姿があったとの報告もあるわ」

「………………はぁ？」

「これでも、まだほんの一部。去年の八月ぐらいから、新稲葉では何だか変な事件が立て続けに起きてるの」

「いやいやいやいやいや、な、何それ。そんなことになってるの？　呪われてるんじゃないの？　何か魔王みたいな災さい厄やくの根源でも住んでるの？」

「そうね、裏で怪盗二面相が手を回してるに違いないわね！」

　何だ、その怪盗二面相万能説。そいつは、女の子のハートを奪い続けることがライフワークの変態じゃなかったの？

「私の集めた情報によると、事件の時によく目もく撃げきされる人物がいるらしいわ。何でも、黒ずくめの人物だそうなんだけど」

「黒、ずくめ？」

「そう、黒ずくめ。通り魔事件の時も、深夜に公園で目撃されたそうよ」

「……怪し過ぎる。その黒ずくめが通り魔だったんじゃないの？」

「いいえ、通り魔は、路ろ地じのポリバケツの中から発見されたの。その黒ずくめとは関係なかった。でも、偶然と断じるにはおかしいぐらいに沢たく山さんの目撃情報があるのよ。それなのにユメミは『無関係だから、絶対に近寄るな』って言って取り合ってくれないし」

「黒ずくめ……黒、ずくめ？」

　僅かに眉まゆを寄せながら呟き続ける円香。

「円香、どうかしたの？」

「な、何でもないよ！」

　何か考え事でもしていたのか、円香は、意表を突かれたように驚きの声を上げる。

「そ、そうだ、さっきから、ちょくちょく話に出てくるユメミって誰なの？　アリシアちゃんのお姉さん？」

「怪盗二面相を捜査する上での協力者よ。一応、本職の警けい察さつ官かんで、階級は警けい部ぶ補ほ」

「……それは、結構凄い人が協力してくれてるんだな」

　このトンチンカンな探偵に付き合う方も大変だと思う。

「でも、ユメミは何だか非協力的なの。他の情報はともかく、新稲葉については何かを隠そうとしているみたいに、情報をこっちに回してくれない。全く、いずれ〝発掘探偵〟としても名を馳せる予定の私に隠しても無駄なのに」

「……色んな予定があるんだな」

　七色の探偵でも目指すつもりなのだろうか。

「でも、正直なところ新稲葉について詳しい協力者がいないのは痛いわ。聞き込みで聞き出すにも限界があるし……」

　アリシアは、円香に真剣な眼差しを向ける。

「ねえ、誰か、この新稲葉について詳しい人を知らない？　怪盗二面相についてじゃなくても、新稲葉の不思議情報でも構わないわ。とにかく、今はどんな情報でも必要なの」

　そう、アリシアは手帳を振り回しながら私達を見回す。

「……えっと、それなら」

　円香はそっと手を上げて発言する。

「私より、ずっと新稲葉に詳しい人に心当たりがあるんだけど。その人に会いに行くっていうのはどうかな？」


　　　　　　　　



『本ほん田だ書店』。新稲葉南口徒歩五分の場所に居きよを構える書店だ。

　小さな店構えに反して、大きな看板を持つ店。看板のところどころに拳こぶしのような跡あとがあるのは、そういうデザインなのだろうか。

「こんにちは、桜さくらさん！」

　自動ドアが開ききるよりも早く店内に入った円香。元気の良い挨拶と共に、小こ気き味みの良い鈴の音が店内に響く。

「いらっしゃいませ……あ、円香ちゃん」

「えへへ、こんにちは」

　元気の良い円香の挨拶に答えたのは『桜さん』と呼ばれたポニーテールの女性店員さん。桜色のフレームの眼鏡。白いブラウスとベージュのカーディガンの上からピンク色のエプロンを身に着けている。

「アリシアちゃん、奈央ちゃん。この人が本田桜さんだよ。東川高校の三年生で、この新稲葉にずっと住んでるの」

　背景に『テッテレー』とでも音が鳴りそうな紹介の仕方である。

「桜さんは凄いんだよ。高校生なのにこのお店を一人で切り盛りしているんだから！」

「円香ちゃん!?」

　桜さんは慌あわてて手を振り、円香の言葉を訂正する。

「ち、違うよ？　このお店はお父さんの物だよ。わ、私はそれを手伝ってるだけで。そりゃ、うちはお父さんがちょっとだけ、ほんのちょっとだけ頼りないから、私と、あとたまに弥生やよいが手伝ってるけど。うん、お父さんはちょっとだけ頼りないの。でも、私のお店って訳じゃ……そりゃ、将来的には優しくて、本が好きな旦だん那なさんと、このお店を継つげればとは思ってるけど」

　そう、モジモジと頰ほおを赤らめながら呟く桜さん。何だか可愛い人だ。

「も、もう私の話はいいの！　そ、それで今日はどうしたの？」

　半ば打ち切るようにして、話を戻す桜さん。そんな様子もまた可愛い。

「はい。私達、今日は新稲葉について知りたくて来たんです」

「新稲葉について？」

「ちょっと新稲葉に詳しい桜さんのお話を聞きたいなって思って」

「そんな、詳しいだなんて。私はただ長く住んでるだけだよ？」

　顔の目の前で腕をブンブンと振る桜さん。

「あはは、別に、そんな大げさに構えなくても大丈夫ですよ。ただ、ちょっと新稲葉の穴場とか、あと最近あった出来事とか聞きたいだけなんです。ね、アリシアちゃん」

　と、円香がアリシアを振り返り話を進めようとした瞬間。桜さんはブラウスのポケットからおもむろにメモ帳を取り出し、読み始めた。

「穴場。穴場かぁ。そうだね、うん、和食なら『なかむら』。中華なら『珍来軒』。洋食なら『ピストル　Ｏ－ＩＺＵＭＩ』がオススメかな。他は、ラーメンなら『三銃士』。パスタなら『煉獄炎火灼鎌メギド』。お蕎そ麦ばなら『パンデモニウム』。家庭料理なら『範はん馬ま家の食卓』。あと私はまだ未成年だから行けないけど『八代目　死し霊りようのナイトカーニバル』や『俺とお前と大激怒岩がん盤ばん割わり』さんなんかも評判が良いみたい。特に『パンデモニウム』は最近お水を変えて凄い味が良くなったって、この前情報誌にも載のってたよ。あ、あと、甘い物だったら『かんしょ！』のいもけんぴ岩塩フレーバーは美お味いしかったよ。あそこのは大抵美味しいよね。砂糖と小豆が違うのかなぁ……って、あれ、どうしたの？」

　突然まくしたてられた情報に、私も円香も目を丸くする。

「あ、あの桜さん。随分詳しいですね。それ、全部食べて回ったんですか？」

　桜さんの語った情報。それは確かに穴場の情報だろう。ただし、全て飲食店についての情報だった。というか、ちょっとおかしい店名がなかったか。そんな店名でこのご時じ世せい、大丈夫なのか。

「あ、いや違うの。違うんだよ！　別に、私が全部食べたってわけじゃなくてね！」

　私達の視線に、桜さんは顔を赤らめながら慌てて訂正する。

「昨日来たお客さんにね、新稲葉の飲食店でオススメがないかって聞かれたから。それで、ちょっと他のお客さんに個人的にアンケートを取って見たの。ほら、こんな風に」

　そう言って、私達に見せたメモ帳のページには、確かに先程桜さんが口にしたお店の名前がズラリと並んでいる。

「そう、私が食べて回ったわけじゃないの。本当だよ。お客さんがね、紅あかい髪にメイド服を着たお客さんが聞いてきたから。お父さんやお母さん、裏のトメおばあちゃん、犬いぬ養かいさん、辰たつさん、岡おか星ぼしさん、団だん社長、ソルジャー畑はた中なかさん、クロ、ハチ、あとは浜はまさんの奥さんに聞いてみただけで！」

　途中にどう考えても犬みたいな名前があったけど、犬からも情報を集めたのだろうか。

「何でも最近新稲葉に引っ越して来たらしいんだけどね。『この土地にあるどんな物よりも美味しい物をお嬢じよう様さまに出さなくてはいけない！』なんて言ってて。その意気込みが凄くて、私もちょっと張り切って調べちゃったんだよ」

　桜さんのメモ帳。そこにはお店の名前と共に、オススメメニュー、客層など事細かなデータが記き載さいされている。これ、ちょっと張り切ったってレベルだろうか。マーケティング資料として使えるレベルじゃないのか。ただ聞いてみたにしては随分と詳細な情報な気もするぞ。

「……いいわマドカ。良く分かった」

「アリシアちゃん？」

「後ろでしばらく観察させてもらったわ。地域の住人に根付いた情報収集能力も素晴らしいわ。新稲葉の情報を聞くには最適みたいね」

　私と円香をおしのけ、アリシアがずいと前に出る。

「はじめましてサクラ。私の名前は空戸・Ｌ・アリシア。今日は教えて貰いたいことがあって来たの」

「は、はい。はじめまし、て？」

「別に時間は取らせないから安心して。それに、有益な情報が貰えれば今後は、継続的にこのお店を使用させてもらうことを約束する。いいかしら？」

　一語一語、アリシアは力を込めて喋る。

「え、えっと？」

　桜さんも、妙な髪型の金髪少女が突如現れたことに面めん喰くらっているようだ。まあ、それもそうだろう。いきなりこんなのが現れて、有益な情報だの何だの言いだしたんだ。混乱して当たり前だろう。

「えっと、情報、ですか？　忘れ物でなくて？」

　しかし、その反応は、私の予想とは少し違っていた。

「忘れ物？」

「はい……あれ、これを取りに来られたんですよね？」

　アリシアに向かい、柔にゆう和わな笑みを一つ浮かべた桜さんは、背後の書棚の中から桜色の封ふう筒とうを取り出す。

「はい。さっきこの封筒を忘れていかれましたよね？　申し訳ありません。気が付くのが遅くなってしまいまして」

「……あ、ありがとう？」

　桜さんの差し出した封筒を、アリシアはポカンとした表情で受け取る。

「あ、あれ？　桜さん。アリシアちゃんのこと、知ってるんですか？」

「うん、うちのお客様だよ」

　目の前で起きた状況が理解出来ず、円香も困こん惑わくの色を見せる。

「えっと、初めて来たのは二月の始め頃かな。それから、月に一回はいらっしゃるの。今日も、ついさっき来て下さってね。その時に、その封筒を忘れていかれたみたいで。そこの雑誌コーナーの所に置きっぱなしになっていたの。でも、良かった。ちゃんと、お返しする事が出来て」

「そ、それは、確かにアリシアちゃんだったんですか？」

「うん、間違いないはずだよ。えっと、何と言うか……インパクトがあるから、間違えようがないし」

　確かにアリシアの金髪と、妙な髪型はインパクト抜ばつ群ぐんだ。

　しかし、それならおかしなことになる。

「桜さん。ついさっきって、それは具体的には何時頃ですか？」

「え？　えっと、弥生がまだ遊びに行く前だから、二時ぐらい、かな」

　時計を見る。現在の時刻は三時過ぎだ。

　おかしい。二時と言えば、住谷荘でアリシアがノビていた時間だ。ここに来られるはずはない。ということは、だ。その、本田書店に現れたという奴は、アリシアにそっくりの誰か。もしくは、アリシアに変へん装そうした誰か。そんな事をする可能性があるのは。

「な、ななななな」

「アリシアちゃん？」

　突如として奇声を上げたアリシア。見れば、桜色の封筒の封が切られていて、中身と思われる桜色の便びん箋せんがアリシアの手に握られている。

「二　面　相　の　奴　！　！　！」

　先程までの叫び声など、発声練習でしかないかのように、アリシアが叫ぶ。

「いいわ怪盗二面相。そっちがそのつもりなら受けて立ってやろうじゃないの！　後悔するんじゃないわよ。いずれ〝宇宙探偵〟として全宇宙に名を馳せる予定の、この空戸・Ｌ・アリシアを本気にさせたわね。この報むくい、必ず受けさせてあげる。絶対に捕まえてやるんだから!!　絶対に絶対にぜぇったいに捕まえるんだから!!」

　アリシアの雄お叫たけび。そして、次の瞬間にはすぐに外へと走り出す。本田書店の自動ドアが開ききるのも待たずに駆け出して行った。

「ア、アリシアちゃん？」

　すぐに店の外を確認するが、既にその姿は見当たらない。うちの三番目の兄上のような足の速さだ。健けん脚きやくも探偵能力のうちの一つなのだろうか。

　私達が取り残された店内に、小気味の良い鈴の音だけが響いた。




「……あ、あの、私、何かまずいことをしちゃったのかな？」

　アリシアの去った自動ドアを、オロオロと見つめる桜さん。

「あ、いや大丈夫だと、思いますよ、多分。少なくとも、桜さんのせいじゃないです」

「そう、かな？　だったら良かったけど」

　心配そうな視線で私達を見回す桜さん。別に、私が何か悪いことをしている訳ではないのに、そういう目線で見られると居い心地ごこちが悪い。

「あ、えっと、桜さん。こちらは私の友達の陸奥田奈央ちゃんです」

　桜さんとの間の微妙な空気を察したのか。円香が、私のことを紹介してくれた。

「は、はじめまして。今日から東川高校に入学した一年Ｆ組の陸奥田奈央です。よろしくお願いします」

「あ、どうもご丁てい寧ねいにありがとうございます。三年Ａ組の本田桜です。えっと、奈央ちゃんって呼んでいいかな？　私も下の名前でいいからね」

「はい、桜さん」

　既に心の中でそう呼んでいたことについては秘密にしておこう。

「奈央ちゃんは、私の一番の友達なんですよ！　何てったって、寮も同室でクラスの席も隣同士なんですから！」

　臆おく面めんもなく、友達だと宣言出来る辺りが円香の凄いところだ。まだ、出会ってから一週間も経っていないのに。

「そっか。円香ちゃんは寮生になったんだよね」

　桜さんは、僅かに言いよどみながらも言葉を続ける。

「……映は見みがね、会いに行くって言ってたよ」

「はい、映見さんとは昨日会いました」

「そう、ちゃんと話す事は出来た？」

　映見。また知らない人の名前だ。図書室に呼び出した先輩の一人だろうか。

「あの娘、初対面ではあんまり上う手まくは話せなかったかもしれないけど、気を悪くしないでね。悪い娘じゃないから」

「いえ、そんな事は。ただ、色んなところに隠れながら話してくるから、ちょっとだけ驚いちゃいましたけど。あと、沢山カンペを持ってました」

「そ、それはちょっと苦労をかけちゃったみたいだね」

「あはは。でも、楽しかったですよ」

「そう言ってくれると助かる、かな。映見もね、昔より大分変わったんだけどね……」

　桜さんは、遠くにいる誰かを思い出すようにして呟く。もう二度と会えない誰かのことを考えるかのように。

「でも、円香ちゃん。映見に会ったってことは……」

「はい。誘われました」

　桜さんの静かな問いかけに、円香もまた静かに答える。

「そっか、もう……」

「図書室で、昨日」

　桜さんは吐息を漏もらす。

「そう……映見はね、言ってたんだよ。円香ちゃんがうちの高校に来るって分かった時から、絶対に誘うんだ、ってね」

「そう、ですか」

　二人の間に流れる空気。先程、アリシアがいた頃とは打って変わった、静せい謐ひつさを伴ともなった空気が書店の中を埋める。それは、何かとても大事な事を話しているような。私だけがそのことを知らず、その空気に立ち入っていけないような。

「聞いても、いいかな？」

「はい？」

「もう、返事はしたの？」

「……いいえ。まだ、です」

　円香は、桜さんを見つめ。

　桜さんは、優しく見つめ返す。

「本当は、悩むことなんかないんだけど」

　円香は迷いを吐き出すかのように、自らの意思を呟く。

「でも、まだ踏ん切りがつかなくって。だから、もう少しだけ考えて。どうするかを決めたいと思います」

「……うん、そうだね。それが良いと思うよ」

　円香は顔を上げる。その瞳に浮かぶのは僅かに迷いの色。

「でも、大丈夫です。ちゃんと決めてみせますから」

　しかし、大切なことを決める意思を確かに持った、力強い色だった。

「あの場所に、私も行くかどうか……」

　ここにはいない誰かに告げるように。

　そして、自分に言い聞かせるように。

「図書委員会に、入るかどうかを」

　そう、円香は宣言した。




「……………………え？」




　瞬間、静謐な空気が霧散したのを感じた。

　しまった、思わず口に出してしまった。いやでも、アレだけ思わせぶりに話しておきながら、図書委員って。そりゃ、いくら何でも反応してしまうだろう。

「奈央ちゃん？」

「どうしたの？」

　円香と桜さんが、揃って私を見つめてくる。こうなっては答えるしかない。

「え、えっと、円香。図書委員会に、入るの？」

「うん、まだ決めてないんだけどね。先輩から、誘われているんだ。図書委員会に入らないかって」

　……決めていない？

　確かに、先程の桜さんとの会話でも、何かに迷っているようだった。正直、どんな深しん刻こくなことを迷っているのかと思って立ち入れなかったけど。でも、それが図書委員会に入ると言うことならば。

「入ればいいんじゃないの？」

　私は、そう言おう。

「ッ!?」

　瞬間、また空気が変わるのを感じた。

「あの、でも、円香ちゃんは……」

　桜さんが、何かを言おうとして。しかし、その前に円香が立つ。

「ねえ、奈央ちゃん？」

「何、円香？」

「私は、図書委員会に入った方が、いいと思う？」

　その顔は、いつも明るく笑っている円香の顔とは違っていて。重大な決断を迫られている時のような、真剣な顔。それは、私が出会ってから初めて見た顔だった。

「え、それは分からないけど？」

「……分からない？　でも、さっき入った方がいいって、言ったよね？」

　円香の声が堅くなるのを感じる。

「ううん、違うよ円香。私は『入ればいい』って言っただけで。『入った方がいい』なんて一言も言っていない」

「……じゃあ何で、入ればいい、なんて言ったの？」

　円香は問いかけを重ねてくる。それは僅かに震えながらの問いかけで。その顔には、変わらず真剣な表情が浮かんでいる。

　だから私も、その問いに対して。

「それは、円香が、本を好きだからだよ」

　真剣に答えた。

　特別でも何でもない、普通の答えを。

　ただ、当たり前のことを当たり前だと言うように。

「だって、他人が読む本に対して、普通あんなに真剣にならないよ。普通はシリーズの抜けた本を貸す為に、新稲葉まで引っ張ってくるなんてしないし。一度行っただけで、図書室にどの本があってどの本が無いかなんて普通は分からない。そんな事が出来るのは、人並み外れて本が好きだからでしょ。私達があのアパートで暴れそうになったのを止めたのだって、部屋の中の本を傷つけられたくなかったから。違う？」

　円香には、何か事情があるのかもしれない。

　図書委員会に入る事を、ためらうような事情が。

「大丈夫、円香は、相当の本好きだよ。それは私が保証する。だって、その証しよう拠こに、あのアパートで本を探している間の円香。すごい楽しそうだったから」

　それは、恐らく今の私には知る由よしもない何かだろう。

　でも、その事情が何かを知らなくても。

　私にとっての円香は、目の前にいる子だから。

「そんなに本が好きなら、本の傍にいればいいじゃない。常に本の傍にいられる、図書委員になればいい。何かためらうような事情があるのかも知れないけど。でも、それは、今の円香が本が好きってことを封じなきゃいけない程の、本の傍にいたい気持ちをごまかさなきゃいけない程のことなの？」

　円香は、黙って私の言葉を聞いていた。

　口を挟むことなく。

　ただ、静かに聞いていた。

「……円香？」

　私の問いかけに、円香の身体がビクリと反応する。

「奈央ちゃん」

「……何？」

「ありがとう」

「別に、お礼を言うようなことじゃないでしょ」

　そうだ、私が言ったこと。それは、自分が好きな物を前にして逡しゆん巡じゆんしている子の背を、ほんの少しだけ押してあげただけ。本当にそれだけのこと。その程度の、普通のこと。

　お礼を言われることではない。

　その程度のことが出来るくらいには、私達は、友達、なのだから。

「ううん、それでも、お礼を言わせて」

　私の視線と円香の視線が空中で重なり合う。

「もう少しで、忘れちゃうところだった。忘れちゃいけないことだったのにね」

　顔を上げた円香の目には、涙が浮かんでいる。

「奈央ちゃん、私はね」

　僅かに涙を浮かべたまま、円香は微笑んだ。

「私は、本が大好きだったんだ」















　円香の浮かべた笑顔。

　それは何か大事なものを見つけた者が浮かべる、強さを内包した温かい笑顔。

　今までに見た円香の笑顔の中で、一番輝いているものだった。


　　　　　　　　



『白桜寮』。東川高校の敷地内に存在する学生寮である。

　その名の通り、白い外がい壁へきが特徴的な建物。内部の施し設せつも冷暖房完備に部屋ごとのカードキーでの施せ錠じようなど、最新鋭の設備が揃っている。これから三年間を過ごす場所としては、申し分のない場所だ。

　そんな白桜寮の中央階段を四階まで上り、廊ろう下かを右に曲がった突き当たりにある四〇四号室。その場所が私と円香の部屋である。

「ふぅ、ただいま」

「お帰りなさい。あと、私もただいま」

　入って左側には二セットの学習机とイス、右側には二段ベッドが置かれている。奥の方にまだ梱こん包ぽうの解かれていない荷物が積まれているせいか、十畳ある筈はずの部屋は随分と狭く見える。

　机に鞄を置いて、二段ベッドの下の段に仰向けに寝転がる。

「……疲れた」

　まさか本を借りる為だけに新稲葉まで行く羽は目めになるとは思わなかったし、入学式を賑にぎわした妙な髪型の妙な奴に絡まれる羽目になるとも思ってもいなかった。初日からこれでは、先が思いやられるというものだ。まだ晩御飯までは時間がある。このまま一眠りしてしまうのもアリかもしれない。

「……ん？」

　睡すい魔まに負けそうになっていたところ、敷しき布ぶ団とんが僅かに傾いた。ベッドに誰かが腰を下ろしたのだろう。寝転がったまま首だけを持ち上げて、その主を見る。とはいえ、そんなことをする人物は一人しかいない。

「円香？　着替えないと制服にシワが出来るよ」

「…………」

　沈黙。

「……円香？」

　当然のように返ってくると思った返事が来ない。てっきり『こっちの台詞せりふだよ奈央ちゃん』と間かん髪はつ容いれずに返ってくると思っていたのに。

　円香の横顔を見る。その顔は、何だか遠くを見つめているよう。今この場所にいるのに、ここにいないような雰囲気を醸かもし出だしていた。

　言い知れない不安を感じ、もう一度名前を呼ぼうとして。

「奈央ちゃん、今日は、ありがとうね」

　円香の言葉に遮られた。

　それは小さく囁ささやくように。しかし、感情のこもった声。

「ありがとうって、さっきの図書委員会のこと？　何度も聞いたからもういいよ。そもそもお礼を言われるようなことじゃないし。それとも、あのチビッ子探偵の特攻からかばったこと？　だったら、それこそお礼を言う必要は無いって」

　何しろアレを撃げき退たいしたのは私ではない。今そこに立てかけてある白いラケットケースなのだから。

「ねえ奈央ちゃん。私にも、お兄ちゃんがいるって話をしたよね？」

「聞いたよ。本が好きなお兄ちゃんなんでしょ？」

「そう……本がね。もう、すっごく本が好きなお兄ちゃんだったの。あのね、今日、奈央ちゃんに貸した本。大澤愁山先生の『槍シリーズ』。あれもね、私のお兄ちゃんの、和兄の本なんだよ」

「そう、なんだ……」

　和兄。そう、兄の名を呼ぶ円香の横顔に、僅かに影が差す。

「あのアパート。住谷荘はね。和兄が住んでいたアパートだったの。あの、部屋を埋め尽くしてた本達も、和兄の本。全部じゃないけど、ほとんどは和兄が集めた本。お父さん達の仕送りも、全部本を買うのに使っちゃってたみたいで。それを聞いたお父さんは呆れてたっけ。それぐらい、和兄は本が大好きだった」

「……そ、それは、凄いな」

　あんな本だらけの場所に住むだなんて、どうかしているとしか思えない。そんな生活、本の中で生きるみたいなものだ。まるで身も心も、本に捧ささげているようじゃないか。

「ねえ、さっきアリシアちゃんが言ってた、新稲葉で起きた事件のこと、覚えてる？」

「……え？」

「八月に起きた強盗殺人事件のこと」

　急に話題が変わった。円香の横顔が更に曇くもったように感じる。

「え、えーと、喫茶店で起こったって話だっけ」

「うん、そう。そのこと」

「それがどうかしたの？」

「奈央ちゃんは、強盗殺人の現場に居合わせたことはある？」

　円香は矢や継つぎ早ばやに問いかけてくる。

「無いよ、そんなの。あるわけない」

「そうだよね」

「ねえ、円香。どうしたの？　何が、言いたいの？」

「和兄はね、その強盗殺人の現場にいたの」

「……え？」

「和兄はね、その時死んじゃったの」

　円香は、そう告げた。




「強盗殺人。喫茶店で殺されたのは、私のお兄ちゃん、春海和かず人ひと」

「…………」

「和兄はね、本が好きで。本当に本が大好きだった。あの時も喫茶店で本を読んでて、それで、強盗事件に巻き込まれちゃったんだって。私のお兄ちゃんは、もう死んじゃったの」

「…………」

　私は、何も言わない。いや、何も言えない。

「だからね、和兄は、もういないの」

〝もういない〟。

　その言葉を反はん芻すうする。

　今日一日見続けた円香の笑顔が、脳内に浮かび上がる。

　確かに、円香が兄のことを語る時『お兄ちゃんがいた』『本が好きだった』『図書委員会にいた』と、全て過去形で語っていた。その兄はもうここにはいないかのように語られていた。

　だから私はてっきり、もう卒業してどこか遠くにでも行っているのかと思っていた。でも、それはただの勘かん違ちがいで。

　円香を見る。

「…………」

　兄の話を終えた円香は俯いたまま、言葉を発さない。

　ベッドから起き上がる。体勢が変わっても、相変わらず円香の横顔しか見えない。

　しかし、近くで見た円香の姿は妙に小さく見えるような。その肩が震えているような。

「円香、ごめん！　私は何も知らなくて！」

　その細い肩を摑み、こちらを振り向かせる。

　円香の顔に浮かんでいたのは。

「……って、あれ？」

　笑顔だった。

「あはは、奈央ちゃん。ひょっとして、泣いてると思った？」

「えっ、あ……いや」

　今日何度目かの円香の笑みが、私に向けられる。

「泣かないよ、私は」

　円香は、投げ出していた足をたたみ、ベッドの上で正座をする。

「別に、和兄が死んだことが悲しくない、って訳じゃないけど。もう沢山泣いたもん。これ以上泣いたら、和兄に怒られちゃうから。それに、今は私のことを叱しかってくれる人も、見守ってくれる人もいるから。だから、私はもう泣くのを、振り返るのを止めたの」

　円香と同じように、私もベッドの上で正座をする。

「でもね、だからこそ、振り返るのを止めたからこそ、図書委員会に入ることが怖かったの。和兄がいた図書委員会にいたら、また和兄のことを追いかけ続けるだけになってしまうんじゃないかってね。昔に戻っちゃうんじゃないかって」

　お互いの吐息すら届きそうな距離で、円香の言葉を聞き続ける。

「でも、そんな心配をする必要は無かった。私は本が好きなんだから、別に何も悩まずに図書委員会に入れば良かったんだ。それに気付くことが出来たのは……ううん、思い出すことが出来たのは、奈央ちゃんのおかげなんだよ」

「……私の？」

　円香は、一度俯き。

「うん！　だからね……ありがとう」

　満面の笑みを浮かべ、顔を上げる。

「きっかけを与えてくれて、ありがとう。思い出させてくれてありがとう。奈央ちゃんのおかげで、これからも、私は本のことを好きでいられる。それにね……和兄のことを、好きでいられる」

　そう、円香は溜め込んでいた何かを吐き出すようにして言葉を紡いだ。

「ごめんね、驚かせちゃって。ただ、奈央ちゃんにはどうしてもこの事は話しておきたかったの。だってね。奈央ちゃんは、友達、だから」

「……円香」

　そう告げる円香の笑顔が眩まぶしくて、その笑顔に、私は何も言えず。

　それでも、何かを言おうとして。

「ちょっと！　マドカ！　ニセ面相！」

　盛大にドアを開ける音と共に、空戸アリシアが現れた。




「アリシアちゃん!?」

「やっぱりここにいたのね二人とも。さすが、いずれ〝学生寮探偵〟としても名を馳せる予定の私の推理は完璧ね！」

　突如として現れたアリシアは、我が物顔で私達の部屋の中に侵入してくる。一転して訪れた騒そう々ぞうしさに、室内の静けさは雲うん散さん霧む消しようした。というか、空気を読め。

「っていうか、あんた、何でここにいるの？」

「何でって。私がここにいたらおかしい？」

「いや、おかしいでしょ。ここは学生寮。一般生徒は入れないはずだし。寮りよう監かんに見つかったら追い出されるんじゃないの？」

　しかし、私の指摘に対し、アリシアは実にいやらしい笑みを浮かべながら返事をする。

「何言ってるのニセ面相。私が追い出される訳ないじゃない！」

「……はぁ？」

「これを見なさい！　これでも追い出されるって言うの？」

　得意満面という風にアリシアが差し出した物。それは。

「カードキー？」

　青地に掘りこまれた意い匠しようは白い桜。それは、確かに白桜寮の入寮者の証あかしとなるカードキーだ。刻きざまれた数字は『四〇三』。ということは、だ。

「あんたも寮生だったの？　しかも、『四〇三』ってまさか!!」

　私達が今いる白桜寮『四〇四』号室。つまり『四〇三』のカードキーの持ち主は、隣の部屋の住人となるわけで。

「わぁ、じゃあアリシアちゃんはお隣さんになるんだね！」

「そういうことよマドカ。私はわざわざ寮なんかに入らなくても、ユメミの部屋で良いって言ったんだけど。向こうは警察の寮だから無理だって。こっちに押しやられたの」

　それはひょっとして厄やつ介かい払ばらいという奴ではないのか。

「まあ、こっちにいた方が捜索がはかどるのは確かだけど」

「……捜索？　ちょっと待て、捜索って何のことだ？」

「捜索は捜索よ。いい、二人とも。私達で怪盗二面相を捕まえるわよ！」

　アリシアは天井を指さし、そう宣言する。

「…………はぁ？」

　呆れる私に、アリシアが差し出したのは桜色の封筒。本田書店で桜さんから受け取った物だ。差し出されるまま、封筒を開き、中に入った桜色の便箋を読む。果たして、そこに書かれていたのは。




　──つ　か　ま　え　て　ご　ら　ん




　その一文だけ。それは写しや植しよく文字を切り貼りして作られた怪文だった。

「これは、完全なる挑ちよう戦せん状じようよ。怪盗二面相が、私に向けて挑戦してきたということ！　怪盗が探偵に挑戦してきたのなら、探偵は応じなければならないわ!!　マドカ、ニセ面相。アンタ達、怪盗二面相の捜索に協力しなさい！」

「……いや、何で私達がそれに協力する必要があるんだ？」

　ナチュラルに巻き込もうとしたよね、今。アリシアが怪盗二面相を捕まえなければいけないのは分かった。疑問に思うところもあるけど、そこは家庭の事情ってことでいい。お国柄もあるのかもしれない。でも、それはアリシア本人の問題じゃないのか？

「聞きなさい。今日、アンタ達と行動していて分かった事があるわ」

「分かった事？」

「私に足りない物よ！　いい？　私に足りない物、それはチームよ！」

「……はぁ？」

「今日まで怪盗二面相の後こう塵じんを拝はいしていたのも、私にはチームが無かったから！　だから二人とも協力しなさい。私のチームの一員になりなさい！　大丈夫。怪盗二面相を捕まえて、おじい様に認められた暁あかつきには、ちゃんとお礼はするから！」

　自信満々に宣言されたアリシアの言葉。

「……駄目だよ」

　それに、円香は諫いさめるような口調を返す。

「えっ、マドカ？」

「うん、駄目だよ。アリシアちゃん」

「そんな……マドカ」

　分かりやすい程の動揺の表情を見せるアリシア。そんな円香の反応など、想像もしていなかったのだろう。目の端に、涙が浮かんでいる。

「アリシアちゃん、そんな頼み方じゃ駄目だよ」

「……へ？」

「だって、私達は友達なんだから。そんな頼み方は、駄目」

「ト、トモダチ？　私達は、トモダチ、なの？」

「そう、友達。だからね、そんな言い方じゃ駄目。友達にはね、こう言えばいいんだよ。素直に、『手伝って』ってね」

　円香の言葉に、アリシアは、大きく頷く。

「ねえマドカ、ニセ面相。私、二面相を捕まえなければならないの。私には、どうしてもなりたいものがあって。でも、それになるには、私一人の力じゃ足りなくて……」

　目の端に浮かんだ涙をぬぐい。

「だから、だからね、手伝って、くれる？」

　精一杯と言うように、アリシアは告げた。

「うん、勿論！」

　即座に反応を返し、アリシアに右手を伸ばす円香。

「……あ、ありが、とう」

　アリシアはゆっくりと笑みを浮かべながら、円香が伸ばした手を握る。アリシアの顔に浮かんだ笑み。小柄な少女が初めて見せた素直な感情にも思えた。

「ねえ、ほら、奈央ちゃんも！」

「…………え？」

　円香の視線が刺さる。アリシアの視線が刺さる。痛いぐらいに刺さる。

　こういうのって、卑ひ怯きようじゃないのか。

「……ああ、うん、分かったよ。協力する。ただ、一つだけ条件がある」

「何、ニセ面相？」

「その『ニセ面相』って呼び方を止めろ、っていうこと。私の名前はニセ面相じゃない。陸奥田奈央。両親から付けて貰った『ナオ』って名前があるんだから」

　というかニセ面相って、微妙に言いづらくないか。

「そう……分かったわ。だったら、アンタも私を『アリス』と呼びなさい」

「アリス？」

「ええ、親しい人間はそう呼ぶんだから。ト、トモダチっていうのはそういう関係なんでしょ？」

「うん、そうだよ、アリスちゃん！」

　順応の早い円香であった。

「ほら、奈央ちゃんも」

「仕方ない……ほら、よろしく、アリス」

　そうして、アリスと円香が繋つないだ手の上に、私もちょこんと右手を乗せる。

「ええ、マドカ、ナオ、よろしくね!!」

　アリスこと、空戸アリシアは小柄な身体を大きく反らせて大きな声を上げる。

　何だか、その声がとても嬉うれしそうで、私は思わず笑ってしまう。見れば、円香も、アリスも笑っている。その光景が何だかバカバカしくて、私もまた笑ってしまった。

　その時、白桜寮の四〇四号室は、確かに私達の笑い声で満たされていた。


　　　　　　　　



　私こと陸奥田奈央は、ごく一般的な普通の女子高生である。

　少しだけ他人よりも背が高いのと、少しだけ他人よりも兄が多いこと以外は、どこにでもいる普通の女子高生。

　これは普通な私が、普通ではない彼女達と過ごした日々の記録。

　この時の私達には、図書委員会での活動があんな事になるなんてことも、怪盗二面相の正体が私の良く知るあの人物だなんてことも、知る由もなかったのだった。




「じゃ、じゃあ、親しん睦ぼくも兼ねて皆でカレーを食べない？」

「……カレー？」

「カレーは凄いんだよ。皆でカレーを食べれば団結力が強まるんだよ！」

「いや、そうはいっても、もうすぐ夕食の時間だ。下の食堂に行かなくちゃ」

「大丈夫だよ。確か、食堂とは別に自じ炊すい出来る場所があったから。ほら、せっかく怪盗二面相さんを捕まえる為のチームが出来たんだから！　ね！　私が作るから！　ね！」

「……そこまで言うなら良いけど。私、カレーにはうるさいよ？」

　何しろ、うちの一三番目の兄者に、色んなカレー店に連れて行かれたから。

「私はカレーを食べることにおいても頂点に立つ探偵よ！　いずれ〝香辛料探偵〟としても名を馳せる予定の私の舌を、満足させることが出来るかしら？」

　私達の言葉を聞いた円香は、元気よくベッドから飛び降りる。

　そして、私とアリスの顔を交互に見回しながら満面の笑みで告げた。

「大丈夫だよ。私、カレー大得意だから!!」




　勿論この時の私達には、円香の作るカレーがあんな物だとは、知る由もなかったのだった。
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 【千里の犬も一歩から】

　更：映は見みの成長と、鈴すず菜なの暴走のお話。読み返して気付いたのですが『諸刃の犬』と出だしが全く同じですね。道理でデジャブを感じる訳だよ。イラストレーターの鍋なべ島しまテツヒロさんにお会いした時、『映見は隠れ巨乳なんです！』と力説した記憶があります。

　伊：何やら珍めずらしい組み合わせの話。一番話が書きやすい人と、一番書くのに苦労する人との組み合わせでもあります。思い出したように出て来る映見の中二病設定。映見さんはやれば出来る子なんですよ？




 【鬼の犬間に洗せん濯たく】

　更：春はる海みが一匹でお留る守す番ばんするお話。いつもいつも酷ひどい目に遭あっている春海君、たまにはハサミの脅きよう威いを忘れてゆっくりと読書をさせてあげよう、とか考えた結果がコレだよ。変ですね、どこでおかしくなったんでしょうか。余りにもカレーネタを使い過ぎるので、このお話を書いた後しばらくの間『カレー禁止令』が担当さんから出てました。

　伊：ちょっとしたホラーみたいな話になってしまいましたが、明らかに作者の手を離れた進化の結果です。さすがはドラマＣＤで声優さんが付いただけのことはあるな、カレー。詳細は、現在発売中のドラマＣＤ『急いては犬をし損じる』で！




 【躓つまずく犬も縁えんの端はし】

　更：東ひがし川かわ高校に入学した円まど香かと、それを取り巻く人達のお話。春海や夏野達の生活とは別に、円香は新たな仲間に囲まれて学園生活を送ることになります。不ふ穏おんな雰ふん囲い気きの漂ただよいまくる東川高校、果たしてどうなる事やら。そういえば本書の表紙は東川高校の制服を着た円香ですね。『Ｄｏｇ　Ｅａｒｓ1』の本ほん田だ桜さくらさん同様、ヒロインが誰だか分からなくなります。

　伊：円香の東川高校入学、更に新キャラ登場の学園編。このキャラ達がどんな形で本編に絡んで来るのか！　むしろ本編に絡めるのか!?　というような書き下ろし短編その二でした。




　もうちょっとマシなコメントは出来ないのでしょうか。誰だよ『今回はちゃんとしたコメントを用意しておくぞ！　締め切り直前に必死に考えないぞ！』とか言った奴。

　俺だよ。




　以下、精一杯の感謝を込めて謝しや辞じを送らせていただきます。

　担当編集のＡ様。イラストレーターの鍋島テツヒロ様。漫画家の大おお庭ば下か門もん様。少年エース編集部のＵ様。拙せつ作さくの製作・出版・流通・メディアミックス等に携たずさわって下さっている全すべての皆様。家族。東ひがし向むこう島じまのレストランカタヤマでたらふく食いやがった友人達。校舎の写真を撮とらせて頂いた母校の先生方。職場の皆様。コミックトレイン様。第一書林様。平安堂書店様。ときわ書房様。拙作を置いて頂いている全国の書店様。そして、今この本をお手にとって下さっている読者の皆様。ありがとうございます、おかげさまで短編集の第二弾を出すことが出来ました。これもひとえに応おう援えんして下さっている皆様のおかげかと存じます。本当にありがとうございます。『犬ハサ』はまだまだ続きます。これからも皆様に楽しんでいただけるよう精しよう進じんしていきますので、引き続き応援頂ければ嬉しいです。『少年エース』で連れん載さい中ちゆうのコミカライズ版もヨロシク！




　さて最後に次巻予告。もうこれ毎回入れることにしました。

　監かん獄ごく島とうを離れ、お隣へと引っ越してきた姫萩家一行。『責任を取る』という言葉を盾たてに取り春海を連れまわす姫萩紅葉もみじ。春海達が訪れた先で出会った人物とは、そして姫萩紅葉の目的とは。果たして春海は無事生き残ることが出来るのか（ハサミ的な意味で）。

　本書ではほとんど出番の無かった姫萩紅葉、秋あき月づきマキシの二人が大だい活かつ躍やくする『犬とハサミは使いよう６』は今冬発売予定！　ほんの少しだけお待ち下さいね。

　それでは、全ての本と、本を愛する人達に祝福があらんことを。


二〇一二年八月某日　更伊俊介























　初出一覧




『犬は災いの元』（書き下ろし）

『諸刃の犬』（「FBonline 2012年7号」掲載）

『千里の犬も一歩から』（「FBonline 2012年1号」掲載）

『鬼の犬間に洗濯』（「FBonline 2012年3号」掲載）

『躓く犬も縁の端』（書き下ろし）







著者

更伊俊介

Shunsuke Sarai




千葉県某大学の工学部卒『更』と文学部卒『伊』の二人組。卒業後数年たってから『更』が「一緒に小説家を目指そうぜ！」と言い出したのをきっかけに二人で小説の投稿を始める。紆余曲折の末に『犬とハサミは使いよう』で第12回えんため大賞優秀賞を受賞。二人とも、趣味は読書と書店探索。いつか書店に住んでみたい。書店の上でも良い。















イラスト

鍋島テツヒロ

Tetsuhiro Nabeshima




エッジの効いた絵柄で物語を彩る新鋭イラストレーター。イラスト担当作品に、『ある夏のお見合いと、あるいは空を泳ぐアネモイと。』(一迅社)など。猫を求めてさまよったり、ねんぷちの頭部を入れ替えて日々を過ごす。ラーメンはとんこつ細麺バリカタ派。味玉の作り方を知りたい今日この頃。

http://lunadeluna.blog.shinobi.jp/



















イラスト／鍋島テツヒロ

デザイン／アフターグロウ












電子版　ファミ通文庫




犬いぬとハサミは使つかいよう Dog Ears 2








著　者　更さら伊い俊しゆん介すけ





[image: ]





2012年11月1日　発行





[image: ]Shunsuke Sarai 2012





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ファミ通文庫『犬とハサミは使いよう Dog Ears 2』

2012年10月11日初版発行





発行人　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-060-555（ナビダイヤル）

受付時間　12:00～17:00（土日 祝日 年末年始を除く）

編集企画　ファミ通文庫編集部

http://www.kadokawa.co.jp/













item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-005.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
B

RN HU 0 Y QKE
TEH - 4 - WO - 5505)

(BN QR ) o
EEMQR V23 SPusi=] \

......





item/image/kuchie-003.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
Fo2 Z <LsIRHIL R e’
K48 0 Vo RS
LA Tw@v@&);m.#AJZ:_%;Uo






item/image/cover.jpg





item/image/kuchie-006.jpg
Pt ) IS
% \* i
P PR S IS i

AT

@ A > JHE
= - /
S R == ')/
N — Z
S == /
M ‘ a

B Sl o gu

» ‘N}:‘h
& _L ‘Z‘m
R 2 N \X 7
&N
PE
%»
]
;’:‘_§
%
|

.om&%\fﬁ@wmrﬁ;w%sa\ )





item/image/kuchie-007.jpg





item/image/p259.jpg





item/image/kugiri02.jpg





item/image/kugiri01.jpg





item/image/p293.jpg





item/image/p055.jpg





item/image/p349.jpg
ALRBOER
<XV EABRBEREUREL LET,
RAYOEEX * FEBARERERBON? ‘
BT Y 7 ATEBALEDTOS S LVTT,

TYARALRAZEXEF LTV VT DR
XY I7T7FRTT,

ZOEIFEREHE L TR TORN 70T %=
BIRTRH Y EEATLE, BREEZARBRL? 1
R CIEWT & — T BTV E TR
BT FEES2TTVET,

fEmh - RITRA (v

(L,ﬁ’yﬁf\





item/image/p221.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		犬は災いの元



		諸刃の犬



		千里の犬も一歩から



		鬼の犬間に洗濯



		躓く犬も縁の端



		あとがき



		プロフィール



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p151.jpg
3
:

A
Kl
]
=
)
%,

\“U\

~

<

<Y






item/image/tobira05.jpg





item/image/tobira06.jpg





item/image/tobira03.jpg





item/image/tobira04.jpg





item/image/tobira01.jpg





item/image/tobira02.jpg





item/image/p127.jpg





item/image/p327.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/logo_fb.png





item/image/gaiji-0001.png





